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　序章　穏やかな遺言







　腕の中に、この世で一番大切だと思う人を抱いて歩いた。

　仄ほの暗ぐらい隘あい路ろをくぐり、乾いた石の階きざはしを一歩踏ふみしめるごとに、冥めい府ふの底から噴き上がってきたかのような空気が重くなる。霜しもの降りるような冷たさが骨身にしみる。だというのに、四季を通してこの暗い道には花が絶たえなかった。

　美しい光景だが、この花が咲く理由を一族の者は皆知っていたので、同時に不ぶ気き味みとも感じざるをえない。

「二の兄あに者じや。寒くはないか」

「君が守っていてくれるから大丈夫だよ。……でも張ちよう梁りよう、やはり私は――」

「あまり話すと身体からだに障さわる」

　今にも咳せきで引き裂かれそうに弱々しい兄の声を、やんわりと封じて歩みを進める。

　周囲の岩壁をおおい尽つくした枝に咲く花の、自みずから発するほのかな燐りん光こうが、灯あかりの代わりとなってくれている。琥こ珀はく色いろがかった光に塗ぬり潰つぶされそうな中で、彼は自分にも兄にも言い聞かせるようにつぶやいた。

「あいつには九百九十九人の血肉と魂こん魄ぱくを喰くらわせてきた。引き換えに、ひとつくらいわがままを叶かなえさせてもいいはずだ」

　やがてたどりついたのは、呪じゆ符ふが無数に貼はりつけられた門の前。

　唯一枝におおわれていないそれを押し開けば、淡あわい黄色みを帯おびた花に包まれた世界が、目の前に広がる。けれども彼は花々には目もくれず、ただ一点――『その場所』をにらみつけた。その名を口にしてはいけない場所を。

　だが突然、ゆっくりと背骨を引き抜かれたように彼の身体から力が抜けた。

　それが妖術のせいだと気づいたときには、兄はくずおれた彼の腕の中からすり抜けて、己おのれの足で花の上に立っていた。そして振り返りもせずに、『その場所』に歩み寄っていく。

「二の兄者――」

　まさかと思った。ここに来たのは兄を救うため。兄だけを。けれど兄もまた同じことを考えているのではないかという、狂くるおしい予感に身の内を焼かれる。

　長い黒髪の陰にある、儚はかないほどに線の細い顔が、ふとこちらを振り返った。

　そのときの、兄の澄すみきった笑顔が、今もまぶたに焼きついて消えない。







　第一章　仮面の城市と小さな出逢い







　百ひやつ花か神しん仙せんが寿ことほぎし神しん華か国。国を成なす八つの州のひとつ、黒こく烏う州。

　幽ゆう鬼き院いんの箱庭では、柘榴ざくろの花がちらほらと咲きはじめていた。瑞みず々みずしい緑にざわめく枝先に、ぽうっと小さな火が灯ともったように見える、艶つややかに紅あかい花だ。紅こう一点という言葉を生んだ、印象的な風景。

　しかし屋敷の内では、そんな風ふ情ぜいをよそに、ぐだぐだと進歩のないやりとりが繰り広げられていた。

「……やっぱり、行くのは明日にしませんか？」

「今日やれることを先延ばしにすんな」

「今日やれることって、明日もやれるんですよたぶん」

「まるっきりだめ人間の考え方じゃねえか。ったく、おまえやっぱり故郷に帰ってから、引きこもり度が元に戻ってるだろ」

　往おう生じよう際ぎわの悪いぐずり方をする黒髪の少女は、姚よう朧ろう月げつ。

　彼女を調教もとい躾しつけのために叱しつ咤たしている、銀ぎん髪ぱつに鍔つば型がたの眼がん帯たいをした青年は劉りゆう蒼そう刻こく。

　蒼刻の青く燃える瞳の迫力に耐たえながら、朧月はもう少しだけ言い張ってみる。

「でも、違うんですよ蒼刻さん」

「何がだ」

「わたしはもう、引きこもりではないと思うんです。蒼刻さんに引きずられ――もとい、ご一緒させていただいて、お外にも結構出てますし」

「ほう。それで？」

「今のわたしは『出で不ぶ精しよう』に進化したのではないかと」

「どっちにしろ『外に出たくない』って言いたいだけだろう!?」




　――という、もはやお定まりとなった押し問答をしたのが、一週間前のこと。




　結局のところ、胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりの分際で、将帥位を約束された武人である蒼刻に逆さからいきれるはずもなく、心安らぐ自邸から引きずり出された朧月である。

「おまえはどうして毎度毎度懲こりないんだ」

「引きこもりなりの意地です……」

「そんな意地は捨てろと何度言わせやがる」

　蒼刻は相変わらず、ちょっと柄がらが悪くて、にべもない。

　男女の性差や身分の差もさることながら、ヘタレで引きこもりの朧月では、彼の強引さに抗あらがいきれるわけがなかった。それはもう、すべてにおいて。

　今は旅路の空の下。

　薄うす曇ぐもりで陽ひ射ざしがきつくないのが、常つね日頃から「わたし日の光にあたると溶とけます」と主張するほど晴れ模様が苦手な朧月にとっては、不幸中の幸いだった。

　灰かい青せい色しよくの空を見上げれば、故郷の方角に飛んでいく鳥の群れがうらやましくなる。

（鳥になれたら、飛んでおうちに帰れるのになあ……）

　しつこく引きこもり本能に忠実な妄もう想そうをしている朧月は、鞍くらに相乗りする形で、蒼刻の馬に乗せられていた。

　北に向かってなだらかな丘おかを越えて、二人はすでに黒烏州と紅こう英えい州の境に迫せまっている。

　紅英州は、蒼刻の生まれた劉家と肩を並べ、常に張り合いつづける三大貴族の曹そう家が、代々刺し史しを世せ襲しゆうする封ふう土ど。いろいろな理由で、朧月の生まれ育った黒烏州とも、さして友好的ではなかったりする。

「悶もん々もんとしてないで景け色しきでも見てろよ。人もいないし牧ぼつ歌か的てきでいいと思うぞ」

　黒髪をわしゃわしゃと撫なでながらうながされ、街かい道どうの左右に視線をめぐらす。

　朧月はぽつりと言った。

「……州都のあたりとは、ずいぶんと風景が違いますね」

「こっちは米があんまりとれなくて、麦が中心だと静せい心しんも言ってたが」

　このあたりはもう神華国内でも、北部に位置する地方だ。

　夏でも冷れい涼りようで雨も少ない気候だそうで、なるほど、地面がどことなく乾いた風合いの色に見える。その上に麦畑が広がり、不ふ揃ぞろいな草の緑もちりばめられている。

　すでに収穫の時期が始まった麦畑は、枯かれた色合いに包まれていた。黒烏州の水すい田でんで稲がまだ青々とした色に揺れ、水路の片隅に菖蒲しようぶの花を同居させている風景とは、だいぶ趣おもむきが異なる。

「……そうしますと、お粥かゆよりもおまんじゅうのほうがおいしいかもしれませんね」

「かもな。昼までには昏こん星せいにたどりつける計算だ。温かい桃ももまんでも奢おごってやるよ」

　大好物の名前を出されると、はしたないとはわかっていても、ときめいてしまう。実はそろそろ空腹だったのだ。

　朧月の表情がほんの少し明るくなったのを見て、蒼刻はくっと小さく喉のどを鳴らした。

「少しは元気が出たか？」

「え。……あ、はい、ほんの少しだけ」

「おまえって、見かけによらず食い意地が張ってるよな」

　からかうように目を細めて言われてしまうと、なにやら気恥ずかしい。朧月はぽりぽりと頭をかいた。

「でも一番好きなのは、幽鬼院で食べる桃まんです……」

「振り出しに戻んな」

　あきらめの悪いぼやき方をすると、頭のてっぺんを手しゆ刀とうで軽くこづかれた。

「それにしても……昏星は、閉鎖的な城じよう市しなのですよね？　わたしたちのようなよそ者が突然行って、迎え入れてもらえるのでしょうか」

「そのへんは大丈夫だ。緑りよく狸りに紹介状を書いてもらってきた」

「兄さまではなく、緑狸さまにですか？」

　人選が意外だったので、朧月は何度か目を瞬しばたたいた。

　緑狸という愉ゆ快かいなあだ名の主ぬしは、朧月の兄・静心の知ち己きである。黒烏州では一番といっていい大商家の当主で、儲もうけ話が三度の飯めしより大好きだが、同時に人生はお金がすべてではないことも知っている好こう漢かんだ。ちなみに本名は柳りゆう雨う村そんという。

　先日、言い知れぬ虚むなしさを残した事件があり、その過程で朧月たちは緑狸の命を救った形になった。その感謝の意味もあって、かつて何度か交易に訪れた昏星のことを、蒼刻に警告まじりに教えてくれたそうだ。

「おまえの兄貴――黒烏州刺史の紹介状だと、ちょっと大げさすぎるかと思ってな。黒烏州刺史に何か指示されて来たんじゃないかと邪じや推すいでもされたら、却かえって面倒だ。緑狸くらいの地位のやつが無ぶ難なんだと思う」

「なるほど……。緑狸さまは、昏星のことをどんなふうに話しておいででしたか？」

「龍りゆう爪そう花かとかいう、特産品の薬草を仕入れに行ったそうだが――」

「？」

「よほどの用事がない限り二度と近づきたくない城市だ、とも言っていた」

「……なんですか、その露ろ骨こつに不吉な言いようは」

「商あきないで現地の住人と話したそうだが、基本的によそ者には愛想がない上に、昏星には独特の信しん仰こうがあるらしくてな。その教えを前提にして話を進めてくるのに、ついていけなかったらしい。おまえの兄貴も、似たような感想だった」

　元から下がりやすい朧月の眉まゆ尻じりが、へなりと下を向く。

　黒烏州は西方との交易路である絲し路ろから、異い邦ほう人じんが絶たえず訪れる土地だ。緑狸も商いに乗り出す者として、異文化や異教との穏おん便びんな付き合い方は当然心こころ得えているはずなのに、昏星の民にはついていけないと感じたのか。

　昏星が人外魔境じみて想像され、今までとは違った不安がふくらんでくる。

「紹介状一枚で、本当に大丈夫なんですか……？　蒼刻さん、やっぱり人間、大事なのは安心・信頼・引き際ぎわと言いますし」

「絶対に帰らないからな？　俺は国軍の意向を受けて動いてるんだぞ」

　……そうだった。

　先日州都で起こった道術がらみの事件は、神華国のあちこちでよからぬ騒ぎを起こす黄こう巾きん賊ぞくという妖よう賊ぞく――しかも、その幹部が巻き起こしたものだった。加えてその際、昏星でも何かしでかす予定だとほのめかしさえした。

　蒼刻は武官として、至急国軍に連絡。

　結果、昏星まで軍勢を送るのは時間がかかるので、まずは蒼刻をはじめとする近隣にいた精せい鋭えいがこっそり城市に入り、黄巾賊の出方を見ることとなった。

　逃げ道がないことを再確認させられて、朧月はがっくりと肩を落とす。

「……残念です」

「おまえのたるんだ根性の躾しつけは、この際置いといてだ。――おまえは、知りたいとは思わないのか？」

　その異能の真実を、と彼は言げん外がいに問いかけている。

　朧月は、ふっと目を伏せた。

　双そう界かいの瞳ひとみと呼ばれる彼女の翡ひ翠すい色いろの瞳は、この世ならざるものを見る力を秘めている。

　そして黄巾賊のうすら寒い予告は、正確には、

　――『汝なんじの力の神しん髄ずいが知りたくば、昏星という城市に来よ』

　――『来るも来ないも汝の自由よ。来なかった場合には、我われが好きに振る舞うまで』

　朧月の異能をおもしろがり、ときとしてもてあそび、妙に執心する幹部・張ちよう宝ほうが、彼女だけに向けた誘いだった。

　だから双界の瞳を除けば、何ひとつ他人より優すぐれたところも特技もない朧月なんぞが、蒼刻とともに昏星を目指しているのだ。

　幼い頃から付き合ってきて、近頃では別の側面を見せつつある自分の異能について、知りたくないと言えば噓うそになる。

　だが、嫌な予感ばかりするのも事実であった。

（昏星で、また張宝に逢うことになったら……）

　今から不安になったところで、この先に起こることが変わるわけではない。

　そうと頭ではわかっていても、張宝という男の異質さを知るだけに、朧月の表情はどうにも暗くなってしまう。

　頭上で舌打ちめいた音が聞こえたのに、思わずびくっとした。

　叱しかられるのかと身構えていると、今まではどんくさい朧月が鞍から落ちない程度に、揺れの合間に支えてくれるのに留とどまっていた蒼刻の腕が、小柄な彼女を抱きこむように巻きついてきた。

　青年の胸に密着する体勢になった朧月は、思わず声を上うわずらせる。

「そ、蒼刻さん……？」

「俺がいるのを忘れるな馬ば鹿か」

　この体勢だと蒼刻の口元は、鞍に横座りした朧月の頭のすぐ近くにある。

　他人の呼気が前髪や額ひたいをくすぐる感触のこそばゆさや、わけもなく生しようじる気恥ずかしさは、続く力強い声にかき消された。

「おまえみたいな小さくて細くて弱くて腰抜けな珍ちん獣じゆうの一匹や百匹、俺が守ってみせる。だから勝手に不安になるんじゃない。わかったか」

　朧月はこくんと息をのんだ。深い響ひびきの、そこにこめられた意思ごと彼女の奥深くに刻きざみこもうとするような、蒼刻の声ににじむ熱にしびれる。上じよう衣い越しに肩に感じる彼の指の形に、どきどきもする。

　逃げ出したくなるような、ずっとこうしていたいような、不思議な心地ここち。

　複雑な想いもあったけれど、今はそれを口にせず、蒼刻の気持ちを受け止めた。

「……お願いいたします」

「当然だ。っていうか幽鬼院でも約束しただろうが、忘れんな」

「はあ……」

「しゃきっとしろ、声が小さい！」

「うわあ、は、はい!!」

　止とどめに久しぶりに武人式の一いつ喝かつをされ、朧月は震ふるえ上がって返事をしたのだった。





◇◆◇






　朧ろう月げつの場合、嫌いやな予感というのは悲しいほど高い確率で当たる。

　今回は、まず最初にこれだった。

「ふむ。安産祈き願がんのために、董とう奉ほう真しん君くんさまを詣もうでたいと言うのか」

「安産というか、無事に子宝に恵まれますように、っていうところだな。俺の嫁よめは母方の家系が、難産な上になかなか子を宿しにくい体質らしくて、うちの両親がいたく心配してるんだ。そのことを州都で知り合った林りん松しよう帆はんっていう商人に話したら、ここの守護仙せん人にんがすばらしいと言われてな」

「なるほどな。我らが董奉真君さまのご利益はたしかだ。よくお祈りしていくといい」

「ありがたい。嫁と一緒に詣でるよ」

　冷やかす視線さえ投げかけてくる検問の門兵に、蒼そう刻こくはこんなふうに意外なほど平然と噓八百を並べつづけた。

「だが今は〈白はく鷲しゆう祭さい〉の準備に、街を挙げて忙しい。観光するなとは言わないが、皆の邪魔だけはするんじゃないぞ」

「胆きもに銘めいじておく。ま、俺は歩き回るよりも、宿でゆっくりしたいところだ」

「ああ、それが賢かしこいな。可か愛わいい嫁さんと仲よくしておけ」

　朧月は、子宝だの嫁だの新にい妻づまだのという単語の衝撃に、頭が真っ白になったり顔が赤くなったりするだけで忙しかった。

　以前に蒼刻と恋人のふりをさせられたときも気が遠くなりそうだったのに、これはなんの試練か。

（今度は新婚夫婦だなんて、いくらなんでも冗じよう談だんがきつすぎますよ……）

　逃げ出したい気分だったが、蒼刻のお仕事の邪魔をしたくない一心で、耐えがたきを耐え忍びがたきを忍んだ。帰りたい、ああ帰りたい帰りたい、と心の中で妙な節回しを詠うたって気分をまぎらわせた。

　口も開かず目ま深ぶかにかぶった被ひ布ふの陰でうつむく朧月を、門兵は「夫ののろけに恥じらう新妻」と捉とらえてくれたのだろうか。本当に夫婦なのかと微み塵じんも怪あやしまれることなく、検問を通過できた。

　城門を離れると、赤くなったり青くなったりを何度も繰り返したせいか、朧月はおかしな眩暈めまいを感じた。額を押さえて、ため息をつく。

「蒼刻さんが、あんなにほら話が巧うまい人だなんて知りませんでした……」

　平然とした口く調ちようで、結構ものすごいことを言っていた気がする。

「別に得意じゃねえよ。あれはただ――」

　門兵に渡されたものを手の中でもてあそびながら、蒼刻は何か言おうとして、結局呑みこんでしまう。

　朧月がきょとんとして見上げると、彼は妙に気まずそうな顔をした。なんだろう？

「とにかく、無事に入れたんだ。しばらくの間、俺の嫁らしくしてろよ」

「……善ぜん処しよします」

　具体的にどう嫁らしくするのかを想像すると、今度こそ卒そつ倒とうしそうだったので、朧月は蒼刻から手渡されたものに目を落とした。

　焼印で「外」という字を刻み、全体を朱しゆで塗った小さな木の札ふだだ。角に穴をあけて古ぼけた革かわ紐ひもを通し、携帯しやすくしている。街を出歩く際はこれを欠かさず身につけろ、と門兵に言われたのだ。

　正しく検問を通ってきた旅人だという証あかしで、これを見せないと店で買い物ができなかったり、失くした場合は街を追い出されることもあるのだという。

　裏表をひっくり返してみながら、朧月はつぶやいた。

「こういうものを配る城市は、多いのでしょうか」

「いや、俺は遠征で結構いろいろな地方に行ったが、こういうのは初めてだな」

「ですよね」

　朧月は引きこもり体質だが、死者の霊れい魂こん――幽鬼が見えて話もできるので、それなりに他よ所そのことも聞き知っている。彼女の異能に興味を持って訪ねてきた幽鬼がしばしば、土産みやげ話として語ってくれるのだ。

　こんなにも内と外の人間をはっきりと区別したがる制度は奇異に感じられたのだが、やはりそうなのか。

　興味と不安の入り交じる心地で、被布の陰からこっそり周囲をうかがってみる。

　昼時なので人の往来は多いが、歩くのが困難になるほどの雑ざつ踏とうではない。

　――しかし、朧月は彼女にしかわからない違和感を覚えた。

（これは……どういうこと？）

　右手で愛馬の轡くつわを、左手で朧月の手を引いている青年の、凜り々りしい横顔を見上げる。

「……蒼刻さんは、どう思いますか？　この街」

「あの門兵は普通かなと思ったが、この空気は肌はだに合わん」

　自分に比べれば、はるかに社会性があり常識人でもある蒼刻に訊ねてみると、仏ぶつ頂ちよう面づらでそんな答えが返ってきた。

　狼おおかみを思わせる鋭するどい目が、刃やいばで薙なぐように周囲を見渡した。声を低めて言う。

「治安は悪くないみたいだが、そこはかとなく不自然さがあって嫌だな。どいつもこいつも何か隠してるように見える」

「たしかに……活気は感じられませんね」

「だろう？　やましいことでもあるのかと叱り飛ばしたくなるな」

「蒼刻さん落ち着いてください」

　この青年はたまに何かが有り余っている。

　とはいえ、彼が抱えるもやもやとした感覚は理解できた。

　祭りの準備期間だというのに、この街には熱気や楽しそうな空気が微み塵じんもないのだ。

　家々の軒のき先さきに花はな灯どう籠ろうは吊つるされている。が、祭りじゃ祭りじゃと囃はやす声、このときにしか作られない菓か子しの売り出し、そぞろ歩きをする住民や観光目当ての旅人――といった風景はどこにもなく、むしろ粛しゆく々しゆくとして冷たい空気に沈んでいるのだ。広場で臨時の舞台を組み立てている男たちでさえ、極端に口数が少ない。

　祭りというより、まるで失敗が許されない儀式の準備に没頭している雰ふん囲い気きである。

　そして――

「白鷲祭というらしいな」

「白い鷲わし……だから鳥の仮面があちこちで売られているのですね」

　目につくのは、仮面だった。

　木を彫ほって猛もう禽きんの鋭いくちばしを再現した仮面が主流だが、張り子の周囲を本物の鳥の羽根で縁ふちどったものや、凝こった彩色をしたものもある。そうした独特の鳥仮面を毛もう氈せんに並べて、手頃な値で売る露店が目を引いた。

　こんなことを言うのは失礼だが、張ちよう宝ほうに似合いそうな妖しい空気を感じるのだ。

　今にもあの神しん出しゆつ鬼き没ぼつな男が現れるんじゃないかと、早くもおかしな緊張感に身体の芯しんを鷲わし摑づかみにされそうになる。

（……いけないいけない）

　ここで倒れたら、蒼刻さんに迷惑だ。朧月は喉の奥で固まりかけていた息を、意識してゆっくりと吐いた。

　そうして蒼刻とつないだ手を強く意識すれば、心強さで少しだけ気が楽になる。

　落ち着いたところで、独ひとり言ごとのように声を低めた。

「蒼刻さん……実は、わたしも、不自然だと思っていることがあるのですが」

　言ってみろ、と言葉ではなく視線でうながされ、朧月は小さくうなずいた。

「幽鬼がいないんです。……一人も」

　まるで箒ほうきで綺麗に掃はき清められてしまったかのように、昏こん星せいの街中には幽鬼の気配すらないのだ。

　もちろん普通の人にはこれがあたりまえの光景なのだが、朧月は真昼なのに空に太陽がないのと同じくらい不完全な印象を受けてしまう。自分の双界の瞳が意味をなさないのではと思うと焦あせりとも無力感とも言いがたい、重苦しい予感が心にのしかかった。
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　彼女の言い知れぬ懸け念ねんを察さつしてか、蒼刻もしかつめらしい顔だ。

「気になるな」

「……はい。いつも以上にわたしが役立たずになりそうな予感が、ひしひしと」

「って、おまえが気にしてんのはそっちかよ」

　即座につっこまれたとき、「朧月ちゃん！」と聞き慣れた声で呼ばれた。

　ぱっと顔を上げれば、行く手から、見覚えのある美女がやってくるところだった。





◇◆◇






「いやぁ、探しちゃいましたよ～。この街ってばなぜか幽鬼がいないから、あたしが道を訊ける方もいなくって」

　朧ろう月げつの一番の友達、星せい彩さいは、顔を合わせるなり軽けい快かいな口調でこぼした。

　目にしただけで心こころ華はなやぐ撫なでし子こ色いろをした髪は、簪かんざしを使ってきれいにまとめられている。素肌を下品にならない程度にさらす衣い裳しようは、彼女のしなやかな肢し体たいの美をこの上なく魅力的に演出していた。

　百人中百人が振り返りそうな、愛あい嬌きようのある美人だが、残念ながら脚のあたりが半なかば透けている。つまり普通の人間には見えない幽鬼であり、この場では朧月と彼女の異能の影響を受けた蒼そう刻こくしか、星彩の容姿を堪たん能のうできないのだ。

　とはいえ星彩当人に、それを残念がる様子はまったくないが。

「な～んかこの街、検問が厳しいんですって？　朧月ちゃんたちが無事に入れてよかったですよぅ」

「あ、うん……まあ大丈夫だったわ、うん」

　普通に心配そうに言われてしまい、顔がこわばった。子宝祈願に来た新婚夫婦のふりをしたのだとは報告しづらい。

　わけあって別行動をしてここで合流した星彩は、離れた時間を埋うめるように、まずは朧月に抱きついてきた。

　幽鬼の身体には本来、生身のような感触はないのだが、朧月は星彩の腕にあやされるといつも、春のそよ風にも似た温ぬくもりを感じる。姉のような慈いつくしみと、大切な思い出に似たやさしさが伝わってきた。

「難攻不落のお城みたく、市壁にも隙すきがないんすよ。張ちようさんが入ってこられそうな抜け穴が見つからなくって、困ってます」

「張さんは……あの御姿だと、ちょっと検問は通れなさそうだし――どうしましょう？」

　朧月は蒼刻を見上げた。

　いつもどおり、別経路で忍びこんでもらう予定だった人――ちょっと風変わりな姿なのだが――は、未だに城市の外の木こ立だちに隠れている状態だという。本人が大らかで、野宿も厭いとわない御ご仁じんなのは救いだが、どうしたものか。

　話題の張さんとは歳の離れた友人のような関係である蒼刻は、無造作にうなずいた。

「そっちは俺がなんとかする。ただ、少し待て」

「お願いしますよぅ、武官さん。あたしと張さんのいちゃいちゃのために」

「いやそれはどうでもいい」

「まあ！　そういう非人情なこと言ってると、武官さんのあんなことやそんなことを朧月ちゃんにばらしますよ～」

「……別に冗談だが、一体何を言う気なんだよ」

「あのですね朧月ちゃん、この人は以前に皇こう宮きゆうで朧月ちゃんが溺おぼれたとき――」

「おい!?」

「――あ、あの、二人とも、声が大きいですよ」

　いつのまにか周りから視線を集めはじめているのを、人間恐怖症の本能でいち早く察知し、朧月はあわてて二人を制した。

　彼女にとっては日常的な光景だが、幽鬼が見えない人には、蒼刻が虚こ空くうに向かって声を上げているようにしか見えないはずだ。騒ぎを起こすなと門兵に釘くぎをさされたし、胡う散さんくさいやつらだと思われたら今後にも差し支つかえる。

　注意された蒼刻はばつの悪そうな顔になり、口元を手でおおった。

「すまん。ついいつもの調子でやってた」

「いえ……それで――なんのお話をしていたんでしたっけ？」

　人々の視線に意識が向いてしまい、張さんの問題を自分から「どうしましょう」と投げかけておきながら、会話をまともに聞けていない始末だ。

　すると蒼刻は星彩をちらりと見やってから、なんとも言えない表情を浮かべた。そしてなぜか目をそらす。

「張さんのことは俺に任せろ、心配するなっていうだけのことだ」

「……そうでした？　もっと何かお話ししていたような」

「あたしがのろけたら、武官さんが無粋なつっこみを入れてきただけですよぅ」

　……口をそろえて言われれば、たしかにそんな雰囲気だった気がする。

　朧月は納得し、傍かたわらに浮かぶ友人を見上げた。

「そういえば星彩は、こういう場所をほかに知ってる？」

「幽鬼がいない城市ってことですかぁ？　う～ん……あたしも幽鬼になってからは、朧月ちゃんにお付き合いして、結構な引きこもり生活してましたからねぇ。よその幽鬼事情にはそんなに詳しくないんすよ」

　あっけらかんと言われて、なんだか申し訳ない気分になった。

「でもま、今まで出逢った幽鬼の皆さんから聞いた話にはなかったっすね。あたしも幽鬼になってしばらく経たちますけど、まだまだ知らないことが多いっすよ。人間死ぬまで勉強とは、よく言ったもんです」

「あんたはもう死んでるだろ」

　身も蓋ふたもないつっこみをする蒼刻の肩を、星彩は苦笑いしながら「武官さんってば無ぶ粋すいなんですから～」と言ってどやしつける。

　昏星の奇妙な空気に呑まれかけていたので、星彩のそんな底抜けに明るい笑顔とおしゃべりは、何にも勝まさる癒いやしだった。





◇◆◇






　ひとまず向かった宿は――旅人の入りが制限されているので、必然的に旅籠はたごの数も少なかった――店構えのしっかりとした三階建て。内装は貴族の別邸のように綺き麗れいだが、旅籠でございという看板すら出していない商売っ気のなさだ。

「泊まりかい」

　白しら髪がまじりの旅籠の主人は、いらっしゃいませも季節のあいさつも省はぶいてそう言った。

　以後も極きわめて事務的で、雑談をさしこむ隙がまるで見当たらない。

「二階。通りに面した部屋だ」

「ありがとう。昼飯を買うにはどこに行ったらいい？」

「出て右をまっすぐに行けば、寒かん心しん大おお路じという通りに行き当たる。露店が多い」

「董とう奉ほう真しん君くんさまの道どう廟びようは」

「寒心大路を北上しろ」

　端たん的てきに答えると主人は、もう話しかけるなよという刺とげ々とげしい雰囲気で帳簿付けに戻ってしまった。

　だれにでも愛あい想そがいいわけではないが、門兵とのやりとり程度には話に乗れる蒼そう刻こくも、さすがにあっけにとられた様子だ。部屋に入るなり、しかめ面つらになる。

「あれでも客商売かよ」

「……たしか門兵の方に、ここに泊まるよう指示されたのですよね？」

　外部の人間は、この界隈にあるいくつかの旅籠に泊まるのが、街の定め。そう言われていた記憶がある。

「でしたら、黙だまっていてもお客は来るので……気さくになる必要もないのでしょうね」

「にしたって、もう少しだな――」

　蒼刻は、やけに唐とう突とつに言葉を切った。ここで言っても詮せんないことだと見切りをつけたのだろうか。

　などと朧ろう月げつが予想したのは甘く、彼は醒さめきった横顔でこう続けた。

「まあ、逆に愛想よくされて信用したのに、後で黄こう巾きん賊ぞくの息がかかった人間だとわかってがっかりするよりはマシか」

「……蒼刻さん」

　氷の声に、朧月は自分でも気づかぬうちに細かな身震いをしていた。

　彼の歴戦の武官らしい厳げん粛しゆくさや苛か烈れつさは、ときとして引きこもりには刺激が強すぎる。

　朧月がどう反応していいか迷っているのを、彼は的確に見抜いたらしい。

「冗談だ」

　肩をすくめてそう付け足してくれたが、実際は本気で言ったことくらい、胡乱な朧月でも察していた。

　少しばかり気まずい心地で黙ってしまう。と。

「朧月」

　窓辺にいる蒼刻が、ちょいちょいと手招きをした。

　今しがたの氷の声とは違う、普段どおりの声にほっとしたせいか、常日頃から珍獣扱いをされているせいか。飼い主さまのそんな仕草に、朧月は考えるより先に動いていた。

　もぞもぞと膝ひざを擦するようにしてそばまで行くと、最後の一寸ばかりの距離は彼の腕で縮められた。つまり、抱き寄せられた。

　しばし硬直した後で、喉に絡まった声を押し出す。

「な、……何事ですか？」

「精神的疲労蓄ちく積せき時の緊急栄養補給」

「…………申し訳ありません、我が国の言葉でお願いいたします」

「こうしてると、ほっとする。でいいか」

　でいいか、と開き直ったみたいに言われましても。こちらは石になったままだ。

　――蒼刻はときどき、こういうことをする。

　常日頃から珍獣扱いしてつつき回している朧月を、まるで猫の仔この毛並みを堪たん能のうするときみたいに抱いて、なんとなく満足そうにするのだ。彼にとっては特に艶つやめいた意味はない行為だと理解していても、心臓に悪い。

　しかし人肌の威力は絶大と言おうか、黙って寄り添っているうちにだんだんと、朧月も安心感を覚えはじめてしまった。

　旅疲れもある。このまま眠れたら気持ちいいだろうな、と――いやいやいや。

　頭をよぎった常識はずれの考えを、朧月ははっとして打ち消した。

「あの……本当にほっとするんですか？」

「んな噓ついてどうする」

「そうですね。……まあ、わたしなどでもお役に立てているのなら光栄ですが」

　謙けん虚きよを通り越して低姿勢すぎる物言いに、蒼刻が苦いものを嚙かんだ顔になる。

「だからおまえ、そういう卑ひ屈くつな言い方は――」

「――ところで、あたしもいるってことを忘れちゃってませんか？　武官さん。あ、朧月ちゃんもかな？」

　それまで黙っていた星せい彩さいの介入に、二人して一瞬固まり、どちらからともなく身を離す。

　本気で忘れていた、というか、蒼刻に抱き寄せられた時点でいろいろ吹っ飛んでいた。今さら頰が熱くなるのが間抜けだ。

　ただ、今もまだ蒼刻が疲れているように見えたのは気がかりだった。

「ええと……お疲れでしたら、わたし、何かいたしましょうか？」

「何かっておまえ、年頃の娘がそういうことをぽろっと――」

　いつもお世話になりっぱなしなので提案してみると、蒼刻は一瞬、ひどく物言いたげに眉をひそめた。

　たしなめる前ふりじみていたが、途中で何か思い直したらしい。

　ひとつ息をついて首を振ると、かすかに苦笑いして朧月の瞳を見直した。

「今のは忘れていい。それじゃ、肩でも揉もんでもらおうかな」

「いいですよ」

「いいのかよ」

　朧月がめずらしく軽快な返事で引き受けると、そちらから言いだしたくせに、蒼刻は不思議そうな顔をした。

「兄さまがお疲れのときには、よくしてさしあげてますし。ね、星彩」

「……ああ、そういやそうだったな」

　なにやら複雑そうに顔をひそめた蒼刻を、星彩がにやにや笑いで眺ながめている。

　この姉きよう弟だいじみた二人はときどき、朧月にはよくわからない話題で、無言で通じ合っていることがある。微ほほ笑えましいけれど……最近、同時に奇妙にじりじりともしてしまうのが、朧月は自分でもよくわからなかった。

　わけもなく焦るような、心の奥底に濁にごりが生まれるような。

　不快な味のする感情の名に悩んでいると、蒼刻に「おい朧月」と呼ばれた。

　そうだった。肩を揉むんだった、と、あぐらをかいた彼の背後に回る。

「どうでしょう」

「悪かないが、もうちょっと強く押せないか？」

「……ぜ、善処します」

　十分強めに刺激していたつもりだったので、内心「えええ」と思った。

　こういうとき、自分の手が小さくて非ひ力りきなのが困る。星彩がすまなそうに言った。

「お手伝いしたいのは山々ですけど、幽鬼のあたしが下へ手たかますと、鬼き圧あつ身しんをかけちゃいそうですからねぇ」

　鬼圧身とは、意識があるのに身体が動かなくなってしまう金かな縛しばり現象のことだ。

　星彩はちょっとした修練を重ねたおかげで、幽鬼の身でも物や人間にふれることができるが、その力加減を心得ていない幽鬼が人間に接しようとすると、相手に鬼圧身をかけてしまうわけだ。星彩も、うっかりするときがある。

「ああ、でも無理はしなくていいぞ。『手当て』って言うからな、そうやっておまえの手でふれられてるだけでもそれなりに気持ちがいい」

「そう、ですか？　では、こういうのはいかがですか」

　――蒼刻にしてみれば。

　ここはたしかに、なじめない雰囲気の城市だ。黄巾賊が潜ひそんでいるかと思うと、余計に好きになれない。

　だが、幽ゆう鬼き院いんで朧月の過保護な兄と毎日顔を合わせるたびに、

『古代には、三日おきに関節を一つずつ砕くという拷ごう問もんがあったそうだ』

『……妹に近づく男にもそうしたいってか？』

『否いな。私は理性を重んじるので実行には移さない。ただ頭の中で思い描えがくのみだ』

『あんたの脳内で俺は何度殺されてるんだ。もうその怨おん念ねんだけで死ねそうな気がするぞ』

『そもそも貴き君くんは私の中では男ではない。悪い虫だ。いや虫以下だ』

『温厚な俺でもそろそろ怒るぞ』

　なんぞという不毛で殺さつ伐ばつとしたやりとりを、繰り広げるのにもたいがい疲れていた。

　こうして二人、気兼ねせずに一緒にいられるのは、それだけで上等だ。

　だというのに、幽鬼院にいる間は彼なりに一応抑えてきた欲が疼うずいてしまうのが、我ながらどうしようもない。

　肩を揉んでもらうより、膝ひざ枕まくらのほうがいいな――などと不ふ埒らちなことを思いついたとき、廊ろうで足音がした。

「お寛くつろぎのところに申し訳ございません、お客さま」

　やがて顔を出したのは、亜あ麻ま色いろの髪を小さくまとめた女性。この旅籠の女将おかみだった。
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「よくできてますねえ」

「だな。このくちばしで攻撃したら結構なもんだぞ」

「……ええと、そういう意味で言ったつもりはなかったのですが」

　二つの木彫りの面は、くちばしが鋭く強調された鳥の顔をしていた。

　女将が「亭てい主しゆが趣味でこしらえたものですが、よろしければお使いください」と、祭りの日につける仮面を貸してくれたのだ。深い色合いの木から彫り上げた仮面で、なめらかに仕上げた表面には艶がある。内側には羅ラ紗シヤの布が貼ってあった。

　二つの鳥仮面。

　同じ鳥を模もしたようだが、細部に違いがあるな、と観察していると。

「これ、雄おすと雌めすでつがいの鳥の仮面ですね。なかなか気が利きいてますね～」

「！」

　女将の気の回し方も困ったものだが、てらいもなく口にする星せい彩さいも勘かん弁べんしてほしい。

　変に火ほ照てった頰を隠したくて、朧月はとっさに仮面をつけてみた。

「どうですか？」

「どうって言われても。鳥だな」

「……蒼そう刻こくさんはつけてみないんですか？」

「眼帯の上に仮面とか、ややこしすぎねえか？」

　蒼刻はなんとも嫌そうな顔をするが、朧ろう月げつはきりっとした鳥の顔のおかげで、強くなった気になれるのが少し好みだった。

「あ。……この仮面をつければ、わたし、一人で普通に外を歩けるかもしれませんね」

「本気か？　じゃ、ちょっと試しに外の通りまで自分の足で出てみろよ」

「やってみます」

　木製なのでやや重たいが、杏あん仁にんの形に開けられた穴からの視界はいい具合に狭い。人の視線や表情を意識せずに済みそうだ。いけるいける。

　柄にもなく昂こう奮ふんして、途中何度かこけそうになりながらも、旅籠の玄関にまで到達。勢いのままに扉とびらを開けて、外をのぞく。

　――すると、通りには先刻の倍以上の人間が集まっていた。

　今初めて気づいたが、すぐ近くの広場から、笛ふえや胡こ弓きゆうに鈴の音ねを織り交ぜた音楽が聴こえていた。どうやら祭りで披ひ露ろうされる舞楽の練習が始まったようで、藁わら束たばで作られた人形らしきものも出されている。

　たくさんの見知らぬ顔。聞き慣れぬ声でのざわめき。

「…………」

　頭で考えるよりも先に、身体が「怖い」と引いていた。

　ぱたりと扉を閉め、すごすごと回れ右をし、そそくさと部屋に舞い戻る。

「無理でした」

「あきらめが早すぎるわ」

　彼女の挑戦を、後方から生温かく見守っていた蒼刻は、あきれ顔で言った。額をこづかれたら、仮面がめりこんで地味に痛かった。

　鳥仮面を外して額をさする朧月に、蒼刻は半はん眼がんで追い討ちをかけてくる。

「だいたい仮面をつけて外に出られるようになったところで、ここ以外の場所で同じことをするわけにいかないだろうが」

「しょぼくれた顔を世間さまにさらすよりは、笑顔の仮面でもつけたほうがマシかと思ったんですけどねえ……」

　朧月の情なさけない自じ嘲ちようがこもったつぶやきは、午後の陽だまりの中に溶けて消えた。

　少なからずしょげた様子の珍獣を見て、蒼刻は口元をわずかにゆがめる。

「ま、俺がきっちり躾してやるから、そんなに焦るんじゃねえよ」

「……はい」

　やはり複雑な気持ちを押し隠し、朧月は彼に髪を撫ぜられる感触にひととき浸った。





◇◆◇






「おまえなら天地がひっくり返っても外には出ないだろうが、寝るんじゃねえぞ」

「わかりました。いってらっしゃいませ」

「おう。行ってくる」

　大きな手でぽんと朧ろう月げつの黒髪を撫ぜ、蒼そう刻こくは出かけて行った。

　ここで落ち合うはずの国軍の人を迎えに行くそうだ。一緒に張ちようさんも連れてくると請うけ合ってくれた。

　城市の雰囲気が独特なせいだろうか。外に出たがらない朧月を、蒼刻は思いがけずあっさりと許してくれた。いつもなら「ついでに引きこもり根性を叩たたき直してやるから来い」と、強引に連行される場面である。

「あたしもちょっこし広場を見てきてもいいっすか？　すぐに戻りますから」

「もちろん。わたしの分まで見てきてね」

　昼間だし特に何も起こらないだろうと思い、星せい彩さいも送り出せば、部屋に一人になった。

　新婚夫婦のふりをしたおかげで、二人で楽に過ごせるくらい広い部屋だ。格こう子し窓まどからは、まぶしくない程度に陽射しがさしこんでいる。

　朧月は、女将が用意してくれた、名物だという擂すり茶をのんびりといただいた。

　軽く煎いった茶葉と押し麦に、杏仁と胡ご麻まを混ぜて粉になるまですり潰し、きな粉や蜂はち蜜みつとともに烏龍ウーロン茶で溶いた、とろりとして香ばしいお茶だ。外の人ごみを無視して、部屋でまったりと一服。最高の贅ぜい沢たくだ。

（蜂蜜の風味が、州都の特産品とはかなり違うけれど……なんの花の蜜だろう？）

　蜂蜜は花の種類によって、味や香りはもちろん、食感まで違ってくる。

　黒烏州では生産量が多いので、朧月も蜂蜜には詳しいつもりだが、この味は初めてだ。

　コクのある甘さのお茶を研究しながら飲み終えると、朧月はふと手を止めた。

（廊に、だれかいる）

　――気配を感じる、というのは、彼女にとってはなじみ深い感覚だ。

　なにしろ物心つく前から、普通の人には見えないもの――幽鬼たちの存在を感じ、翡翠の瞳に映してきたのである。自分以外のモノの気配を察知する能力だけなら、武官の蒼刻にも劣おとらないかもしれない。

（幽鬼かしら？　もしそうなら、ちょっと気になるけど……）

　蒼刻がいないのに、一人で不用意に行動するのはためらわれる。

　無視すべきかとも思ったが、気配の主ぬしがなぜかその場を離れないので、やはり偵てい察さつしてみることにした。

（見るだけだし、まだ昼間だし、たぶんそんな怖いことには――……あ）

　わずかに戸を開けた朧月は、びっくりして目をみはった。

　少し離れた柱の陰に、十歳くらいの女の子がいたのだ。吸いつけられたみたいに、彼女から目が離せなくなる。

　仔犬を思わせる、愛らしい顔立ちの少女だ。やわらかな亜麻色の髪を蝶ちようの形に結い、薄うす紅べにの絹花をつけている。凍こおった蜂蜜のような艶のある髪は、格子窓からさしこむ灰色がかった光でしっとりと輝いていた。

「…………」

「…………」

　無言のうちに見つめ合い――

　条件反射でそそくさと部屋に引っこもうとした朧月だったが、少女が「あ」と寂さびしそうな声を上げたので、動きを止めた。

　もう一度顔を出すと、少女が足音を忍ばせてこちらに近づいてくるところだった。

　木こ漏もれ日に透すけた葉を思わせる淡い緑の瞳が、朧月の顔を心配そうにのぞきこむ。

「おねえさん、どうしたの？　何か怖かった？　……だいじょうぶ？」

「……ええと……なんだかごめんなさい」

　自分の奇行のせいで、五歳は下の少女にとんだ気を使わせてしまった。非常にいたたまれない。

　悶もん々もんと自己嫌けん悪おしながら、朧月はとりあえず少女を安心させるために言い訳をした。

「大丈夫です。この階にほかにお客さまがいるとは思わなかったから、驚いてしまっただけで……」

「あ、わたし、お客さまじゃないの。このおうちの子」

「え。……そうだったんですか？」

　あの主人夫婦の子ということは、歳がいってから生まれた子だ。こんな可愛い子なら、掌しよう中ちゆうの珠たまのごとく育てているに違いない。

　少女の着ている上衣は、瞳に合わせた若草色で、織りも染めも美しい。腰帯も玉を縫いつけた雅みやびやかなものだ。古着ではなく専用に仕立てた衣裳を、しかも背の伸びきらない子供に着せるなんて、貴族にしか許されないほどの贅沢である。

　少女は、ぺこりと頭を下げてきた。

　愛され、けれどわがままには育てられていないのが、仕草の愛嬌でわかる。

「こんにちは。わたし、抱ほう琴きん。おねえさんは？」

「姚よう朧月です。よろしくお願いします」

　お辞じ儀ぎとともに、なんとなく丁寧語になってしまう。おまえはどうして無駄に腰が低いんだと、蒼刻がいたらたしなめられたかもしれない。

　抱琴はほっとして表情をなごませると、思い出したように細い人差し指を立てて、唇の前に添えた。

「あの……今日逢ったことは、ないしょね？　本当はお母さんに、病気が悪くなるといけないから、だれとも逢っちゃだめって言われてるの」
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「約束しますけど……そうなの？」

　少女は寂しそうに目を伏せて、小さくうなずいた。それから、あわてて付け足す。

「うん。あ、でも、うつる病気じゃないの。怖がらないでね」

「はい。気を使ってくれて、ありがとう」

　頰の艶は林りん檎ごのようだし、病やみ疲れた者特有の翳かげりはあまりなかったが、言われてみれば肌が透きとおるような青白さをたたえている。たしかに、外で走り回っている子供よりも格段に線が細い。

　引きこもりで体力も運動神経も底辺のわたしに、偉えらそうに言えた話でもないが。

「お外に出られないから、旅の人のお話が聞けたらなあ、と思って……。やさしそうな人が泊まったときは、ていさつしてるの」

　思いがけない言葉に、朧月は瞬まばたいた。

　抱琴に澄んだ瞳で見つめられて、灯りがともったように心の奥が温かくなる。

「わたし、やさしそう？」

「とても。あと、わたしより弱そうだから、安心」

「…………」

　わたしは十歳の子より弱そうなのか。可憐な笑顔で紡つむがれたザックリとした物言いに、朧月は今度はちょっと心を抉えぐられて、目を泳がせた。

　そうとも知らず抱琴は、家族以外の人とおしゃべりができるのが楽しくて仕方ないといったふうで、鈴に似た声を聞かせる。

「おねえさんの、だんなさまもやさしそうだったね」

「え。――あの方……ですか？」

　思わず朧月は、ここに本人がいたら「どういう意味だコラ」とにらまれそうな反応をしてしまった。つまり、耳を疑った。

　たとえるなら銀毛の狼のような青年である。目つきは普段から鋭いし、右目には物々しい眼帯をつけているし、武術と戦いくさで鍛きたえられた硬こう派はな空気を隠しきれていない。お世辞にも、柔にゆう和わでも親しみやすくもない風ふう貌ぼうだと思う。

　初めて目が合ったときなんて、朧月は失礼にも悲鳴を上げてしまったし、だいぶ慣れた今でさえ、たまに腰を抜かしそうになる。

　それなのに、こんな小さな子が「やさしそう」と感じるなんて。

　朧月の意外そうな顔に気づくと、抱琴はまなざしを虚空で彷徨さまよわせながら言った。

「うん……たしかに、いきなり会ったら、ひゃあって逃げるかもだけど」

「…………」

「でも、おねえさんを見る目が、とってもやさしそうだった。いいだんなさまだね」

　うらやましい。そう言いたそうに、抱琴はふわりと笑った。朧月はその可憐な笑顔に釘づけになる。

　そこで抱琴はふと、階下のほうを気にした。残念そうに眉根を寄せて言う。

「もうすぐごはんの時間みたいだから、おへやに戻らないといけないんだけど……また、遊びにきてもいい？」

「もちろんです。わたしがいないときも、あるかもしれないけれど」

　朧月がすぐにうなずくと、抱琴は目を輝かせた。

「じゃあね、次はね、おねえさんにそうだんしたいことがあるの。いいかな？」

「え。まあ……わたしでよければ」

　朧月は、年長者としてはなんとも頼りない答え方をした。

　自分なんぞに、人の悩みを解ときほぐす力や経験があるとは思えない。だが、両親には言えない類たぐいの相談事なのかな？　病気のせいでお友達には逢えないのかもしれないし――などと想像すれば、無む碍げにするのはためらわれた。

　何かあったら、わたしは星せい彩さいや蒼刻さんに相談しよう。などと、相談を受ける側とは思えない弱腰で決めておく。

「よかった！　じゃ、やくそくね？」

　小指と小指を絡からめて約束すると、抱琴は今度こそ立ち上がり、来たときと同じくらい足音を忍ばせて帰っていった。どうやら一階に彼女の部屋があるらしい。

　ばいばい、と手を振ってくれるのが愛くるしい。

（可愛い子だなあ）

　小さな背中を見送った後で初めて、朧月は今、自分があまり人見知りを発揮しなかったことに気づく。

　自分でもびっくりするくらい緊張せずに、初対面の人とお話しができた。

　子供が得意というわけではないのに、不思議だ。

（……同じ引きこもりだから、共感してしまったのかしら？）

　いや、病気で仕方なく外に出られない娘と、ただのヘタレを同列に並べたら失礼だ。

　一人で頭をかいて反省し、そしてふと、抱琴のふわりとした笑顔を思い出す。

　無邪気な笑顔だった。

　それなのに、見ていて胸が鋭く痛むほどの切なさを感じたのが奇妙だった。

　なぜだろう。あんなに可愛くていい子が、病気で外に出られないことに、哀かなしみを覚えてしまったせいだろうか。

　せっかくの心温まる出逢いなのに、不安定な気持ちが消えない。

　もしかして、わたしが後ろ向きすぎるだけか？　と思うと幾いく分ぶんへこんだが、それならそのほうが平和でマシだ。

　嫌な予感なんて、当たらないに越したことはないのだから。




　しかし結論から言えば、もちろん、それだけでは済まなかったのである。







　第二章　紅蓮の花が咲く頃に







　星せい彩さいからは祭事の予行演習について聞き、朧ろう月げつは抱ほう琴きんとのことを話していたときだ。

「あ」

　我われながら唐とう突とつな動作で、朧月は戸口のほうを振り返った。

「どうしました？　朧月ちゃん」

「蒼そう刻こくさんが帰ってきたみたい」

　直感である。

　蒼刻に珍ちん獣じゆう扱いされるのに、馴ならされたせいだろうか。飼かい主ぬしさまの気配を、朧月は第六感じみたところで察さつ知ちできるようになっていた。足音や声、馬の鳴き声といったはっきりした予よ兆ちようがなくても、「蒼刻さんが近くにいる」と結構な確率でわかるのだ。

「張ちようさんも無事に合流できてますかねぇ？」

「だといいわね。張さんがいると、なんだか安心するし……」

　恋しい御お方かたを待ちわびて、そわそわする星彩を見守りながら、蒼刻を待つ間に、朧月はひとつ決心なぞをしてみた。

　――わたしは見み逃のがしていたけれど、蒼刻さんはとてもやさしそうな顔をしたらしい。

　もちろん、口が悪くても面倒見のいい方なのは知っている。だが彼は、根底にあるやさしさを表情や言葉にして表すのが苦手らしく、だれが見てもやさしげな顔をすることは滅めつ多たにないのだ。次があれば、絶対に見逃したくない。

（わたしのこの、うつむく癖くせがよくないんだろうなあ）

　これからは顔を上げていこう。なんて殊しゆ勝しように思っていたのだが、蒼刻の帰宅後早々ぶち壊しになった。

　正確には、彼が連れてきた「ここで落ち合うはずの国軍の人」がぶち壊した。

「うわあい久しぶりだね朧月ちゃん！　相変わらずさらさらの黒髪でうれしいよ！　ほっぺたはぷにぷに！　いいにおい！　抱き枕まくらにしたい！」

「やめろ変態!!」

　いきなり抱きつかれて悲ひ鳴めいも上げられない朧月の代わりに蒼刻が叫び、その人の栗くり色の髪をした頭に拳こぶしで一いち撃げきくれた。

　一応上官にあたる人のはずなのだが、蒼刻はつっこみに関しては容よう赦しやがない。なにしろこの国の太たい子し殿下にまで、結構なことを言い放った実績（？）がある。

　どつかれた後頭部を押さえ、栗色の髪の青年は眉み間けんを狭せばめる。

「あたたたた……。あいかわらず君は手加減が下へ手ただねー蒼刻くん」

「これでも手加減は精一杯してます。俺は幸か不幸か、素す手でで熊くまを殺やれる程度には鍛きたえられてるんですから」

「なるほど。君との友情は、前歯を折られるくらい覚かく悟ごしないといけないんだね！」

「いい笑顔で何言ってんですか、あんたは」

　この、一人で十人分くらいにぎやかな青年は、来らい煌こう言げん。

　出会いがしらに、女の子が大好き――というのを通り越して、変態に片足をつっこんだあいさつをぶち上げた上に、一見優やさ男おとこ風だが、れっきとした武官である。それも、国軍を率いる〈護ご花か七しち将しよう軍ぐん〉の一人だ。

　蒼刻もいずれ同じ護花七将軍の地位につく予定だからか、煌言のひたすら人なつっこい性格のおかげか、先輩後輩という以上に、二人には似ていない兄きよう弟だいみたいな空気がある。

「大丈夫っすか朧月ちゃん」

「……なんとか生きてる」

　熱烈な抱きつきと頰ほおずりの衝撃で泡あわを噴きそうになったが、星彩に支えられて踏ふみとどまり、朧月はおずおずと頭を下げた。

「お……お久しぶりです、来将軍さま」

「いいね～今日も可か愛わいらしくって！　でもその初うい々ういしさだと、まだ蒼刻くんとはいちゃいちゃはしてもちゅっちゅまではしてなあ痛！」

　今度は無言で殴なぐった蒼刻である。

　見ている朧月のほうが、不ふ敬けい罪ざいとかに引っかからないのか心配になる光景だ。

　どこからつっこんでいいのかわからないが、どこにつっこんでも疲れそうなので、朧月は無ぶ難なんなほうに水を向けた。逃げたとも言う。

「国軍から来られたのは、来将軍さまお一人なのですか？」

「一番乗りは僕だね！　相手が相手だから、道術が専門の僕の出番だしー」

　黄こう巾きん賊ぞく、特に張ちよう宝ほうは、禁きん忌きの領域にまで踏みこんだ道術で、人の世を惑まどわせている。

　以前、張宝が皇こう都とで起こした事件の際も、煌言が陣頭指揮をとったのだ。知識、経験、どちらの面から言っても適任だろう。飛んでる性格さえ無視すれば。

「でも、協力者は一人連れてきたけどねー」

「協力者……？」

　明るく語尾を伸ばした煌言は、芝居がかった仕草で振り返る。

　示しめし合わせたように扉をくぐって現れたのは、またしてもなじみのある顔だった。

　傍かたわらで星彩が「あらまあ」と驚きの声を上げたが、朧月も相当にびっくりした。

「情報屋さん――」

「おっと。冠かんむりが足りないぜ、姫さん」

「――〈恋する情報屋〉さん、ですよね？」

　これでいいのかな、と思いながら、以前に聞いた彼の肩書（？）を口にしてみると、情報屋はにっこりと笑った。

「姫さん、正解。俺の恋心はどうにも不ふ滅めつなんでね」

　旅装が板についた、二十代後半の男である。

　豊かな表情をたたえた顔つきも、色いろ眼鏡めがねの奥にある黒い瞳も、陽気そうなのに奇妙に隙すきのない印象を与える。おどけた仕草で笠かさをとると、やや乱れた黒髪が秀ひいでた額ひたいにふりかかった。

　まず煌言を、次ついで情報屋を見やり、蒼刻がため息まじりにぼやいた。

「なかなかに最悪の組み合わせで来やがったな」

「少年がんばれ。数あま多たのボケを拾いきってこそ、一流芸人への道は開かれるんだぜ」

「あんたがボケなきゃいい話だ。ていうか俺の本業はそっち方面じゃねえよ」

「……なんの話でしたっけ」

　すっかり脱線している気がする。

　頭をかいたが、傍らの星彩が焦じれている様子を見て、すぐに思い出した。

「あの、張さんはどうなったのでしょう？」

「いけない、君があんまり可愛くって忘れてた！　待ってて、今出すからー」

　――出す？

　怪け訝げんそうに顔を見合わせた朧月と星彩の前で、煌言が何やら印いんを切って唱となえる。まじめな顔だとかっこいい。

　直後、部屋の真ん中にいきなり大きな生きものが現れた。

　光の加減によっては神こう々ごうしくも見える白銀の毛並みに、獣けものらしからぬ哲学的な深みを宿した薄青色の双そう眸ぼう。

　正体を知らない人々からは、神しん獣じゆうと呼び敬うやまわれる白びやつ虎こである。

「わぁい、張さ～ん！　お待ちしてましたよぅ」

「おおう、我が姫。待たせてすまなんだ。さて、儂わしのいない間に浮うわ気きしておらぬかな」

　笑顔はじける星彩が、もっふりとした毛におおわれた首筋に抱きつくと、白虎の張さんも相そう好ごうを崩した。

　喉のどをくすぐられた猫のように目を細めた顔は、威い厳げんよりも愛あい嬌きようが勝まさる。
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「浮気だなんて、ひどいっすねぇ。張さんに比べたら、どんな殿方だって海え老びの殻からみたいなもんですよぅ」

「うれしいことを言ってくれるのう。我が姫の一いち途ずな心は、儂の唯一無二の宝じゃ」

「やだ張さんったら、朧月ちゃんたちの前でそんな……もっと言ってくださいな[image: ]」

　……彼らが仲良しなのは朧月もうれしいし恋仲を応援もしているのだが、できれば人目を気にしていただきたい。

　ひとまず平和におさまっている美女と神獣はさておき。

「ああ、隠いん形ぎよう法ほうだよー」

　消えていた白虎が現れた現象について朧月が質問すると、煌言は事もなげに言った。

「たしか、姿形を隠す道術……ですよね？」

　思わず、感かん嘆たんのため息がもれた。

　道術の中でも有名な法だが、その不可思議な力をこの目で見るのは初めてだ。苦もなく扱えるとは、さすがは何かが外はずれていても当代一の天才道どう士しさま。……ちょっと失礼か。

「そうそう。あ、もちろん僕もこれで姿を消せるけど、女風ぶ呂ろをのぞいたりはしてないからねー」

「だれもそんなことは疑ってないですよ」

　かろうじて敬語を保たもった蒼刻が、あきれ顔でつっこむ。

　否いや応おうなしににぎやかになる二人の参戦で、さっそく疲れぎみのようだ。後でまた、肩でも揉もんでさしあげよう。

　荷物を部屋の隅へと運びながら、情報屋が「注目！」といった具合に両腕を広げた。

「まあ皆さん、積もる話は昼飯と一緒にしないかい？　門兵に長々と引き留められて、俺はもう腹ぺこなんだ」







　市門から旅籠はたごに戻る道すがら、蒼刻たちがさまざまな食べ物を買い集めてきてくれたので、なしくずしに酒しゆ宴えんじみた空気になだれこんだ。……真っ昼間に、しかも一応国軍の用件で来ているはずなのに、いいのだろうか。

　このあたりでは糯もち米ごめではなく、半なかば焦こげるほど乾燥させた麦ばく芽がを元にした、茜あかね色の麦酒が主流だという。勢いよくそそぐと泡だってしまうので、酌しやくをするのに注意がいる。

　蒼刻の感想では、口当たりがまろやかで、独特のほのかな苦味がしみるとか。

「でも、おまえは絶対に飲むなよ」

「……わかっております」

　飼い主さまに真顔で釘くぎをさされたが、朧月もさすがに見えている罠わなに自分から飛びこむほど阿あ呆ほうではない。

　唇くちびるを湿しめらせた程度で倒れてしまうほど酒に弱いせいで、蒼刻に介抱させるという大失態をしでかしたのは記憶に新しい。

　酔ったときの記憶はすっぽりと抜け落ちていたのだが、蒼刻に訊たずねたらものすごく微妙な顔をされたので、相当やらかしたのだろうと容よう易いに想像がつく。穴があったら埋めたい過去である。

　蒼刻はついでのように、飲まなくても上じよう機き嫌げんな天才道士を半はん眼がんで見やった。

「あんたも飲みすぎないでくださいよ来将軍」

「なんで――？」

「酔うとあんた第二の人格が出てくるだろうが。目立つのは御ご法はつ度となんだから、自じ重ちようしてもらわないと」

「あ、そういえば僕も身分ばれるとやばいから、今後は偽ぎ名めいで呼ぶようにねー」

　説教を聞いているのかいないのか、煌言はあくまでも自分の調子を崩さずに言う。

「なんとお呼びしたらいいのでしょう？」

「『遠えん雷らい』でよろしく。僕の生まれた季節にちなんでつけてみましたー。で、朧月ちゃん、君たちはさすがに接せつ吻ぷんくらいはいててててて！」

「そ、蒼刻さん、そろそろ来将軍さまの頭が割れてしまいますよ……！」

　和気あいあいとお互いの近況などを報告し合いながら、背の低い卓いっぱいに広げた、できあいの料理をつまむ。

　香草と一緒にじんわり蒸むした後、仕上げに熱した油をかけて皮をぱりぱりにした鶏とり肉にく。甘あま酢ずっぱいあんをからめた川魚。干酪チーズをふりかけて焼いたきのこ。しゃきしゃきとした菜。

　そういったおかずを、小麦粉を練って作る簡単な麺めん麭ぽうに挟んで食べるのが、このあたりの主流だという。油で揚あげたり塩味が濃こいものが多く、朧月の胃にはちょっと重たいが、男性陣にはおおむね好評だ。

　口元についた麦酒の泡をぬぐいながら、情報屋がしみじみと言う。

「しっかし飯はうまいが、相変わらず陸の孤島みたいな城じよう市しですなあここは」

「……情報屋さんは、以前にもここに来たことがあるのですか？」

　朧月は思わず、そう訊きいていた。

　本名を名乗らない胡う散さんくさい男なんて、本来なら人見知りの天敵だが、この人とは少なからず話せるようになっていた。

　とある事件を経へて、幽ゆう鬼きが見える朧月を不気味に思わない人だとわかったのも無論あるが、一番大きいのは、蒼刻がなんだかんだ言いつつ、この情報屋に一定の信用を置いていることかもしれない。

「入ろうとした、ってとこ止まりだな」

　苦笑いで朧月の酌を受けると、情報屋はちょっと遠い目をした。

「三年くらい前だったかな。お隣の紅こう英えい州のお偉えらいさんの命令の、下した請うけの下請けの下請けみたいな依頼を受けたのさ。この城市の様子を見てこいってな。そこで俺は定番の旅商人を装よそおってみたんだが、今みたいな祭りの時期だってのを理由に、門兵に追い返されちまったんですわ。神事ゆえみだりに俗ぞく物ぶつは入れられぬ！　とか、無礼なことを言われて」

「俗物……また強烈な言い方ですね」

「だろ？　まあ、俺はきっぱりはっきり俗物だがね」

　あははのは、と情報屋は大ざっぱに笑い飛ばす。

　朧月たちが許されたのは、この城市が神格化している董とう奉ほう真しん君くんという大昔の道士さまにおすがりしたいという目的だからだ。参拝した際にはお布ふ施せをするように、と検問で暗に求められてもいる。

「では、情報屋さんの依頼は失敗ということに……？」

「いや、依頼主には『そんなことだろうと思った』って言われただけで終わったよ。たしか黒こく烏う州の刺し史しさまは、少数民族に対するのと同じように、この城市には税だけきっちり納めさせて、ほかはあまり干かん渉しようしていないんだっけ。ま、ある意味賢かしこいですな」

　――たしかに。

　兄である黒烏州刺史を思い出し、朧月は自然とうなずいていた。

　黒烏州にはいくつかの少数民族の支配を任されているが、兄を含む代々の刺史は、ことさら神しん華か国の文化や常識を押しつけず、基本的には彼らの自治に委ゆだねている。無理やり強制しても定着せず、結局は金の無む駄だでしかないと見切ってのことだ。

　そういえば、と訊いてみる。

「今回は、情報屋さんは、どのような設定で街に入られたのですか？」

「来将軍が『詩を作るために気ままな旅をしてる商家の三男坊』遠雷さま、っていう設定でいろいろ偽造してきたんでね。俺はその案内人兼護衛さ」

　たしかに結ゆい髪に季節の花なんぞを挿さした煌言は、武官というよりも、その設定のほうがよほど納得できる。

「そうそう――ひとつ思い出した」

　杯はいに残っていた麦酒をさらっと飲み干して、情報屋は続けた。

「この近くに呪じゆ詛そで滅ほろんだ村があるそうだが、そこにいないはずの人影が見えるって噂うわさを聞いたぜ」

　室内でも外さない色眼鏡の奥から、こちらに意味ありげな視線を投げかける。

「少年たちで事実を確かめに行ってみないかい？　幽鬼かもしれないし、黄こう巾きん賊ぞくが何かしたのかもしれないぞ」

　黒い瞳が油断のならない光を放った。試すような目つきである。

　話の胡う散さんくささよりも、情報屋の挑ちよう発はつが気に食わないのか、蒼刻は目つきの鋭さを隠しもせずに言う。

「だれに聞いたんだ？」

「ここから東に行った城市で、旅商人から」

「本当にご近所の噂話って感じだな」

「ま、無料じゃこんなもんよ。もっと聞きたければ山やま吹ぶき色に光るお菓か子しを持っといで」

　あきれ顔で情報屋に言い返そうとした蒼刻だが、ふと何かを思い出したように、視線を虚こ空くうに彷徨わせた。

「待てよ。呪詛で滅んだ村――どこかで聞いた記憶があるな」

「あ」

　聞いているだけだった朧月のほうが、先に思い出した。

「兄さまです。骸むくろを使った呪詛で、住人がほぼ全滅した村があると仰おつしやっていました。……この近くにあったのですね」

　先ごろの黒烏州で起こった事件に似ているところがあるので、印象に残っていた。

　蒼刻がぽつりと言う。

「おまえは玄げん静せい心しんの発言はほんとによく覚えてるな」

「はい。兄さまのことは、だれよりも尊敬しておりますゆ――ふぇ？」

　語尾が間抜けにひしゃげたのは、蒼刻にいきなり頰をつままれたせいだ。痛くはないがそうされる理由がわからない。

　朧月が目を白黒させて見上げると、蒼刻はなぜか機嫌を損そこねたような仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「おまえの頰がつまみやすいからだ」

「そんな理り不ふ尽じんな……」

　彼の指の感触が残る頰を押さえ、朧月は眉まゆを八の字にした。

　胡乱で脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿呆で田舎いなか者ものの引きこもりなので、気づかぬうちに失言をした可能性はあるが。

（わたし今、兄さまを褒ほめただけ……よね？）

　兄と蒼刻はあまり馬が合わないようなので、気に障ったのだろうか。そこまで狭量な人ではないはずなのに、と悩む。

　見かねたのか張さんが「難しい年頃なのじゃよ」と教えてくれたが、なんだか裏のありそうな含み笑いが気になった。見れば、星彩も妙ににやにやしている。情報屋は、いつもそんな表情だから置くとして。

「まあ、今日これから行くとなると、市門が閉ざされちゃいそうだからねえ。明日にでも行っておいでよ。僕は僕で、ちょっぴり調べたいことがあるからさー」

　――などと背を押してきた煌言まで、やっぱり妙な含み笑いで朧月（と蒼刻）を眺めているので、ちょっと釈しやく然ぜんとしない気分だった。





◇◆◇






　昏こん星せいでの一日目は――いささか騒そう々ぞうしくはあったが――何事もなく過ごし、休息をとることができた。着いて早々に張ちよう宝ほうと出くわしたら、と内心びくびくしていたので、朧月はわずかなりとも気を楽にできた。

　翌日、早めに城市を出て探した噂の「呪詛で滅びた村」は、馬の並足で一刻ほどかかる場所にあった。

　呪詛で滅びた村。今は完全な廃はい墟きよ。

　――得た情報から想像していたのとはまるで違う風景が、そこには広がっていた。

　崩れ落ちた古い家々を埋め尽くすように、紅あかい花が咲き乱れているのだ。

　枝も葉も一切ない、美しいが不思議な花である。

　まばらに草の這う地面から、すっと伸びた茎くきの先に、五つくらいの花が固まって咲いている。咲き方そのものがどことなく異質なのに加え、花の形も奇き抜ばつだ。紅ぐ蓮れんの炎が燃え盛さかっているようにも、雲をつかもうとする異い形ぎようの手にも見える。

（龍の爪つめみたいな花……ということは）

　愛用の被布を目ま深ぶかにかぶってきた朧ろう月げつは、ああ、とつぶやいた。

「これ、みんな龍りゆう爪そう花かみたいですね」

「納得の名前だな。――あ」

　うなずいた蒼そう刻こくが、彼にしてはめずらしい、脇腹でもつつかれたような声を上げた。

　振り仰あおぐと、忘れていたことを思い出した、という表情を浮かべている。

「どうされました？　蒼刻さん」

「昨日から昏星の街を見てて変に引っかかってたんだが、今わかった。あの街には――」

　そのとき。

「花は踏まないでくれ」

　無機質で、乾いた声が聞こえた。

　朧月はびくっとして、つないでいた蒼刻の手にしがみつく。

　一方で蒼刻は、彼女よりもずっと早く声の主ぬしに気づいていたようで、すでに後方に向き直っていた。

　声の主は、四よ十そ路じは過ぎていそうな男だった。

　彫りが深くて陰影のくっきりとした、気難しい印象を受ける顔つき。灰色がかった黒髪を巾きんで小さくまとめ、簡素な作りの長ちよう衣いと袴はかまを身につけている。

　右手に、穂先をなくした槍やりかと思わせる長い棒をたずさえていた。紐ひもをぐるぐると巻きつけた頑がん丈じような革かわ靴ぐつは、長い距離を歩く者の装備だ。

　砂色をした厚手の外がい套とうのせいで、最初は四角張った身体からだつきの印象を受けたが、よく見れば痩やせ型である。しかしひ弱そうではなく、安定感のある体たい軀くだ。

（戦っているときの蒼刻さんに、少し雰囲気が似てるかも……）

　際きわ立だった長軀でも筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうでもないが、恐おそろしくしなやかで、どんな攻撃もたちどころに刀で斬り流す力を秘めた蒼刻と、まとう空気の質が近い。
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　蒼刻はさりげなく足をすべらせて、朧月を背にかばう位置に移動した。

「すまない。この花は、あんたが育ててるものなのか？」

「もとは野生だが、世話はしている」

　簡潔な答え。

　その言葉を証明するかのように、男は花が枯れ果てた一角にかがみこむと、懐ふところから短刀を取り出し、慣れた手つきで雑草を刈りはじめた。

「一年に何度も咲く、強い花だ。枯れた後すぐに周りの雑草をどけてやると、また元気な花を咲かせてくれる」

　こちらを見もせずに男は説明する。

　親切心から教えてくれているわけではなく、無駄に話しかけられたくないから、先手を取って口を開いただけ。そんな、遠回りなよそよそしさを隠し持った態度だ。

　話の接つぎ穂を探していると、男は雑草の束を片づけながら、さらに言った。

「自然とは不思議なものだ。この花のように、人の手をある程度加えたほうが豊かになることもある。手つかずの自然を尊とうといとする向きもあるようだが、相手を踏みにじるような暮らし方さえしなければ、人は永遠にでも自然とともに栄さかえてゆけるのだろうな」

　詩人の独どく白はくめいた言葉である。いずれ詩集に書き留めるための言葉を選んで、口にしてみたかのような。

　なんとも反応に迷っているうちに、「さて」と男が立ち上がった。

「お若いの。ここはたしかに私以外の人間はいないが、かといって逢い引きに向いた場所とも思えんがね。花を見み飽あきたら帰りたまえよ」

　あからさまに突き放す物言いに、朧月たちは却かえって気を取り直す。

　朧月と一瞬目を合わせ、うなずき合うと、蒼刻は父親に近い年頃の男を見み据すえた。

「たしかにこれは俺の女だが、逢い引きじゃない。廃はい村そんにいるはずのない人影を見たっていう話を聞いてきたんだ」

　最初の一文それはいりませんよね!?　と内心つっこみたくて仕方ない朧月をよそに、男が目をすがめる。

「その出来の悪い鬼話じみた噂を流したのは、おそらく怖こわがりの旅人だろう。私がここに住み着いていることは、昏星の住人ならばだれでも知っている」

　なるほど――と、朧月はうっかり火ほ照てった頰を押さえて、頭の中を整理した。

　龍爪花はたしか、薬草となる花だ。

　男はこの龍爪花の群生地を管理して、収穫したものを昏星に売り、細々と生計を立てているのだろう。

　しかし朧月の知識が正しければ、龍爪花は毒のある花だ。毒抜きして薬草として売るにはいくつかの加工が必要で、毒のある生花のままでは、そこまで高く売れない。男の暮らしは豊かではなさそうだから、花を刈ってそのまま売っているのだろう。

　疑問なのは、龍爪花を世話するためとはいえ、なぜこんな辺へん鄙ぴな場所で不便な一人暮らしをしているかだ。ここから昏星まではそう遠くない。城市で生活しながら、毎日ここに手入れをしにくるのは簡単だろうに。

　再び蒼刻と視線を交まじえて、うなずき合う。

「あいさつが遅れたな、すまない。俺たちは昏星に逗とう留りゆうしている者だ。俺は青せい嵐らんで、この娘は妻の朧月という」

　紹介されるまま、朧月も努つとめて淑しとやかにお辞じ儀ぎをするが、あやうく盛せい大だいにむせるところだった。

　蒼刻が偽ぎ名めいを使ったのは、劉りゆう家の御おん曹ぞう司しという身分を隠すため。それはいいが、こうも自然に妻扱いをされてしまうと、妙にうろたえてしまう。演技力のない小心者なので、挙動不審にならないようにするので精一杯だ。

　ややあって男は、名乗られたから仕方なく、という表情をまったく隠さずに答えた。

「私は昏星の住人からは、花はな守もりあるいは墓はか守もりと呼ばれている」

「風流だな。だが本当の名は？」

「忘れてしまったよ。名など、もう二十年も呼ばれていないのでね」

　自分の名前を忘れるなんて、普通はありえない。

　そう反論したいのにできなかったのは、花守の瞳に底知れぬ虚きよ無む感かんが溜たまっているせいだ。まるで何十年も沙さ漠ばくをたった一人で歩いてきて、無む慈じ悲ひな風に希望と記憶を残らず削そぎとられてきたかのように、生命の気配が薄い瞳。

　ともすれば花園が色あせて見えそうな深い翳りを見ていると、己おのれの名前をどこかに置き去りにしたと言われても、奇妙な説得力があるのだ。

　幽ゆう鬼きのような人だなと思ってしまいながら、朧月はおずおずと花守に訊ねていた。呪詛の話は、彼女も非常に気になるところだったので。

「あの……実はここが、呪詛で滅んだ村だとも聞きまして――」

「それも知っていたのか。そのとおり。二十年前に、私以外の住人は残らず死んだ」

「……ッ」

　凄せい惨さんな内容をさらりと告げられて、凍こおりつく。

　花守はそんな二人を見て、なぜか口元にあるかなしかの笑みを浮かべたが、それは皮肉っぽくも、ただ顔が引きつっただけという感じにも見えた。雄ゆう弁べんなのに突き放すようで、なんだか読めない男だ。

「最初に言ったとおり、逢い引きには向かない場所だろう？　ついでに言えば、肝きも試だめしにも向かないがね。私はここに墓を作り、二十年も一人で住んでいるが、幽鬼を見たことは一度もないんだ。――一度でいいから、見たいと思っているのに」

（あ）

　刹せつ那な、朧月ははっとして花守の顔を見つめ直した。ほんの一瞬、そこに切ないけれどとても人間らしい表情がよぎったのだ。

　彼女の必死なような視線に気づいたのか、花守がなにげなくこちらを振り返る。

　初めて目が合った瞬間、花守はひどく驚いたようだった。

　それまでの警戒的な空気がふとゆるみ、思わずといった様子で何かをつぶやく。

　――レイサン。

　朧月の目と耳と直感がたしかなら、そのような音だった。名前だろうか？

　しかし彼女の不思議そうな表情に気づくと、花守はすぐに我に返り、元の乾いた岩壁じみた空気を取り戻した。

　そこに蒼刻が、怯ひるまずに言葉で斬りこむ。

「あんたは呪詛で滅びた際の唯一の生き残りなんだよな」

「そうなる」

「なぜ生き残れたんだ？」

「この村を滅ぼした呪詛の主が、私の恋人だったからかな」

　あまりにもあっさりと言い放たれた真実に、訊いた蒼刻はもちろん、朧月も息を呑んだ。

　つかのま、海の底に沈んだような沈黙が落ちる。

「すまないが――二十年前のことを、もっと詳しく聞かせてもらえないか。俺たちは呪詛のことを調べてるんだ。事情は説明しづらいんだが、下世話な好奇心や野や次じ馬うま根性で訊いてるわけではないと誓う」

　蒼刻の問いかけは、彼にしては少々歯切れが悪い。

　――唯一の生き残りに、彼の恋人が引き起こした惨劇の話を訊く。

　たとえ、国軍の一員として黄こう巾きん賊ぞくの関与を疑っているから訊ねたのだと説明しても、残酷だ悪趣味だと反発されても仕方ない状況だ。それでも怯まず踏みこんだ蒼刻に感かん嘆たんしながら、朧月も一緒に花守の答えを待つ。

「墓参りのついででよければ話そう」

　すると、意外なほどあっさり花守はうなずいた。そして、どこかに歩きだす。

　道案内でもするかのように、気負いも深刻さも感じさせない物腰に、質問をしたこちらが驚いてしまう。

　なぜ、という視線を外套の背中に投げかけているのに、彼はすぐに気づいたらしい。

　花守は首だけで振り返ると、こう言った。

「君の奥方が、私の恋人だった女性と少し似ているからだ。久方ぶりに、この心が揺れる音を聞いたよ」

　感傷的すぎるが。照れたようにつぶやいた横顔は、人間らしく、寂しげなものだった。





◇◆◇






　二十年前のことは、同時に私の初恋の話にもなるな。――自慢ではないが、私の初恋の人はとても美しい女によ人にんだったよ。

　君の奥方と同じ、濡ぬれたような黒髪と、翡ひ翠すいを思わせる澄すんだ瞳の持ち主でね。

　いつも伏し目がちだったが、はにかんで笑った顔なんて、だれにも見せたくないと思うくらい愛らしかった。

　ただ――彼女の左頰には生まれつき、焰ほのおを映したような紅い痣あざがあった。そのせいで、私以外の村人は彼女を恐れていたんだ。

　彼女の両親は、炭焼きに出かけた際に山火事で亡なくなったのだが……それは彼女が火の禍わざわいを呼んだせいだ、なんてささやいていた。忌いまれた娘、凶きよう女じよ。そんな惨むごい呼び方さえして、彼女を虐しいたげた。村人は禍を恐れていたから、直接殴ったりはしなかったが、彼女の心は絶えず切り刻きざまれていたようなものだ。

　愚おろかしい迷信だと思うかい。だがこのあたりは、皇こう都となどとは違って旧ふるい考え方が権威を保たもっているんだ。昔から引き継がれてきた村の掟おきてと、先祖の言い伝えが絶対。そういう閉鎖的な場所だよ。

　もちろん私にとって、彼女は華きや奢しやで儚はかないばかりの女神だった。恋に怖おじ気けづく彼女を、懸命に口く説どき落としたものだ。

　痣なんて少しも気にならなかった。むしろ、彼女の美貌に妖よう艶えんさを添える華はなにさえ見えていたよ。あの痣のせいでほかの男が近づかないなら好都合、なんて身勝手なことを考えたことすらある。我ながらひどい男だった。

　そうそう――あの龍爪花は、もともとは彼女が育てていたんだ。

　毒のある花だから、ふれると命が縮まるという迷信を村人は信じていてね。けれど、この村の大事な商品には違いないだろう？

　だから村人は、彼女を村から追い出さない代わりに、龍爪花の世話を押しつけたわけだ。

　薬師だった母親の教えで、彼女はふれる程度で死ぬわけがないと知っていたから、何も言わずに龍爪花を育ててた。私も手伝ったけど、愛情が足りないとよく叱られたな。

　まあ仕方ない。私が龍爪花の世話をするのは、彼女に逢いたい、一緒にいる時間を少しでも増やしたいという、不ふ埒らちな目的のためだったからな。

　――ときにお若いの、君は何歳だ？

　十七か。奇き遇ぐうだな。あのときの私と同じだ。

　当時の私は、旅商人となる修業をしている最中だった。こつこつと資金をためて、独ひとり立ちしたら彼女を連れて村を出よう。彼女にも内緒で、そんな目標を立てていた。

　運命のあの日――私は、彼女が育てて薬草に加工した龍爪花を持って、昏こん星せいに取引をしに行ったんだ。

　帰り道で村を包む炎ほのおが見えたのだが、最初は悪趣味な夢かと思ったよ。

　必死に馬を飛ばして、気がついたときには、私は暗くら闇やみと炎に取り巻かれていた。

　炎のごうごうとうなる音以外は、途方に暮れるほど静かだった。火事にはつきものの怒ど号ごうや悲鳴が聞こえないんだ。私一人を残して、村人はすでに死んでいたのさ。私の家族も、無言の骸むくろになって転がっていた。

　馬ば賊ぞくにでも襲しゆう撃げきされたのか。もしかして彼女も？　――とっさにそう思ったよ。

　火の粉この降る中を駆かけずり回っていたら、彼女は、炎の中から生まれたみたいに忽こつ然ぜんと現れたんだ。そのときの彼女の姿は、今も心に焼きついて消えない。

　白い衣裳に、紅い帯。

　土と煤すすで汚れた姿なのに、燃え盛る炎を背にした彼女は、ぞっとするほど美しかった。

　――君は無事なのか。怪け我がはないのか？

　そう訊こうとしたのに、炎のせいで干ひからびた喉に声がからんで。

　咳きこみそうになった私の耳に、思いもよらない言葉が飛びこんできたんだ。

『ごめんなさい』

　悪い予感は、凍らせた泥水を喉に押しこまれたみたいな味がした。

『骸が……わたしが呪のろったせいで――みんな、死んでしまった』

　……愕がく然ぜんとしたよ。

　だが、彼女に家族を殺された恨うらみとか、村人を皆殺しにした彼女が怖いとか、そういう感情ではない。こんな惨劇を起こすまで、彼女が村人からの迫はく害がいに思い詰めていたのに気がつかなかった自分に絶望したんだ。

　猛もう烈れつな息苦しさを感じた次の瞬間、激しい眩暈めまいに襲われて、私は地面に倒れこんだ。

『さよなら。あなただけは……大事だったのに』

　最後に聞いた彼女の声は、まるで迷子の幼おさな子ごのようだった。




「……そして私が再び気がついたときには、ここは燃え落ちた廃墟と化していて、彼女はどこにもいなかった。以来、彼女は行方ゆくえ知れずだ。身体が強くなかったし、あのまま一人で曠こう野やを彷徨さまよっていたら、まず間違いなく――」

　野の垂たれ死にしたのだろう。その言葉を、さすがに花守は口にできなかったようだ。

　それから彼一人で、両手がぼろぼろになるほど墓穴を掘り、村人の骸を埋まい葬そうしたという墓地が、木こ立だちの中に広がっている。幽鬼の姿はなく、風もあまり入りこまない静かな陽だまりだ。

　百はありそうな墓石のひとつひとつに、花守は龍爪花とは違う場所に生はえていた、素そ朴ぼくな白い花の束を添えていく。

「長くて退屈な話になってすまないな。しかし、村人の悪意から恋人を守ることもできなかった、情なさけない男の恋語りなんて、どう語ってもおもしろくはならないのさ」

　自じ嘲ちようが、花守の頰を寂しげに歪ゆがませる。

　孤独な影を見ているだけで、朧月は胸が痛かった。

　しかし不幸なことに、自分の倍以上も生きた人がそんなふうに自みずから過去の傷を抉えぐり返すのを止める言葉を、朧月も蒼刻も持ち合わせていなかった。

　後悔するな。あなたは悪くない。その程度の慰なぐさめを口にしても、花守の深い絶望と虚無感を埋めることはできないと、簡単に想像できてしまう。

「助かった。礼を言う」

　だから蒼刻は、単純に情報への礼を言うだけに留とどめていた。正解だろう。朧月も「ありがとうございました」と急いで頭こうべを垂たれる。

　花守は、ゆるやかにうなずいた。

「覚えておくといい。恋心など――否いな、人の想いなど、なんにもならないことがある」

「……おっさん」

「君たちはまだ若いから理解できないかもしれないが、知っておいても損はない世の真理だ。少なくとも、何が起ころうとも絶望はせずに済むだろう」

　反射的に口を挟んだ蒼刻には二の句を継がせず、花守は静かに言い切る。

　思わず、今度は朧月が唇を開いていた。

「あの……たとえ、そのような終わり方になってしまったとしても――あなたの恋人だった方は、不幸なだけではなかったと思うのですが」

「朧月――」

「――奥方？」

　蒼刻と花守が戸と惑まどった声を上げている。普段の朧月なら、ここで急に弱気になって（というか元のヘタレに戻って）意見を引っこめるところだが、今回はそうしなかった。

　亡ぼう父ふに近い年齢の人に、こんなことは気休めにもならないだろうと気づきながら、それでも懸命に言葉をつなぐ。

「たとえ村中の人に忌まれていたとしても……花守さんが味方でいてくれたことは、何よりの救いだったと思うのです。どんなにつらくても、愛された幸せな記憶があるのとないのとでは、全然違うものですし……ですから、どうか、愛したことさえ無駄だったなんて思わないでください」

　花守の絶望した瞳が、朧月にはひどく悲しかった。

　花守も、彼の恋人だった女性も、他人とは思えぬほど身近に感じられた。特にレイサンという女性の気持ちは、朧月も他人に忌まれ避けられた経験のある身ゆえ、手にとるようにわかる。彼女は、花守がこんなふうに絶望に囚とらわれていることを望んでいないはずだ。

（わたしが同じ立場だったとしても……きっと、そう思うから）

　しかし言うだけ言った後に自分の発言を振り返ると、厚かましすぎた気がして、朧月はさっと青ざめた。沈黙が耳に痛い。

　しくじった消えたい帰りたい埋まりたい、と視線を泳がせたときだ。

「――……ありがとう」

　花守がはにかむように言ったので、はっとして目線を上げる。

　花守は出逢ってから初めて、温もりの感じられる笑い方をした。それから蒼刻に視線を投げかける。

「繊細で、心根のやさしい奥方だな。大事にするといい」

「一生そうするつもりで娶めとったんだ」

　ほっとした直後、蒼刻の迷いのない強い声に、迂う闊かつにもどきりとしてしまった。

　――蒼刻はしっかりした人だから、新婚夫婦だと見せかけるために、適切な言葉を選んでいる。それだけだ。以前に恋人のふりをしたときも、結構この手の場面があった。武人然とした印象が強いけれど、聡明な人だから。

　そう頭ではわかっているのに――あんなふうに言ってもらえる、蒼刻の妻になる女性は幸せだろうなと、とっさに思ってしまった。

　うらやましい、という意味だが、そんな気持ちを抱いた自分に戸惑う。

　阿呆な自分を笑い飛ばしたいのに、なぜだか胸が痛くて、さらに戸惑いが深まる。

　どうしようもなくなって、朧月は被布の陰で深くうつむいた。

　こんな不安定で間違った気持ちを、せめて蒼刻に悟さとられませんようにと祈りながら。
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　紅蓮に燃えるような花の、いびつだけれど美しい繚りよう乱らんが遠ざかっていく。

　花守に見送られて、午後の傾きかけた日の下を馬で進みはじめても、なかなかいつもの他た愛あいない会話が始められなかった。

　なんだか数ヶ月も、だれもいない曠こう野やで骨と砂ばかり見て旅してきたような気分だ。

　花守の話のずしりと重たい余韻を、朧月だけでなく、蒼刻も引きずっているらしい。

「……そろそろ、お腹なかが空すきませんか」

「台無しだろ」

　いろいろな考えや想いの整理がつかないまま、心の引き出しをいったん閉じたら、最初に空腹に気づいてしまったのだ。

　今まであまり意識していなかったが――

（わたし……蒼そう刻こくさんが言うとおり、食い意地張りすぎかもしれない）

　ただ、空腹を口にしたのには、別の理由もある。普段のノリが恋しくなったのだ。

　蒼刻もつっこみつつも、昨日のあれはうまかった今度は桃まんを探そうと、重たくない内容の話に付き合ってくれた。

　そうして普段の空気を取り戻せたあたりで、彼はゆっくりと今の話を振り返った。

「あのおっさん、武器を持たせたら結構な遣つかい手になりそうだな。持ってたあの棒が得え物ものなのかもしれないが」

「いつも不思議だったのですが……そういうのって、どこを見て判断するのですか？」

「たいていは歩き方でわかる。重心がぶれないんだ。体たい幹かんがしっかり鍛きたえられてる証拠だな。あのガタイだし、旅商人の修業をしたと言ってたから、積荷を守るために荒事慣れしていてもおかしくはない」

「なるほど……」

　人間の重心ってどこですか？　な朧ろう月げつだが、花守の風と砂に負けずに立ちつづける石柱のような雰囲気を思い出せば納得はした。

「しかし話を総合するとあのおっさん、あれでも三十代後半だよな。老ふけ顔だな」

「って、そこにつっこんでしまうんですか」

　そこはむしろ、見なかったふりをしてあげるべきだと思う。老けてなかったですよ、と否定できない自分も大たい概がいだが。

　だがわざと茶化すような物言いをした蒼刻の気持ちも、十分に理解していた。

　朧月が、お腹が空いたと言ったのと同じだ。







　皇都並みに厳しい門限ぎりぎりで昏こん星せいに戻ると、石榴ざくろの花の色に近い夕明かりが、素朴な甍いらかの波をじんわりと灼やいていた。家々の軒先に吊つられた花はな燈どう籠ろうの一部には、すでに火が入れられて、幻想的な光を路上に投げかけている。

「ホウホウ……ホウ……」

「ホウホウ……ホウ……」

　街のあちこちから、低く歌うような声が聴こえてくる。白はく鷲しゆう祭さいのために唱えるまじないらしい。真夜中の森で聴く梟のささやきを連想する唱和だ。

　次第に暗くなりはじめた路みちで、祭事を行った帰り道らしい、鳥仮面をつけた人々とすれ違った。そのたびに驚いて、小さな悲鳴を上げたり転びそうになったりしてしまい、蒼刻にあきれられた。たいへん申し訳ない。

「でも、あの鳥仮面、いきなり見ると心臓に悪すぎですよ……」

「おまえ幽鬼はまったく平気なくせに」

「そこは慣れですよ蒼刻さん」

　さすがに、首がないとかの異質な姿で突然現れた幽鬼がいたら、ぎょっとするが。

「蒼刻さんの鋭い眼光だって……それなりに、たぶん、慣れてきましたし」

「躾しつけには厳しさも必要だし、あまり慣れられても困るんだがな。よし、そこまで言うなら今後はもっとびしばしと」

「そ、そこまでは言ってませんよ」

　あわてて首を振った。未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまに本気で来られたら、ヘタレな彼女はひとたまりもない。このちょっと意地の悪い笑い方を見るに、朧月をつついて楽しんでいる可能性が高いけれど。

　夕明かりを受けると、ほんのり温かみのある色合いになる銀髪に見惚れつつ、朧月は言った。

「そういえば――蒼刻さん、何か気づいたと言ってませんでしたか？」

「ああ。言ったな」

　訊かれて初めて、蒼刻も思い出したらしい。若じやつ干かん決まり悪そうに言った。

「ここには花がない」

「まあ……どちらかというと、辺境寄りの地方ですしねえ」

「そっちの華じゃねえよ。咲いたり散ったりする、植物の花だ。神しん華か国の祭りには花はつきものなのに、この街では花を飾ってるところをほとんど見てないだろ。まあ、この街の事情もあるのかもしれないが、皇都じゃ祭りのたびに街中が花尽くしになるのを見慣れてるせいで、なんか引っかかる」

　――ああ、祭りなのに、どこか華やぎに欠けて見える理由はそれか。

　花を飾るのは、この国では百ひやつ花か神しん仙せんの加護を祈る行為に等しい。神華国ではもっとも身近で手軽なまじないとも言える。

　禍わざわいを遠ざけ、妖魔を撃退し、死と病やまいの憂うれいを除き、長生きの福を得、国を平和にする。

　そういう霊験を期待して、人々は暮らしの中に花を持ちこむ。この国では息をするのと同じくらい、自然なことだ。

「そういえば……この城市の周辺って、あの花守さんのところまで行かないと、花が咲いていませんよね。そのせいでしょうか」

　麦畑が途絶えてから城市にたどりつくまでに、まばらな灌かん木ぼくしか見えない不毛な曠野が続いていたのを、合わせて思い出す。

　改めて考えれば、不思議だ。神華国は四季を通じて花に満たされる国で、だいたいの城市は、百花神仙の加護を願って花の多い土地に作られるものなのに。

「でも沙漠というわけでもないですし、花を育てようと種を蒔まいて花を育てることはできるはずなのに……どうして花を飾らないのでしょう」

「おまえも考えろよ。俺だって、さっき気づいたばかりなんだぞ」

　こつん、と額をこづかれる。

　幽鬼がいない以上、考える方面でせめて力になれればと思いついたが、残念ながら旅籠はたごに着くまでの短い時間では、これといった閃ひらめきに恵まれなかった。
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　旅籠に戻ると、隣室に泊まっている煌こう言げんと情報屋は、まだ帰っていないようだった。

　留守番の星せい彩さいと張ちようさんは、朧ろう月げつたちの部屋のほうでまったりしていた。

「あ、おかえりなさぁいお二人さん。逢い引きは楽しかったですか～？」

「逢い引きでもなければ、いろいろな意味でそれどころじゃねえよ。こう――遠えん雷らいたちはどうしてた？」

　これには、腹ばいの体勢から少しいずまいを正した白虎が答えてくれた。

「昼に一度、遠雷どのは荷物を置きに戻ってきたが、再び出かけてそれっきりじゃ」

「何を調べてきたか、とかは」

「聞けなかったな。なにやら難しい顔をしておったが」

　朧月たちと彼らは、偶然ここで知り合いに出逢った、という体ていを装っている。

　さすがに新婚夫婦が、男友達といつも一緒に行動するのは現実味がないので、それとなく別行動をしている格好だ。……昨夜、新婚夫婦のふりをしていると白状させられたときの騒ぎを思い出すと、それだけで疲れが増す。

　旅籠に用意を頼んでおいた夕ゆう餉げをとりに、蒼そう刻こくが階下に向かったので、花守とのことは朧月が説明した。

「唯一の生き残りに逢えたとはな。呪詛の詳細まではさすがにわからぬか。骸を使った呪詛というのは、その女性が残した言葉からの推測でしかないのか」

　白虎の大きな頭部が、うんうんと縦に揺れる。

「それにしても――人の想いがなんにもならないこともある、とは。花守とやらの絶望は根が深そうじゃのう」

　張さんが低い美声で繰り返したのに、朧月は小さくうなずいた。

　その言葉は、朧月の心に奇妙に深く刻まれていた。

　花守がそんなふうに諦てい観かんする理由は、あの凄せい惨さんな過去の話だけで、嫌というほど理解できた。最後の最後で、彼が愛した女性は、彼がもっとも望まぬ道に堕おちてしまった。彼の「一緒に村を出たい」という想いは、届いていなかった。

　けれども、同じく忌まれてきた身として、レイサンという女性の気持ちはたやすく想像できた。彼女は恋人が絶望の淵に沈んだままでいることだけは望まないはずだ。

　だからせめて、花守の心だけでも救われてほしいと思ったのだ。

　星彩は「ふむ」とつぶやくと、考え顔で腕組みをした。

「そういや朧月ちゃんって、武官さんを好きだとか思ったりしないんすか？」

「！」

「よく、かっこいいとか素敵とかやさしいってのは言ってますけど」

　予想外にも程がある方向に話を持って行かれて、お茶で喉を潤していた朧月はしばらくむせた。

「我が姫よ。意外とざっくり行くな」

「だって張さん、遠回しなのはご当人たちだけで十分でしょ？」

　そこでなぜ張さんは「もっともだな」と納得顔で髭ひげをしごいているのだろう……。

　咳せき払ばらいと深呼吸を、何回かずつ。

　頭痛のするこめかみを押さえて、朧月は友人の言葉を嚙みしめてみる。

　蒼刻が好き？　もちろん嫌いなはずがない。けれども試しに、蒼刻に「好きです」と告げる自分の姿を思い描くと、何かが違う気がするのだ。それに。

「信頼も、尊敬もしてるけど――でも…………む、無理」

「へ？」

「蒼刻さんのことを好きになったりしたら、わたしたぶん、爆発してしまう……」

　緊張不安その他もろもろで、心臓を起点としてボンといってしまいそうだ。

　慕っているけれど。なついているけれど。

　その一線を越えるのは怖いし、自分などには不釣り合いな感情だと思ってしまう。

「――な～るほど。なんとなく、わかっちゃいましたよ。朧月ちゃんって意外と、冷静で現実的なところがありますしね」

　乱れてまとまらない朧月の思考を聞き終えると、星彩はゆっくりとうなずいた。

　熱心に世話をした花が期待どおりの大輪に咲いたのを見て、満足げな庭師を連想させる仕草だ。

「でもそれって実は、朧月ちゃんはもう爆発しそうなほど――んん、これはやっぱし言わずにおきましょうね。朧月ちゃんが自分で気づくべきことですし」

　おいおいそんなと思いはしたが、強烈な質問からひとまず解放された安心感のほうが、朧月の中でわずかな差で勝る。

「……星彩は張さんといて、緊張したりしないの？」

「あたしはむしろ張さんと一緒にいると、ゆったりまったりしてますね」

「そ、そうなの？　……わたしには追いつけない境地だわ」

「や、そんな高難度な技術じゃないっすよ？　幽鬼同士、な～んでも話せて、一緒にいると安心するだけですもん。ねえ張さん」

「じゃな。こう見えて儂も幽鬼のはしくれとして、生者との関係には気を使っておるからのう。我が姫とは気兼ねなくお付き合いができているな。あまりに美人だから、毎日ちぃっとばかり心臓に悪いが」

　いつもの惚のろ気けが、普段とは違ったふうに聞こえる。

　自然にいちゃいちゃしている二人が、花守が手に入れられなかった未来の図のように思えたせいかもしれない。

「ま、それはさておき、朧月ちゃん」

　朧月の両肩に、爪をきれいに塗った手が片方ずつ置かれる。星彩は、週に一回くらいしか見せない、怖いほど真しん摯しな目をした。

「あたしは友達として、これだけ言っときます。武官さんは、朧月ちゃんに好かれても、迷惑だなんて絶対に思わないはずですよ」

「……そうかしら？」

「だって飼い主さまじゃないっすか。飼ってる動物に好かれたら、普通は喜びますよぅ」

　星彩はからからと明るく笑い、朧月をなごませてくれる。

　あ、そういう意味……と、ほっとするやら複雑な気分で、星彩に頰を撫ぜられながら、朧月はあいまいな笑みでうなずいたのだった。
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　結局その日は、煌こう言げんたちは夜になっても帰ってこなかった。

　体力がないので疲れ果てて眠った後、朧ろう月げつは、首筋をなまくらな刃やいばで愛あい撫ぶされるような嫌な感覚で目を覚ました。

　しかし、まぶたを開けた瞬間、目覚めるべきではなかったと戦せん慄りつとともに思った。

　異様な光景だった。

　旅籠の一室には違いないのだが、薄く切った琥こ珀はくでも透かして見ているかのように、室内が淡あわい黄色の燐りん光こうをまとっている。時間が静止したかのように、夜風をはらんで揺れた瞬間の形のまま、窓掛けが不自然に空中で固まっている。

　そして――

　月を眺めながら眠るために帳とばりを開けておいた、朧月の寝台。その端に、いつのまにか、細身の男が腰を下ろしていたのだ。

　ゆったりとした黄き朽くち葉ば色いろの袍ほうの襟えりを、鎖さ骨こつがちらつくくらいに開き、いかにも気だるげに着崩している。ざんばらだが妙に艶のある黒髪が、束ねられずに肩や背で揺れ、彼の時間だけは止まっていないことを見せつけた。

　雅みやびさえ感じさせる端正な容姿。

　けれども、こちらを見つめる琥珀色の瞳には、ぞっとするような闇と熱が淀よどんでいる。

「鳥あり、人あり。毛羽を養育して、形容光を生しようず――」

　口ずさむのは古い詩。

　妖あやしい瞳に射抜かれた朧月は、悲鳴が声にならない。

　男は――張ちよう宝ほうは、にいっと笑った。口元を蛇へびのように裂いた、禍まが々まがしい笑み。

「久しいな、冥めい界かい公こう主しゆ。我われは汝なんじと再会できてうれしい。残念ながら、汝は違うようだが」

「……あたりまえ、です」

　飛び起きたものの、声がどうしようもなく震ふるえていた。少しでも距離を取りたくて後あと退ずさりするが、すぐに背中が寝台の端にぶつかってしまった。
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　言の葉と禁忌の術で人を翻弄するのを好む道士は、すっと目を細めた。

「つれないな。昏こん星せいに来て以来、我がどこぞに隠れておらぬかと、常に頭の隅で考えていたのであろ？　こうして期待に応えてみせたというに、汝は実につれない。――怯える顔はこの上なくいとおしいがな」

「や――」

　やめて、来ないでと、抗あらがう暇いとまもあらばこそ、張宝がふわりと近寄ってくる。

　心細さと恐怖にこわばり、ろくな抵抗もできない朧月の身体に、彼の腕がするりと巻きついてきた。

　墓穴の底から聴こえるような暗いささやきが、耳に直接ねじこまれる。

「ここは汝の夢の中よ。汝の護り手は一人もおらぬ。夢であるがゆえに、残念ながら汝をこのままさらうことはできぬが、代わりに二人きりで楽しめる……これ、そう柔肌を苛いじめるでない」

　はっとして、この悪夢から覚めたい一心で狂くるったように自らの頰を何度もはたいていた朧月の、両の手首を張宝がつかむ。

　頰をうつ痛みはまったく感じられなかったのに、張宝の骨ばった手の感触だけはやけにはっきりとしていた。ひどく現実味のある張宝の存在感に、朧月の惑乱は加速する。

　これは本当に夢なのか。どうしたら目覚めることができるのか、逃げられるのか。答えの見えない疑問だらけで頭が割れてしまいそう。

　自力では目覚めることも許されない悪夢の世界が、こんなにも恐ろしいものだなんて、朧月は知らなかった。まるで鎖くさりでがんじがらめにされて、毒を帯びた底無し沼に沈められるような気分である。

「ふ、ふふ。汝の泣きだす一歩手前の瞳ほどいとしいものはない」

　対照的に、張宝はひどく機嫌がよい。今にも声を高く上げて笑いだしそうだ。

「臆病な汝が、双そう界かいの瞳の真実を知りたくて、ここまで来るとは。けなげよの」

「わたしは……」

「ああ、紅ぐ蓮れんの花咲く里にも行ったのだな？　よい子だ。汝はいかなる時でも、我の期待を裏切らぬ」

　一方的に語りつづける張宝の唇が、首筋に押しつけられたのを感じる。

　その冷たい感触よりも、すべてを見透かしているような口ぶりの不気味さに、朧月の心はざわついた。

　身体が震えて動かない代わりに、時間稼かせぎのように、朧月は声を絞しぼり出した。

「あなたは本当に……わたしの異能について、何か知っているの？」

「この世に生まれ落ちて十五年、その異能と深く付き合っておきながら、汝がまだ気づいていないことのほうが不思議だがな」

　一瞬だけ恐怖を忘れ、朧月はゆるやかに瞬まばたいた。――どういうことだ？

「まだわからぬようだな？　だが、まだ仮面劇の幕は上がったばかり。汝に解かいを示すには早すぎる」

　くつくつと笑い、張宝はふと彼女から身を離した。長い黒髪が鴉からすの翼のように広がり、その陰で瞳が琥珀色に光る。

「我は種を蒔いた。いずれの種が芽吹くかは、汝とあの虫の好かぬ武官の選択次第」

　姿形は間違いなく人間のそれなのに、肌からしみこみ神経を食い荒らす悪お寒かんのせいか、異形の生き物のように見える。冥府の冷気とどす黒い何かを固めて作られたかのような。

　慄りつ然ぜんとして瞬まばたきすらできずにいる朧月へと、張宝は何かを期待するようにささやいた。

「今しばらくは遊べ。この城市の祭りをとくと味わうがよい。そのために、斯か様ような地まで汝を呼びつけたのだからなァ――」




「――……朧月！」




　鋭い呼び声が、琥珀色の悪夢を断ち切り、朧月を元の世界へと引き戻す。

　はっとしてまぶたをこじ開けると、周りに蒼そう刻こくたちが集まって、横たわる彼女を見下ろしていた。

　夜なので眼がん帯たいを外はずした蒼刻は、青く燃える左目とは色違いの、新月のような闇色を宿した右目をさらしている。どちらの瞳にも、影に似た不安げな揺らめきがあった。

「大丈夫か？　呼んでもつねっても目を覚まさねえから、何事かと思ったぞ」

　大きな手が伸びてきて、朧月の頰にふれる。

　それで初めて、朧月はつめていた息を吐いた。

「朧月ちゃん、あたしがわかります!?」

「姫よ、なにやらひどく魘うなされておったぞ。まさか――」

　星せい彩さいの泣きそうな顔。

　月光が頼りの暗闇に、白く浮かび上がって見える張ちようさんの顔は、こわばっていた。

　朧月は、まるで生まれて初めてそうする人のようにぎこちなく身を起こした。

　三者三様の心配そうな顔を、順繰りにたしかめて、ようやく身体の震えが止まる。

　昼間の熱を失った夜気の底で、朧月は崩れ落ちそうになりながら、唇を開いた。

「夢を……いえ、夢かどうかもわからないのですけれど――」

　口にすると改めて、喉に氷柱つららを押しこまれたような寒気に襲おそわれる。

「現実とは違う場所で……張宝に、逢いました」

「なんだと」

　蒼刻の眉が跳ね上がった。青く燃える瞳がいっそう鋭さを増し、その奥には研とぎ澄まされた殺意さえちらつく。

　あの悪戯いたずらに人の心をもてあそぶ怪人は、蒼刻にとっては国軍の敵であると同時に、友の仇かたきでもある。叶かなうなら今すぐにでも、刀の錆さびにしたいのだろう。

　青ざめた朧月をつかのま黙って見つめると、蒼刻は硬い声で言った。

「あいつに何かされたのか」

「いえ、命に関わることは別に……。奇妙に意味ありげなことを言われただけです」

　だが、張宝にふれられた感覚が奇妙にあざやかに残っているせいで、瞬まばたきをするだけでも軽く恐怖だった。

　一度目を閉じて、開けて――もしそこに張宝がいたら、今度こそ壊れてしまいそうだ。

「おまえ、幽鬼みたいな面つらだぞ。大丈夫か」

　朧月は無言でうなずくが、その直後にびくっとした。

　蒼刻が、彼女を抱き寄せようと腕を伸ばしてきたのだ。

　その胸に身を投げだしたい衝動の裏側で、戻ってきた理性が怖おじ気けづく。

　だって自分でもわかるほど、大量の冷や汗をかいている。悠長なことを言える余裕などないが、夜着一枚で密着するのは恥ずかしい。

「あ、あの蒼刻さん、わたしは――その……」

「遠慮なら聞かない」

　けれど蒼刻は許してくれずに、朧月を抱き寄せてしまった。

　そうなるともう、身体の力が萎なえきっている朧月には何もできない。

「変な気を回してないで甘えとけ、馬鹿。こういうときは人間の鼓動を聞いてるのが一番落ち着くっていうだろ」

「で、ですが……」

　星彩たちもいるのに。

　と思い視線をずらすが、友人とその恋人はそろって、両手で目を隠すような格好をしている。見てませんよ？　と言っているつもりらしいが、指の隙すき間まから好奇心いっぱいの視線を感じるので、まるで意味がない。

　今度は顔を赤くしてもぞもぞする朧月を抱いたまま、蒼刻が低くつぶやいた。

「うるせえ。――俺が守るって約束して強引に連れてきたのに、夢の中に助けに行ってやれなかったんだぞ。これくらいさせろ」

　ぶっきらぼうな言葉の端々に、憤いきどおりと悔しさがにじんでいる。朧月を抱いていなかったら、彼は拳こぶしで壁のひとつも砕いていたかもしれない。

　目を逸そらせないほどまっすぐな想いに打たれ、朧月は深いため息をついた。

「……ありがとうございます」

　疲れ果てた身体の緊張を解とき、朧月はおずおずと青年の肩にしがみついた。

　自分の身体がすっぽりとおさまる腕の中に引きこもれば、生き返った心地さえして、そこから抜け出す気力などなくなる。

　ここに戻ってこられてよかった。あの悪夢の世界から出られないときは、どうしようかと思ったけれど。

　格子窓の向こうが白しら々じらと明るくなるまで、蒼刻はそばにいてくれた。辛しん抱ぼう強く見ないふりを続けている、星彩たちとともに。







　第三章　花の咲かない場所で







　永ながい夜が明けても、朧ろう月げつは寝しん台だいから出られなかった。

　永遠にも感じられる悪夢での張ちよう宝ほうとの邂かい逅こうは、どういうわけか彼女の体力を根こそぎ奪っていた。腰や手足にまるで力が入らず、寒気がする。なのに首から上はやけに腫はれぼったく、喉のどに不快な痛みが貼はりついていた。

「申し訳ございません……。いろいろ調べなければいけないのに、このような」

「眠れるなら、今からでもいいから寝とけ。おまえ、あれから一いつ睡すいもできてないんだろ？　睡眠不足のヘタレを引きずり回せるか」

　さっくりと現実味のある言葉を投げかけられては、ぐうの音ねも出ない。

　寝台の横では、星せい彩さいが心配顔で「あたしが代わってあげられたらいいんですけどねぇ」とつぶやき、張ちようさんも「そうじゃのう」と眉み間けんを狭せばめている。なんとはなしに、亡なき両親を思い出してしまう光景だ。

「微び熱ねつがあるな。風か邪ぜでもひいたか」

　おとなしく横になった朧月の、ほのかに火ほ照てった額ひたいにふれて、蒼そう刻こくがつぶやく。

　ひんやりとした手の感触が心地ここちよく、朧月は細く長い息をついた。

　蒼刻は彼女のそんな頼りない様をしばらく黙だまって見守っていたが、やがて何かを思い出したように急に目をすがめた。

「昨夜の夢だが、あの下げ衆す野郎には抱き寄せられて変なことを言われただけなのか？」

「え？　ああ……そういえば、首筋に――」

　唇くちびるを押しつけられた。と馬ば鹿か正直に答えるのは、さすがにためらわれた。

「首筋もさわられたのか」

　口元をもごもごさせて無難な表現を探していると、蒼刻の手が、彼女の額から首筋に滑すべり落ちるように移動した。喉のど首もとをすっぽりと彼の手で包まれて、朧月はゆるやかに瞬まばたく。

「……蒼刻さん？」

「上うわ書がきだ。別に絞しめ殺すつもりはない」

「いえ、さすがのわたしでも、そのような心配はしてませんが……」

　ずれた返答にはある意味和なごまされたが、気になる単語があった。

「上書き、と仰おつしやいますと」

「切り替えが下へ手たなおまえのことだから、どうせあいつの余よ韻いんを引きずってるんだろ？　俺の手を貸してやるから、さっさと忘れちまえ」

「なるほ……ど？」

　と言っていいのかどうか。

　しかし張宝は手ではなく唇でふれてきたのだと正直に言ったら、蒼刻はもしや――

（いやいやいやいやいやいや）

　頭の中が「否いな」という字で埋うめ尽つくされる勢いで、反射的に想像してしまったとんでもない光景をかき消す。いくら新婚夫婦のふりをしているからといって、ありえない。何を考えているのか。微熱のせいか？

　蒼刻の剣だこのある手はもう十分、朧月を安心させてくれたのだ。

　もう大丈夫。これ以上を望むなんて、贅ぜい沢たくすぎて罰ばちがあたる。今でさえ恵まれすぎているのに。

　――『一度飼かった珍ちん獣じゆうは最後まで面倒を見る』

　蒼刻がそう約束してくれた日のことは記憶に新しいけれど、彼のやさしさに頼りきりのままでは、やはり情なさけないし心苦しい。

　もっとしっかりしないと。

　飼ってよかった、と蒼刻に思ってもらえるくらいの珍獣にはならないと。

　そう思いながら、朧月は大きな手の下で、今度は夢のない眠りに導かれていった。
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「ただいま戻ったよ～。働いてきたから朧ろう月げつちゃんに頰ほおずりしてもいいかな？　かな？」

「帰れ」

「うわあ冗じよう談だんだから無表情に扉とびら閉めないで蒼そう刻こくくん」

　正午になる前に、煌こう言げんがひょっこりと戻ってきた。

　土産みやげの麻あさ袋ぶくろをたくさん抱かかえた姿は、観光をめいっぱい楽しんでいる馬鹿さま、もとい若さまそのものである。

　生花が手に入らなかったとかで、栗くり色いろの髪に飾るのは薄うす紅べにの絹きぬ花ばなだ。変装中でも、それだけは外はずさないのが彼らしい。

　着替えて起き上がれる程度には回復していた朧月は、すぐに茶を用意しようとしたが、蒼刻に「いいから座ってろ」と押し戻されてしまった。彼の気持ちはうれしいし、張ちようさんも「甘えておきなさい」と言ってくれたが……。なんだか申し訳ない。

　階下から湯や茶葉をもらってきた蒼刻は、煌言を見やって、ふと眉まゆをひそめた。

「情報屋は一緒じゃないんですか」

「うん、彼とは途中から手分けしてたんだ。そのうち戻ってくると思うけどー」

「――そうですか」

　煌言のけろっとした返答に、蒼刻はかすかに眉まゆ根ねを寄せる。

（蒼刻さん……何か悩んでる？）

　朧月にはそう見えた。が、今の会話のどこに悩む要素があるのか、見当がつかない。

　張ちよう宝ほうが近くにいそうだから情報屋を心配した、という雰ふん囲い気きでもない気がする……。

　昨日のあらましを聞き終えると、普段はへらりとしている煌言にはめずらしく、厳しい顔になった。

「さっそく手を伸ばしてきたのか……油断も隙すきもないね。大事にならなくてよかったし、黄こう巾きん賊ぞくの連中がすでにここに入りこんでるのがわかったのは収しゆう穫かくだけど。あと蒼刻くんに張り倒されずに朧月ちゃんに抱きつくなんて、張宝ってやつは実にずるいね！」

「そこかよ！　本気で帰れ！」

「まあまあ。今のは、ぴりぴりしてる君を和ませようとした冗談だってー」

　へらりと手を振ってみせているが、女の子大好きな煌言の言うことだ。全部が本音でもおかしくない。

　裏表はないが、二面性はある。将軍としての来らい煌言はそういう青年だ。

「でもまじめな話、人ひと肌はだって大事だよ？　信頼する人がそばにいると、その存在感だけでもずいぶんほっとするしね」

「……わかります。わたしも昨夜は、蒼刻さんがずっと抱いていてくださったおかげで、張宝のことを引きずらずに済みました」

　朧月がしみじみと言うと、煌言は茶ちや杯はいを持つ手を止めた。なんとも言えない顔になる。

「ずっと抱いて、って――なに？　真夜中から夜明けまで、ずっと？」

「はい。お世話になってしまいました……」

　恐きよう縮しゆくしてうなずくと、なにゆえにか微妙な沈黙が落ちた。

　煌言は、仕事のときでも滅多にしない真顔で、彼の後輩にあたる武官を振り返る。

「それだけで済んだのかい」

　蒼刻は心外そうに顔をしかめた。

「ほかに何をしろと。こいつは昨夜、あの悪趣味野郎の奇き襲しゆうに本気で参ってたんです」

「おおう。僕はちょっと君を見直したよー」

「……そいつはどうも」

　ちっとも光栄そうではない仏ぶつ頂ちよう面づらで、蒼刻。

　じゃあ、と煌言は怪け訝げんそうにしている朧月を振り返り、道どう士しらしい提案を口にした。

「どうやら軽い風邪みたいだし、僕の出番だと思うんだ！　効き目は遅いけど飲みやすい仙せん薬やくと、鼻から出したくなるほどまずいけど効く仙薬、どっちがいいかな」

「中間はないのか中間は」

「人生における二に択たくとはそんなものだよ蒼刻くん。さ、朧月ちゃんはどうしたいー？」

　親しん戚せきのお兄さんみたいな微ほほ笑えみでうながされる。

　朧月の答えは決まっていた。

「効くほうを、お願いいたします。……味は問いません。早く治したいですから」





◇◆◇






「大丈夫っすか朧ろう月げつちゃん。この薬やく湯とう……なんか幽ゆう鬼きのあたしでも怖こわくなる色とどろどろ具合ですけど」

「儂わしは鼻がもげそうじゃ」

　星せい彩さいが顔を引きつらせ、張ちようさんは床ゆかの上で鼻を押さえて悶もん絶ぜつしかけている。

　張さん大丈夫ですか？　と訊ききたいところだが、問題の仙薬の椀わんを手にした朧月自身がかなり大丈夫ではなかった。

　人間の口にするものとしてはありえない黒紫色をしている上に、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい異い臭しゆうの薬湯である。やっぱり普通の仙薬でと言いたくなるが、これ以上迷惑をかけたくないという一心で、鼻から出さずに飲み終えた。

　……これほど強烈にまずい薬湯は初めてである。まずいを通り越して腹が立つ味だ。

　しかし飲んでしまえば不思議なもので、薬効成分は身体からだに温かくしみこみ、半刻もせずに熱や喉の痛みが消えた。

（治る代わりに味覚が殺されるかと思ったけど……。仙薬、という名前は伊だ達てじゃないんだなあ）

　朧月は煌こう言げんから道術に関する本を借りて、ほぼ独学で護ご符ふの作り方などを勉強しているが、こうなると仙薬を作る煉れん丹たん術じゆつにも興味が湧わいてくる。薬草さえ揃そろえれば、室内にこもりきりで修業できそうなのも、たいへん魅力的だ。

「すごい効果です……。どういった薬草を使われているのですか？」

「んー。今は聞かないほうがいいと思うよ」

「え？」

「まあ、それはともかく口直しをしよう！　あと報告会ねー」

　さらっと怖いことを言われて固まる朧月をよそに、煌言は市で買ってきた胡こ椒しよう餅もちの麻袋を卓たくにのせる。

　名前のとおり胡椒をきかせた肉と葱ねぎの餡あんを、外はパリパリ、中はもっちりとした生き地じでくるんだ焼きまんじゅうだ。神しん華か国では定番の軽食だが、城じよう市しや店ごとに味つけや皮の質感が異なるのが、旅人の楽しみであるらしい。

「小こ辛がらと中辛と超辛があるんだけど、どれがどれだか忘れたから気をつけてー」

「なんて無む駄だなハラハラ感を」

　くじ引きじゃあるまいしと、蒼そう刻こくが嫌いやそうな顔をした。

　笑顔は蜂はち蜜みつ菓が子しみたいなのに、意外と辛いものも好きな煌言に流されるまま、遅い朝食をとる。牛乳から精した酥そ油ゆも一緒に練りこまれた胡椒餅は文句なしにおいしいが、超辛が当たったらと思うと怖くて、朧月はびびりながら齧かじった。

「――というわけで、俺たちは花はな守もりという男から話を聞いてきた。あんたはどこに行ってたんですか」

「この城市の龍りゆう脈みやくを調べにー」

　などとざっくり言われても、蒼刻はもちろん道術の知識がたいして深くない朧月も、煌言がどこに行ったのかが想像できない。

　いくつかの大路や街区の名前を挙げた後で、煌言は非常に大ざっぱにまとめた。

「ま、要するに街中を歩き回ってたのさー。昼の街中で羅ら盤ばんとか振り回して身分がばれても困るから、一部は深夜にこっそり」

　住人にも無断で侵入することもあったらしい。

　人じん畜ちく無害そうな優やさ男おとこなのに、さすがは武官というべきか、やることがなかなか過か激げきだ。

「まる一日近く戻られなかったのは、そのためなのですね……。お疲れさまです」

「でもないよ朧月ちゃん。途中で昼寝したり美人さんと遊んだりもしたしー」

「…………」

　思わず黙ってしまった朧月の背をぽんと叩たたき、張さんが口を挟む。

「して、おぬしはなにゆえに、そうも熱心に龍脈を調べたのじゃ？」

「よくぞ聞いてくれました！」

　芸をした犬でも褒ほめるように、白びやつ虎この毛並みをわしゃわしゃと撫なぜる煌言。張さんが若じやつ干かん迷惑顔だが、もちろんそんな空気を読む人ではない。

「このくらいの規模の城市って、大半が龍りゆう穴けつに――龍脈の流れに恵まれた土地に作られるものなんだよ。龍穴は、水源とか気温とか、人間にとって住みやすい環境が整ってるところが多いしね。でも僕は皇こう都とから昏こん星せいに向かう旅路の途中から、このあたりの龍脈の流れはおかしいなと感じてたんだ」

　調べたら大正解！　と言って煌言が鞄かばんから取り出したのは、石製の太い杭くいだ。

　乾かわいた骨に似た色合いをしているが、なんの石なのかはわからない。

　天面には奇き怪かいな文字のようなものが刻きざまれており、少しばかり不ぶ気き味みだった。

「龍脈の流れをねじ曲げたり断ち切ったりする、一種の呪じゆ具ぐだよ。これと同じものが、街のあちこちの地面に穿うがたれてた」

「ということは……」

　この杭を作った人間は、街全体の龍脈をいじり回しているのか。

　運気をよくするために部屋の間取りや墓ぼ石せきの位置を変えるような、他た愛わいのない風水とは異なり、よくない思惑のにおいがぷんぷんする。

「この城市の周辺は、花が咲かない曠こう野やになっていたでしょ？　たぶん、この杭で龍脈の流れをねじ曲げたせいだよー」

「……悪いものだというのはわかりましたが、でも、こんなに抜いてきてしまって大丈夫なのでしょうか？」

　習いたての道術の知識のせいで、朧月はそんなことも心配になる。

　煌言が回収した杭は優に十本を超えており、これで多少なりとも龍脈の流れに変化が起きたはずだ。大地を循環する龍脈の流れは、その周辺に住む人々の運気にまで影響を及ぼすので、何か問題が起きないか気がかりである。

「この城市にとっては困ったことになるかもしれないねー。でも龍脈をこういうエグいもので操あやつって、周辺を曠野にしちゃうほうが、危険度が高いと思うよ。土地が枯かれてしまうなんて、よっぽどさ」

　しかし一位の道士でもある護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまは、良心の呵か責しやくなどなさそうな、はっきりした口調で言い切る。

「あんたの正義感はさておき――昏星の龍脈の流れは、なんのために、どんなふうにいじられてるんだ？」

「それだよ蒼刻くん」

　どれだよという顔をした蒼刻が口を開く前に、煌言は勢いよく膝ひざを打って続けた。

「流れを変えられた龍脈の力はねー、董とう奉ほう真しん君くんの道どう廟びように集められてるみたいなんだ」

　はっとして、朧月は思わず蒼刻と顔を見合わせた。

　――董奉真君の道廟。

　この昏星の中ちゆう枢すうであり、白はく鷲しゆう祭さいの祭事場でもある。

　朧月が体調を崩さなければ、今日はそこに参さん廟びようする予定だった。

　もともとそういう理由だと装よそおって街に入れてもらったので、偽装のために。

「なるほど。それじゃ、明日にでも君たちに偵察してきてもらおうか」

　渡りに舟だよー、と煌言は口の端をつり上げる。

「僕も道廟に行ってみたんだけど、入れてもらえなくってさー。門番に、董奉真君さまにおすがりしたい者以外はみだりに近づくでない！　とか言われちゃった。失礼だねえ」

「あそこは、この城市の政事の中心でもあるんです。あんたみたいに浮かれた格かつ好こうじゃ、怪あやしまれても仕方ない」

　蒼刻がこれっぽちも同情せず言うのに、朧月は目をぱちくりさせた。

「道廟が、政事まで行っているのですか？」

「普通の城市じゃありえないけどな」

　そう、ありえない。朧月は不思議そうに、星彩と顔を見合わせた。

　廟が祀まつるのは百ひやつ花か神しん仙せんを筆頭にして、神しん霊れいとも呼ばれる土着の神々や、偉い大だいな道士や武将なども含まれる。季節の祭りでは廟が中心となるため、生活の一部といっていい存在だが、普段は俗ぞく世せや政事とは一線を引くのが常識だ。

「おまえの故郷もそうだろう？」

「はい。兄さまは廟の方々とは、お祭りの時期以外はほとんど逢あっていないかと……」

　なにげなく胡椒餅を手にとりながら、蒼刻は説明を続けてくれる。

「だがここは、道廟に住んで祭礼を取り仕切る『祭さい主しゆ』が、街のすべてを決めているそうだ。独特の信仰が根強いってのは、以前話したと思うが――あれは、この街を作ったと言われる希き代たいの道士、董奉真君への信しん仰こうのことだ」

　希代の道士。

　思わず、張宝が以前見せた才能のかけらが頭に浮かぶ。

　龍脈を操作するのは、道術の範はん疇ちゆうだ。禁術にまで通じた道士・張宝が、これに無関係だとはとても思えない。何もかもが異色のこの城市が、まるで張宝のために作られた遊び場のように思えてくる。

　朧月が、うつむきがちに考えこんでいると。

「緑りよく狸りから聞いた話じゃ、ここの商人は董奉真君の教えに反する品は絶対買わないほど、敬けい虔けんらしい――って、辛ッ!!」

「あ、それたぶん超級辛だねー」

「そ、そんなのんきな……！」

　朧月はあわてて蒼刻に、茶葉と合わせて旅籠はたご側が用意してくれた牛乳を渡した。本来は濃こく出した紅茶に混ぜて飲むものらしいが。

　煌言がにこにこしながら「新にい妻づまに手当てしてもらえていいねー」などと言うので、朧月はうっとなった。不意打ちで今回の設定を振ってくるのは勘かん弁べんしてください。

　……こういう反応が一番楽しませてしまうのだと、わかってはいるのだが。
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「うらやましいなら、あんたも珍獣を飼えばいい」

　蒼刻のように、泰たい然ぜんとして切り返せたらいいのにと、聞いていて思う。

「珍獣ねえ」

　煌言の意味ありげな視線が気になる。

「ちなみに董奉真君だけど――ここでは神格化までされてるのに、道士として残した資料は驚くほど少ないんだ。皇都にもほとんど記録がなかったよ。変わり者で、弟で子しもとってないし、自分が研究した術についてもほとんど記録に残さなかったんだって。面倒くさい道士だねまったく」

「あんたも違う意味で面倒くさい道士だろ」

　常日頃から先輩のとぼけっぷりに疲労を溜ため、今まさに被害を受けた蒼刻が、冷めた茶をあおりながらうなる。朧月も、内心ひそかに同意しそうになった。

「道士なんてみんな変人だよ？」

「あんたはたとえ道士じゃなくても変人だったと思う」

「褒め言葉として受けとっちゃうよ！」

　蒼刻が暴言を吐いても気にしない煌言は、今度は弟子を指導する老師めいた仕草で、通りに面した格こう子し窓まどを指さした。

「ひとまず僕が調べられた範囲で説明するけど――今行われてる白鷲祭が、董奉真君の誕生祭で、彼の象徴である白しろ鷲わしを奉じてるのは、さすがに知ってるよね？」

「え。いえ、全然……」

　初耳だと、朧月は正直に白状して頭をかいた。煌言が目をみはる。

「そーだったの？　董奉真君は普段は白い鷲の姿で暮らしていて、昏星の人々の願いを叶かなえるときだけ道廟に人の姿をとって現れた変わり者、っていう眉まゆ唾つばものの伝説があって、これはわりと有名なんだけど」

「……本当に変身できたのですか？」

「さあ？　僕は鳥になりたいとか思ったことないからなー、わかんないよ。鳥の翼じゃ、女の子と満足にいちゃつけないし」

　そんな理由？　とつっこみたくなるが、今さらという気がしたのでやめた。煌言は朧月にさえ構わず抱きついてくるほどの女の子好きだ。

　注意してみれば外からは、昨夕も耳にした「ホウホウ……」という低く唱しよう和わする声とともに、楽器や鈴を打ち鳴らす音が聴こえる。

　素そ朴ぼくな楽器による、眠っているときの鼓こ動どうにも似た、ゆったりとした一定の旋せん律りつ。

　なのに、ずっと聴いていると不安になるのは、風邪で弱っているせいなのだろうか。

「街中を練り歩きながら、仮面舞ぶ踏とうをしてるんだけどね。紅あかい鳥仮面が火事を、黒い鳥仮面が疫えき病びようをもたらす悪神、っていう設定らしいよー」

　紅と黒の悪神を、董奉真君が――白い鷲をかたどった仮面の演者が護符を構えて追い回して、城市から災さい厄やくを祓はらう。そういう筋書きだそうだ。

「そしてこの祭りの締めくくりが、幽鬼を慰い撫ぶして鎮しずめる仮面舞踊なんだってー」

「幽鬼を……ですか？」

　意外な想いで、朧月は何度も目を瞬しばたたいた。

　幽鬼の姿が見えない街で、幽鬼を鎮める仮面の舞いを熱心に行う。

　彼女にとっては、なんとも違和感を――ひいては漠ばく然ぜんとした不安を抱く内容だ。

　紅茶をふうふうと冷ましながら、煌言は「うん」とうなずいた。

「このあたりの人は、疫病や火事と同じくらい幽鬼を恐おそれてるそうだよ。特に不ふ慮りよの事故で死んだり、賊に殺されたりした人の幽鬼は、この城市に怨うらみや未練を残して彷徨さまよって、水害や旱かん魃ばつを呼ぶと信じられてるとかー」

　そして疫病や火事の悪神とは違って、幽鬼は力ずくで城市から追い出そうとすると、余計に怒り狂って手がつけられなくなる。だから仮面劇や歌か舞ぶ音おん曲ぎよくを捧ささげて、禍わざわいを呼ばないようになだめすかす。そういう解釈だという。

　悪者扱いされっぱなしの幽鬼代表として、それまで静かに聞いていた星彩と張さんが、心外そうに唇を尖とがらせた。

「ひどいっすねぇ。あたしたちの大半は、禍なんて呼びませんのに」

「死人に口なしとはいえ、不名誉じゃな」

　朧月もうなずいて「幽鬼のみなさんはたいてい、静かに暮らして、この世をもう少し長く楽しみたいだけだものね……」と同意すると、星彩がぐっとこぶしを振り上げた。

「そーですよ！　だから引きこもりで変化のない毎日が大好きな朧月ちゃんとだって相性抜ばつ群ぐんなのに」

「…………」

　どういう顔をすればいいのかわからなくなった。とりあえず耳が痛い。蒼刻が軽く噴き出したように見えたのは気のせいか。

　そんな流れの中、彼にしては言いにくそうな顔をして、煌言がぽつりと付け加えた。

「だから朧月ちゃんは――まあ、してないとは思うけど――双そう界かいの瞳ひとみの力を、街の人に気け取どられるような行動は避けたほうがいいよ。こんなこと言うのは嫌だけど、たぶん好意的には受け止められないから」

「……心こころ得えました」

　神しん妙みようにうなずいた朧月の脳のう裏りに、亜あ麻ま色いろの髪をした少女が浮かぶ。

（抱ほう琴きんも、そうなのかな）

　この前初めて逢ったときは、幽鬼が見えるのだと告白する暇はなかったし、そうする必要に今まで気づいてすらいなかったのだが――ふいに後ろめたさを覚えた。

「朧月ちゃん？」

　異能を忌き避ひされる可能性に、しょげていると思われたのだろう。

　こちらをのぞきこむ、人のよさそうな顔に「心配」の二文字を貼りつけた煌言を、朧月はあわててとりなした。

「あ、わたしは平気です。昔から、人目を避けて生きるのには慣れておりますゆえ」

「単なる引きこもりを前向きに表現しすぎだろ」

　こめかみを、ちょんと蒼刻につつかれて、その場が淡あわい笑い声に包まれる。

　抱琴のことも悩みだが――

　――幽鬼を鎮める仮面舞踏。

　――龍脈の力をかき集める、董奉真君の道廟。

　――『汝なんじの力の神しん髄ずいが知りたくば、昏星という城市に来よ』

　嫌な予感が、嵐あらしが草木を嬲なぶるように心を苛さいなむ。

　何が待ち受けているのかは不安だが、逃げられないのもわかっていた。
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　朧ろう月げつはすぐにでも道廟に行く気でいたのだが、結局その一日は、大事をとって休まされてしまった。二度と張ちよう宝ほうにおかしな術を使って近づかれないように、煌こう言げんが護符を作るのを手伝うという作業はあったが。

（蒼そう刻こくさんって、わたしが弱っているときは、むしろ過保護なような……？）

　自惚うぬぼれでなければ、さりげなく甘やかしてもらっている気がする。顔は仏頂面でも、声やふれ方がやさしい。

（……わたしが弱そうに見えるせいなのかな）

　しかしつい後ろ向きに解かい釈しやくしてしまい、無駄にしょんぼりした。自分より年下の少女に「弱そう」と言われたのが、地味に尾を引いている。

　旅籠に用意してもらった夕ゆう餉げを終えてしばらくすると、廊ろうに小さな足音が生まれた。

（！　抱ほう琴きん――）

　すぐに出なくてはと思う一方で、朧月は大いにたじろいだ。まだ、自分には幽鬼が見えるのだと彼女に告白するかしないか、するとしてもどうやって切り出すか、考えがまとまっていないのに。

　迷まよいを抱かかえて廊に出る。彼女の小さな知り合いに興味しんしんの星せい彩さいがついてくる。

　柱の根元に隠れていた抱琴は、目が合うと、にぱっと笑った。

「……こんにちは。病気は大丈夫？」

「うん。昨日はすこし熱が出たけど、もうへいき」

　ほら、と抱琴は小さな手を朧月のそれに重ねて、平熱であることを示す。

　外に出ないせいか、病やまいのせいか。

　非現実的なほど白い手は、雪で作られたものみたいで、いつか溶とけてしまいそうだ。

　ともあれ、何もない廊で――朧月のそばに星彩はいるが――ひそひそ話というのもどうかと思うので、朧月は部屋の扉を指さした。

「身体に障さわるといけないし、中に入りません？」

「うーん……やめとく。いざというときに、逃げづらいもの。お母さんに見つかったら、おねえさんがたいへんだし。ゆだんたいてきなのよ」

「な……なるほど？」

　妙にきっぱりした抱琴の意見に、思わずうなずいてしまう。

　まあ、今夜は夕べよりもだいぶ空気が暖かいので、廊にいてもつらくはないが。

「ずうっとねむってて、こんな時間に起きちゃって、たいくつなの。お話ししてもいい？」

「もちろん」

「あ……でも、おねえさんは、だんなさまとおやすみしなくてもいいの？」

　無む邪じや気きな質問に、朧月はうわあと顔をこわばらせた。そうだった。新婚夫婦のふりをして泊まったんだった。

　まさかこの純真な少女に「実は夫婦じゃなくて飼い主ぬしと珍獣の関係なの」などと、一見えげつない説明をするわけにはいかない。必死に言い訳を考える。

「う、うん。まだ寝なくてもいいの」

「あ。もしかして、だんなさまとけんかした？　お父さんとお母さんもたまにするよ」

「……そういうことに、しておいてくれますか」

　あの蒼刻と喧けん嘩かだなんて、想像しただけで気絶しそうだが。

　抱琴はしばらく可か愛わいらしくもじもじした後で、消え入りそうな声で言った。

「そうだんなんだけど……男のひとって、何をしたらよろこんでくれるの？」

「……はい!?」

「お、おねえさん、声大きい」

　しー、と人さし指を唇の前に立てられてしまい、朧月は小さくなって周りを見回した。

　同じ階の泊まり客は外出中なのか、幸い、だれかが来る気配はない。

　抱琴のたどたどしい（けれどたまらなく可愛らしい）説明によると――

　彼女の部屋は一階で、唯一の窓からは裏庭が見える。

　裏庭を囲む壁の一角はちょっと崩れていて、子供が通り抜けられるくらいの穴が開いてしまっている。その抜け穴を使って、一人の少年が、こっそり抱琴に逢いにきているそうなのだ。

「そのことは、ご両親には……」

「ひみつ。お父さんお母さん、かぜとかうつされたらいけないから、お外の人と逢うのはだめよって言うし」

　旅籠の主人と女将おかみは、遅くに生まれた病弱な娘にかなり過保護らしい。

　抱琴の表情はとても複雑そうだ。心配する気持ちはわかるが、逢うくらいならいいじゃないかと思ってしまう。でも、両親にはそのまま言えない。そんな、素直でやさしい少女の葛かつ藤とうが透けて見えた。

「でね、鷹ようくんっていうの」

　気を取り直して抱琴が口にしたのは、少年の名。昏こん星せいでは、特に男子は、鳥に関わる字を名前に織り交まぜることが多いらしい。

「ともだちと鬼ごっこしてて、わたしの庭に迷いこんできたのが、であいなのよ」

「それから、ときどき逢うように？」

「うん。遊ぼうって言われたんだけど……わたしは病気だから外はだめって言ったら、じゃあぼくが逢いにきてやるよ、って」

　その言葉に、朧月はふとなつかしい想いを抱く。昔のことを思い出したのだ。

「いつもお花とか折り紙をくれるから、お返しをしたいんだけど……わたしはお外に出たらいけないから、買いものとかはできないし」

「お母さんにも相談できなくて、悩んでた？」

　こくん、と抱琴はうなずいた。白はく桃とうのような頰が、ほんのりと紅色に染まる。

　鷹くんのことを語る抱琴ははにかんでいて、抱きしめたくなる。微笑ましい秘密の関係に、朧月は胸が温かくなった。

　引きこもりがちな自分にも、幼い頃、窓辺に訪ねにきてくれる友達がいた。実を言えば悲しみも混じる思い出だが、今はただ温かい風景だけが心に浮かんだ。彼女もよく、朧月に花を摘つんできてくれたものだ……。

　そして朧月も彼女に礼がしたくて、抱琴のようにいろいろと思い悩んだ経験がある。

「お手紙を渡すのはどうかしら？　後で読み返せるのは、うれしいと思うの」

「わたし、あまり字がかけない……」

「う」

　そうだ。朧月は幼い頃に兄に叩きこまれたが、普通の家庭の少女はそうではない。

　ちょっと詰まった朧月の耳元で、星彩がこっそり「絵のお手紙でもいいんじゃないっすか？」と代案をささやいてくれた。すばらしい！

　持参してきた携帯用の筆箱と紙入れを持ってきて、その場で急いで手紙を作った。秘密の共同作業は、焦あせると同時に妙にわくわくする。

　抱琴が真剣な顔で描いたのは、鳥だ。どうやら鷹たかのつもりらしい。

　朧月が字を教えて、その絵に「鷹くんありがとう。大好き」という簡単な文を添えた。

　鷹くんとやらが字を読めるかどうかは抱琴も知らないが、もし読めなかったら、意味を口で言って教えてあげればいい。

「ありがとう！　こんど、鷹くんが来たらあげるね」

　はやく逢いたいな、とつぶやく顔は、子供ではなく「女の子」の表情だ。微笑みもあの儚はかなく消え入りそうなものではなく、少しいきいきとして見える。

　抱琴には、鷹くんと末永く仲よくしてほしいなと朧月は思う。わたしのようには、友達を失ってほしくない。

　病気が早く治ってくれればいいのだが……。一体なんの病気なのだろう。

「じゃ、おねえさんも、はやく、だんなさまと仲なおりしてね。ごめんなさい、って言えばいいのよ」

「ありがとう」

　単純なだけに、深く身にしみるお言葉だ。別に喧嘩はしていないけれど。

「じゃ、また来るね。鷹くんにわたしたら、ほうこくするよ」

「あ――」

　こちらから話を切り出す暇いとまはおろか、引き留める暇もなかった。

　抱琴は病気とは思えぬ達者な足どりで階段へと向かい、さっと姿を消してしまう。

「あわただしいですね」と苦笑いする星彩に、あいまいにあいづちを打ちながら、朧月はかすかな罪悪感が胸の内側を引っかくのを感じた。

（言えなかった）

　わたしは幽鬼が見えるの、と。幽鬼が怖いのなら、わたしには今後は近づかないほうがいいと。

　朧月の異能――双界の瞳には、厄やつ介かいな影響力がある。

　彼女の身体にふれると、普通の人間にも幽鬼が見えるようになるのは、まだいい。

　問題は、長い時間親しくしていると、朧月にふれていなくても幽鬼が見える体質になってしまうことだ。どんなふうに、どのくらいの時間ともにいるとそうなってしまうのか、朧月自身にさえ予測がつかないのが恐ろしい。

　蒼刻たちはそれを理解した上で、一切構わず、朧月との交流を続けてくれている。

　だがもし、抱琴に影響を与えてしまったら？

（でも……幽鬼が見えると言ったら、やっぱり、怖がられてしまうのかな）

　小さな友情の芽を失ったらもちろん悲しいが、幽鬼は悪い人ばかりではないのだと理解してもらえないのは、たぶんもっと悲しい。

　朧月は卑ひ怯きようにも、このまま異能のことを話さずに昏星を離れたいと思ってしまう。どのみちあまり長く滞在しないのだから。そんな言い訳をつぶやいて。

　ため息をつき、朧月は悩ましい問題からつかのま逃れるように、目を伏せた。
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　部屋に戻ると、蒼そう刻こくと張ちようさんが待っていた。彼らは抱ほう琴きんに気づかれぬよう、気配を殺していたのだ。

　無邪気な抱琴なら白虎を見ても大喜びしそうだが、うっかり旅籠にばれるとまずい。

「初恋の香りがこちらにまで伝わってきたぞ。微笑ましいのう」

　と、張さんが渋しぶい声こわ音ねでささやく。

　格子窓の手前――静かに刀の手入れをしていた蒼刻は、目が合うと、部下でもねぎらうように言った。

「ちゃんとお姉さんやれてるじゃねえか」

「……そう言っていただけると、ちょっとうれしいです。幽ゆう鬼き院いんにも、抱琴と似た年頃の幽鬼がいるせいかも」

　褒められた気がして、顔をへらっとほころばせる。

　抱琴の病気にきく仙薬のお話を煌こう言げんに訊きたいな、と考えていると、視線を感じた。

　振り返ると、どこかしみじみした口調で蒼刻がつぶやいた。

「おまえは意外と、子供ができても大丈夫そうだな」

「へ」

　朧ろう月げつは動きを止めた。ついでに思考も止まった。

「明日は道廟に行って、子宝祈き願がんをしなきゃならないだろう？」

「あ、そういう意味……ではなくてッ」

　声が裏返った。蒼刻はときどき素でつっこみどころしかないことを言いだすのが参る。

「あのですね蒼刻さん、別にお祈りをしただけでは子供は生まれない――」

「知ってるが」

　知らないわけがないとは思っていたが、いざ実際に平然と言われると困る。

　今偽ぎ装そうしている設定と話の流れでうっかり、蒼刻の子供を？　などと想像してしまった朧月は、こめかみを押さえた。蒼刻の発言もなかなかのものだが、自分の勘かん違ちがいした思考が一番恥ずかしい。

　羞しゆう恥ちに悶もだえそうな朧月をよそに、蒼刻は憎にくらしいほど普段どおりに言う。

「おまえが人見知りにしてはめずらしく、あの抱琴とうまくやれてるみたいだからな。子供ならいけるんじゃないかと思ったんだ」

「それならせめて、妹ができても大丈夫そうだ、と仰ってください……」

　思わず愚ぐ痴ちっぽい口調になってしまう。両親はすでに故こ人じんなので、自分に妹が生まれることはないけれど。

　淡たん々たんと刀の手入れを再開しながら、蒼刻はからかいを含まない口調で続けた。

「だが、まじめな話、おまえは他人の命とかが懸かかると根性出すからな。守るべきものができたら、今より引きこもり度がマシになるんじゃないか？」

「守るべきもの……ですか」

　守りたいものは？　と問われたなら、いくらでも思いつく。

　故郷と、そして今ここにいる人たちが最たるものだ。わたしにはもったいないくらい、大事な人間関係。

　けれど言われてみれば、「朧月が守らないとだめな人」は、さしあたり見当たらない。

（兄さまや蒼刻さんには、逆に守っていただいているし……）

　星せい彩さいたち幽鬼の友人も、幽鬼院に居い候そうろうはしているけれど、別にわたしが保護しているわけではない。

（守るものがあったほうが、兄さまや蒼刻さんみたいにしっかりできるのかな）

　子供云うん々ぬんは忘れる努力をするとして。それ以外は、意外なほど印象深いお話だった。
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「星せい彩さい……ずっと考え事しているようだけど、どうしたの？」

　寝台に入る前に、朧ろう月げつは月明かりに透ける姿の友人に訊たずねてみた。抱ほう琴きんと別れて以後、星彩は何かを延々と考えこんでいるようなのだ。

　真剣な顔なので声をかけづらく、彼女の恋人の白虎も「しばらく放っておいてあげよう」と言うので、そうですねと構わずにおいたのだが――さすがにそのままで寝る気にはなれず、思い切って声をかけたわけだ。

「あの、抱琴っていうお嬢じようさんですけどね」

　星彩はしなやかな腕を組み、めずらしく眉間にしわまで寄せて口を開いた。

「な～んか引っかかるんすよねえ……。妙になつかしいというか、逢ったことがある気がするような」

「抱琴に……？」

　朧月は目をみはった。星彩は遠い目をしながら、小さくうなずいた。

「もちろんあたしは生前、あんな純真な子と知り合えるような平和な世界にはいませんでしたけど」

　さらっと冗談めかした調子で言われ、朧月は逆に胸をつかれた。

「だから、逢ったことがあるわけないんですけどねぇ。なんでしょう、数年ぶりに遠い親しん戚せきの娘さんに逢ったみたいな気分なんすよ。――ま、そんな『気がする』だけですから、忘れちゃってくださいな」

　生前の彼女が、策さく謀ぼうや暗殺といった血に染まる闇やみの世界に生きていたことを、朧月はつい先日、告白されたばかりである。もちろん知った前と後で、星彩との関係が変わることはなかったが、こうもあっさり話題に出されると返事に詰まってしまう。

　と同時に、不用意に嫌なことを思い出させてしまったのではと焦った。

「ええと……ごめんね」

「あらやだ、謝らないでくださいよぅ」

　うつむく朧月の肩を、星彩は苦笑いで、つんと突いた。

「――ああやって生きて死んで朧月ちゃんに出逢えたおかげで、あたしは今、張ちようさんと仲良くできるんですから。生前がああだったおかげで、朧月ちゃんの力になれることも多いですしね。悪いことばかりじゃないっすよ？」

「……ありがとう。そう言ってもらえると、わたしも救われる」

　さっぱりとした口調で言われたら、自分が暗い顔をしているわけにはいかない。朧月も友人につられて笑った。

　星彩の明るい笑顔はまぶしい。彼女が生者ではないことが不思議になるくらいに。

　生きているのにあまりに儚い、抱琴の透きとおる微笑とは対照的だ。

（まさか）

　自分で自分の想像にぞくりとして、朧月は凍りかけた息をのんだ。

　大急ぎでかぶりを振り、頭に浮かんだ考えを打ち消す。本当に、一瞬とはいえ、なんて最悪の想像をしてしまったのだろう。

　――抱琴が、もうすぐ死んでしまうのではないか、なんて。

　彼女の頭上に翼を広げつつある死の影を、星彩はなつかしいと感じたのではないか、なんて。

　そして、この出逢いも張ちよう宝ほうの手の上だったらどうしよう、とすら思う。

　悪い想像と、張宝への警戒心が相まって、その夜もなかなか眠れなかった。







　第四章　眠れぬ夜を抱いて







「妻と一緒に子宝祈き願がんに来た」

　と言っただけで、道どう廟びようの門兵はあっさり通してくれた。煌こう言げんが追い返されたのが信じられないくらい簡単だった。

「城じよう市しに入るときも思ったが、意外とザルじゃないか？　ここの門兵の仕事」

「ですよね……。遠えん雷らいさまたちと違って、わたしたちは何も怪あやしまれてないようですし」

「それだけお二人さんが、新婚夫婦そのものに見えるってだけじゃないっすか」

「！」

　星せい彩さいがあっさりつっこむと、朧ろう月げつはおもしろいくらい明らかに固まった。あいかわらずこの手のネタに弱い。

　蒼そう刻こくはその薄うす紅べに色いろに染まった頰ほおを観察しつつ、

（焦あせっちゃいるが――嫌いやそうではないよな。俺の欲よく目めじゃなければ）

　などと、天然公こう主しゆと呼ばれる少女の胸の内に考えをめぐらせていたが、もちろん表情には出さなかった。

　董とう奉ほう真しん君くんを祭さい祀しする廟びよう所じよは、昏こん星せいではもっとも大きな建物だ。

　正門をくぐってもすぐには道廟は見えず、まずはいくつもの庭を抜け、街の亡なくなった住人たちを祀まつる霊れい廟びようや、董奉真君の功績を残すために尽じん力りよくした祭さい主しゆの名を冠かんした廟、信者から贈られた石せき碑ひの並ぶ場所を通り過ぎていかなくてはいけない。

「全部の廟を回ろうとしたら、一日や二日じゃ無理だな」

「こんなに敷地が広いとは思いませんでした……」

「そうか？」

　ぽかんと口を開ける連れとは違い、蒼刻に驚きはない。

　皇こう都とにある百ひやつ花か神しん仙せんの神廟ときた日には、皇宮に次ついで広大な建造物群なのだ。それに比べたら常識的な広さだとさえ思う。

「幽ゆう鬼き院いんはあのくらいの広さだからこそ、引きこもるのに具合がよいのですよ？」

「自慢するのはそこかよ」

　つないだ手の先にいる少女――新にい妻づま役の朧月の額ひたいを、指でこつんとつついたとき、突然頭上から声が降ってきた。

「あ！　見てください新婚さん、花が……」

　星彩が指さしたのは、路みちの左右から枝を伸ばす松の木の深緑がふっつりと途切れた先。

　見覚えのある形の花が目を射いる。

　歩みを進め、この街で初めて見た花――しかもそれが群生する庭園を見渡した蒼刻は、訝いぶかしげにつぶやいた。

「龍りゆう爪そう花かか」

「はい。……ただ、白い龍爪花は、毒がない代わりに薬草にもならないと聞きますが」

「じゃ、これは完全に観賞用ってことっすか？」と星彩。

　この天然公主は世間知らずの引きこもりのくせに、妙な分野で知識がある。おそらく兄の教育の賜たま物ものだろう。

「っておいおい、桜まで咲いてるぞ。なんなんだここは」

　蒼刻はあっけにとられた。

　次に現れた広大な庭には、黒っぽく節くれだった枝が見えなくなるほどたっぷりと、艶えん美びな薄紅色の花が咲いていたのだ。皇都や州都では、とうに散っているのに。

　ここは北部なので開花は遅いだろうが、それにしたって初夏に入ろうという今頃に満開なのは異様だ。

　ごつごつとした幹に手をあてて、朧月が戸と惑まどいぎみにつぶやいた。

「街の人は、ここにだけ花が咲いていることは、もちろん知っているのですよね……？」

「祭りのたびに、董奉真君を詣もうでるそうだからな。知らないほうがおかしい」

　蒼刻は少女と並んで、頭上の花を見上げた。桜の下は、散った花びらが降り積もって石いし畳だたみを埋うめ尽つくしている。

「龍りゆう脈みやくがゆがめられて、ここに大地の力が集中しているせいでしょうか」

「だな。まあ、花見をするために龍脈をいじったわけじゃないだろうが」

　――何を企たくらんでいやがるのか。

　龍脈のことを街の住人は知らないようだが、これを「おや季節外はずれの桜か」程度で済ませてしまうだろうか。

　街に花を飾らないことについて、蒼刻も旅籠はたごの主人夫婦に訊たずねてみたが、

　――『いつ頃からかは忘れましたが』

　――『花は咲かずとも、こうして無事に暮らしておりますので』

　などという、奥歯にものが挟まったような返答しか引き出せなかった。

　心当たりはなくもない、という表情に見えたが、あまり食いついても胡う散さんくさく思われてしまいそうで難しいところだ。

　それにしても。

　幽鬼が見える彼女の飼かい主ぬしを自負して、こんな潜せん入にゆう捜そう査さめいたことにも何度も関わっているが、蒼刻は本当はもっとわかりやすい戦いのほうが性に合う。敵の大将を斬きり捨ててこい、とでもいうような。

　人目を避けてこそこそと這はうような下調べが大事なのもわかるが、さっさと攻めてこいと敵に言いたくなるのもまた事実だ。

（あの下げ衆す野郎のせいで、この意外と打たれ強い珍ちん獣じゆうも地味に参ってるしな）

　早く、けりをつけたい。

　ただでさえ、亡き友の一件以来、張ちよう宝ほうのことは許容できないと思っているのだ。

　ちらりと見下ろすと、今日も被衣かずきをすっぽりかぶった少女も、ちょうどこちらを見上げたところだった。

　目が合うと、ほよ？　とかいう間抜けな効果音をつけたくなる顔で、彼女は何度か瞬まばたきをする。それから、信頼していますとでもいうように表情をふわりと和なごませて、つないだ手を控えめに握り返してくる。

　こいつは俺にふれられるのが嫌じゃないんだろうな、と自信を持って感じるのは、こんなときだ。と同時に、無性に抱き寄せたくなる。その衝動を急いで宥めた。

（優先順位だ、優先順位）

　このところ蒼刻が冷静さを取り戻すための呪じゆ文もんが、これだ。

　今は、張宝の企みを阻そ止しするのが最優先。それと同じくらい、異能のことや張宝のせいで悩む朧月を思いやるのも大事。

　弱っているせいで普段よりいっそう儚はかなげな少女を見て、衝しよう動どう的てきにふれたくなるたびに、自分にそう言い聞かせている。

（どんな修練よりも忍耐力が鍛きたえられそうだな……）

　泣けるぜと内心ぼやいたところで、ようやく桜並木の向こうに、本殿である黄色い瑠る璃り瓦がわらが葺ふかれた道廟が見えた。脚に枷かせをつけられたせいで、翼を広げたのに飛び立てない鳥を連想させる外観。

　線せん香こうと紙し銭せんを買って中に入ると、曲がりくねった回かい廊ろうが奥へと延びている。

　回廊に沿っていくつか置かれた香こう炉ろの、燻くすぶる白煙の向こうに、むせ返りそうな極ごく彩さい色しきの鳥が無数に舞っていた。すべての柱と天てん井じように、これでもかと刻きざまれた装飾だ。

　絶たえず焚たかれる香に含まれた油を吸って、彫ちよう刻こくたちは光こう沢たくを帯おびている。

「廟って苦手なんだよな」

　蒼刻が思わずぼやくと、朧月が宝ほう珠じゆのように大きな瞳ひとみをぱちくりさせた。

「なにゆえですか？」

「線香くさいのが嫌とか？」と、これは星彩。

「この、やりすぎだろってくらい装飾過か多たなところや、内にこもりまくった雰ふん囲い気きで胸焼けする」

「そう……青せい嵐らんさまは、武人肌はだですからねえ。わたしには、屋根があるだけでも、外よりずっといい場所だと思えてしまいますけど」

　のほほんと引きこもり根性の抜けないことをのたまった朧月は、とても出で不ぶ精しようとやらに進化したようには見えない。

「でも、苦手なものがある青嵐さまはかわい――……」

　可か愛わいい、と続けそうになって、蒼刻に以前「男に可愛いとか言うな」と注意されたのを思い出したらしい。しまったと顔に書いて、口元を押さえた。

「よし。つねっていいか」

「ひー」

　別に怒ってはいないが、蒼刻はわざと少女をつつき回した。躾しつけの意味ですらなく、手以外の部分にさわりたくなっただけだ。

　彼女が目ま深ぶかにかぶった被衣に手を差し入れるようにして、頰をむにむにすれば、朧月はこそばゆそうに身をよじる。ちょっと荒っぽく撫なでられた猫みたいに。

　だれが可愛いだ。おまえのちょっとした仕草のほうがよほど、とつっこめたら、どんなにいいか。優先順位、と己おのれに言い聞かせて自じ重ちようしたが。

　ひとしきりむにむにされた頰を押さえ、朧月がふと思い出したように言う。

「そういえば……呼び方は『青嵐さま』で本当によろしいのですか？」

「今さらなんだ？」

「いえ……夫婦のふりをするなら、旦だん那なさまとお呼びしたほうが自然なのかなと、昨夜、抱ほう琴きんと話して思ったんです。わたしの演技力は微妙ですし。少しでも、お――お嫁よめさまらしくしたほうがいいですよね……？」

　最後でものの見事につっかえている。

　訊きいてはみたが、実際に呼ぶことを考えると気恥ずかしい。落ち着きなく目を泳がせる朧月は、そんな表情だ。

　星彩を見やると、予想どおり、含み笑いをしている。まったくこの幽鬼は。

　蒼刻はつかのま考えた。呼ばれて嫌なわけでも、不ふ都つ合ごうがあるわけでもないが――

（演技でそう呼ばれても別に、な）

　朧月の頭をぽんと撫ぜ、彼はとりなすように言った。

「おまえはそんなに器用じゃないんだから、過か剰じような演技はやめとけ。黙だまって俺に合わせることだけ考えてろ」

「はあ。……それはそれで、微妙に不安があるのですが」

「何か言ったか」

「いえいえ別に」

　新婚夫婦のふりをして昏星に入りこむ、という提案は、実のところ蒼刻が考えたものではない。昏星の特徴をあれこれ教えてくれた、緑りよく狸りの発案だ。

　董奉真君は鳥を象徴とするため、特に子宝祈願と病気の治ち癒ゆに霊れい験げんがあると信じられている。

　よそ者を歓迎しない土地柄だが、我われらが董奉真君さまにおすがりしたい者は、憐あわれみをもって受け入れてやろう。――という、上から目線の入った意識が、道廟を管理して城市を束ねる道士たちにはあるらしい。

　道廟の祭壇の間は、彩色された董奉真君の木像と、黒っぽい大だい理り石せきで作られた棺ひつぎのような供く物もつ台だいを中心としていた。

「大昔は、あそこで生いけ贄にえの動物も捧げてたそうっすよ朧月ちゃん」

「あそこ？　と言うのは――」

　星彩のいらん豆知識に反応して視線を上げた朧月が、固まる。

　さすがは祭りの季節だけあって、昼間でも街の住人らしき参廟者がひしめいている。旅人は少ない。

「ッ……そ――青嵐さま、ずいぶんと混んでおりますゆえ、ここは一時撤てつ退たいしたほうが」

「大げさだな。待ってたら日が暮れる」

　本能的にしりごみする朧月を、問答無用で引きずっていく。

　ここに来た目的は、本当は子宝祈願ではなく、龍脈の力を集める企みについて探さぐるためなのだ。偽ぎ装そうはさっさと済ませて、本来の用件に移らなくては。

　作法どおり、周りに三つ置かれた年代物の巨大な香炉に、願い事を告げながら線香を捧ささげていく。

「妻に似た子を授かりますように」

「夫に似た子を授かりますように」

「…………」

「…………」

「……だから合わせろって」

「ですが、さすがにわたしに似た子はどうかと……引きこもっちゃいますよ？」

「そこが遺い伝でんすんのかよ」

　阿あ呆ほな押し問答はさておき。

　最後に紙銭を供物台に捧げる動作をすれば、祈願はおしまいだ。

　この程度で効くのかよと蒼刻は失礼なことを内心ぼやいてしまった。まあ、効かれても困るのだが。

　帰り道には、人が少なそうな別の回廊を選ぶと、街中でもときどき耳にする「ホウホウ……ホウ……」という低い唱しよう和わが、道廟内のどこからか聴こえた。陰気で意味不明な唄うただと、蒼刻は初めて聞いたときから思っている。

「こうして聴くと……梟ふくろうの鳴き声に似てますね」

「ああ、梟はたしか幸福の象徴だったか」

「商売繁はん盛じよう、という意味もあったような――……星彩？　どうしたの」

　朧月がふと心配そうな声を上げる。

　翡ひ翠すいの瞳が見上げる先では、黙っていれば華はなやかな美形である女幽鬼が、妙に硬質な空気をただよわせていた。

「いえね、あたしの生前に、梟っていうあだ名の男がいたのを思い出しましてぇ」

「商売上じよう手ずだったのか？」

　蒼刻はなにげなく訊き返したが、視線をそらした星彩の横顔に思いがけない表情を見つけて、虚をつかれる。

　いつも悪戯いたずらっぽくこちらを眺ながめる目が、遠くに据すえられ、翳りを秘めていた。

　彼女らしくない、乾かわいた声で言う。

「いえ――その男の目を見ると死ぬ、って言われてたんですよ」

「え。梟って……そんな怖こわい鳥なの？」

　と、朧月はびっくり顔で訊き返す。

　……反応するどころが若じやつ干かんずれているが、ここで不用意に星彩の深みに踏みこむのはどうかと思ったので、蒼刻はあえてそのボケに乗ることにした。

　めずらしい色合いをした髪の先を、指先でくるくるといじりながら、星彩は続ける。

「あたしも詳しいことは知らないんですけど、その男の生まれた場所では、梟は死の象徴だったらしくて。小さな子が死ぬと梟の姿をした悪い幽鬼になって、夜になると遊び相手欲しさに、生者を死の世界に攫さらおうとするとか……そんな話も聞いたかなぁ」

「要するに、不吉な象徴でもあるってことか」

　蒼刻は目をすがめた。

　そう言われると、あの陰気な唄はもちろん、頭上の梁はりからこちらを睥へい睨げいする梟たちの彫刻まで、急に鬱うつ陶とうしさを増す。

　なんだか不ふ謹きん慎しんを承知で、鶏とりの丸焼きでも食べたくなってきた。昏星では、董奉真君の象徴である鳥を殺して食べるのは、戒かい律りつで禁じられているそうだが。

「ッ……」

　回廊の途中で、傍かたわらの少女がにわかに息を詰め、蒼刻の手をぎゅっと握にぎった。

「どうした」

「――嫌な気配が、します」

　だれかに聞かれるのを恐おそれるように声を低め、朧月はつぶやく。

　余よ人じんには見えぬものまで見てしまう翡翠の瞳は、何かを探すようにあちこちを彷徨さまよっていた。

　蒼刻もざっと見たが、風通しのいい回廊の両側には、庭園の緑と花しかない。

　気分が悪い妻をかばう夫の図に見えるように、蒼刻は朧月を連れて回廊の端に移動すると、小柄な彼女の目線の高さまで膝ひざをかがめた。

　耳元でささやく。

「嫌な気配？」

「……はい。何かに似ているのですが、まだ思い出せなくて。あと……少し、気分が」

　申し訳ございません、と絞しぼり出す声が弱々しい。顔まで青白かった。

　この娘は帰りたい・引きこもりたいという、どうでもいい弱よわ音ねはすぐにもらすくせに、本気で体調が悪化しても妙に我慢してしまうところがある。こちらに迷惑をかけたくないという気持ちが、そうさせるらしい。

　そんな朧月が、押し隠すことを放ほう棄きして、気分が悪いと言う。よほどのことだ。姉代わりの幽鬼も心配そうにしている。

「星彩。このへんに何かおかしなものがないか、見てきてくれるか」

「！　合がつ点てんです」

　壁をすり抜ける幽鬼が、短く応こたえてどこかに飛んでいった。去り際ぎわに不安げな視線を、少女に投げかけて。

　そうして熱病のように震ふるえてすらいる朧月を、有う無むを言わさず胸に抱かかえ上げたときだ。

「――お連れさまの具合が、お悪いのですかな」





◇◆◇






　かすれた声の主ぬしは、身体からだの線がわからなくなるほど長ちよう衣いを重かさね着した老人だった。董とう奉ほう真しん君くんの木像と、どこか印象が似ている。髪かみ紐ひもでまとめた総そう白しら髪がの上に、凝こった縁ふちどりの頭ず巾きんをすっぽりとかぶせた姿は、まさに幽ゆう境きようの仙せん人にんだ。

　後方に、似たような衣裳の男を数名引き連れているが、その老人が一番小柄である。

　干ひからびた茸きのこみたいな風ふう体ていにもかかわらず、蒼そう刻こくの武人としての勘かんが、即座に警けい鐘しようを鳴らした。ただ者ではないと。

「ちょっとな。妻はあまり身体が丈夫じゃないんだ。あんたは――」

「祭主、と呼ばれております。道士の端くれですな」

　――昏こん星せいの実質的な支配者だ。

　この爺じいさんが？　と蒼刻はわずかに瞠どう目もくし、改めて相手を観察した。

　鳥を象徴とする道どう士しを祀った廟の主あるじだというのに、老人から受ける印象はむしろ、鳥の卵をまる飲みする老ろう獪かいな蛇へびに近い。

　腰は低いのに、眼光がいやに鋭するどいのだ。蒼刻が何者なのかを、視線の刃やいばで解かい剖ぼうして見み極きわめたがるような。

「察するに、子宝祈願においでになったのですかな。参拝はもう済まされましたか」

「――あとは出口で、この紙銭を燃やして帰るだけだ」

「ほう。では、さっそくご利り益やくがあったのかもしれませぬな。よきかな、よきかな」

　顔はほぼ、枯かれ芒すすきのような眉まゆと髭ひげに埋もれているが――笑ったのだと思う。

　意外と愛あい想そはいい。

　こちらに子宝が授かったのを喜ぶ様も、口先だけの社交辞令ではないようだ。董奉真君の恩おん恵けいがあったことに満足しているふうでもある。

　――にもかかわらず、ちっとも善良な老人に思えないのが不思議だ。対たい峙じしていると、毒どく入りの茶でも出されたような気分になる。

　朧ろう月げつを抱いたまま出方に迷う蒼刻をよそに、祭主はやさしげに申し出た。

「お困りでしたら、気分のよくなる薬やく湯とうでも飲んでいかれますかな？　本殿に来ていただければ、すぐにご用意できます」

「……ありがたいが、お気持ちだけいただいておきます。旅籠に戻れば妻の常備薬がありますから、それで大丈夫かと」

「左様ですか。――あなた方も、白はく鷲しゆう祭さいの間はこの街に滞在されるのですな？」

　少し迷ったが、蒼刻は「そのつもりです」と最低限の言葉で答えた。

　この城市では、旅人の居場所は極端に限られている。偽いつわりを口にしたところで、すぐにばれて窮きゆう地ちに追いこまれるだけだ。

「では、お大事になさって、白鷲祭をお過ごしあれ」

　老おいた祭主は軽く一礼すると、部下らしき男たちを連れて、道廟の奥へと吸いこまれるように消えた。

　それを見送るや否いなや、蒼刻は朧月を抱きかかえて道廟の外に出た。

　油断ならない相手の前だったので、弱みを見せないようにしていたが、実は朧月の震えがひどくなっていたのだ。

「蒼刻さん――ッ……と、青せい嵐らんさま、もう大丈夫です」

　やがて、朧月の必死な声が耳にふれる。

　満開の桜の下で、蒼刻は足を止めると、腕の中の少女を見下ろした。

　また無理をしてないかと疑いながら顔をのぞきこむと、表情はまだ晴れないが、血けつ色しよくはだいぶ元に戻っていた。

　桜の真下に、石を四角く切り出して置いたような簡素な椅い子すがあったので、とりあえずそこに少女を座らせてやった。

「嫌な気配がする、って言ってたよな。それはもうしないのか？」

「今はしません。でも……回廊の途中で――張ちよう宝ほうと、少し似た気配を感じたのです」

「なに」

「それにあの、祭主という方……」

　神秘的な翡翠の瞳が、戸惑いと恐れの翳かげりをはらんで揺れる。彼女は言いにくそうに目をそらした。

「生きている人よりも、幽鬼に近い気配を感じました」

「おい。それって――」

　自分の顔がはっきりとこわばるのを感じ、蒼刻は苦にが々にがしい心地ここちに襲おそわれる。

　幽鬼。死者の魂こん魄ぱく。

　生なま身みの肉体を持っているのに、幽鬼と似た気配を持つものといったら――

（――迅じん）

　錐きりで抉えぐられたような鋭い痛みを伴ともなって頭に閃ひらめいたのは、死んだ友の名。

　戦場で果て、けれど冥めい府ふに逝いくことを許されず、張宝によってその魂魄を無理やり骸むくろにつなぎとめられた。そして殭屍キヨンシーという名の人怪として張宝に操あやつられて、皇都に暗い影を落とし、蒼刻の心を切り刻んだ。

　仮に祭主が殭屍だとすれば、それはすなわち張宝が関係しているという証あかしだ。殭屍を操る禁きん忌きの道術は、張宝にしか扱えない。

　ただ、迅とあの老人には決定的に違うところがある。

「祭主には、張宝に操られてるような雰囲気はなかったよな」

　迅は己の心をほとんど失って、戦闘意識のみで動く人形と化しており、生者とは明らかに違う存在だと見ればすぐにわかった。

　しかしあの祭主は、そうと言われなければ普通の老人と見分けがつかない。

　そんな反論は予測していたようで、朧月は自信なさげに肩を落とす。

「はい。ですから、わたしの気のせいなのかも……」

「阿あ呆ほう。おまえはそっち関係には、この世のだれよりも詳しいし経験豊富なんだ。もっと自分の感覚に自信を持て」

　説教じみた口調で言い放てば、少女は神妙にうなずき、やがて顔を上げた。

「では……どういうことなのでしょうか。あの祭主という方の、おかしな空気は」

「まだわからんし――ここで俺たちだけで考えても、埒らちが明かないだろう。来らい将軍の意見を聞こう」

　偵てい察さつを頼んだ星せい彩さいのことも気になる。

　とりあえず敷地内をもう少し調査してから戻るべきか――と思ったとき、針で刺すような視線を感じた。

　蒼刻はそろりと眼球だけを動かして、視線の方向をたどり、一瞬息を止めた。

　少し離れた木こ立だちに、真昼だというのに影のような黒ずくめの男がいた。

　ざんばらな黒髪。

　その陰でにぶく光る、世を呪のろうような暗く鋭い琥こ珀はく色いろの瞳は、鴉からすのそれを思わせる。

　――張ちよう梁りよう！

　張宝の弟で、存在自体が毒を塗った刃やいばのような戦士だ。感情を微み塵じんも動かさずに人を殺あやめることができる、異様な男。

（張宝だけじゃなくて、あいつもここに来てるのか）

　武官として反射的に「追うか」と考えたが、回廊の行く手から何も知らない参廟者がやってくるのに気づき、寸前で思いとどまった。

　新婚夫婦のふりをしているのだから、悪目立ちする行動は避けなくてはいけない。今、この街から追い出されるわけにはいかないのだ。

　加えて、朧月を置いて追つい跡せきに走るわけにはいかなかった。黄こう巾きん賊ぞくの、少なくとも張宝の目当ては、この天然公主なのだから。

　迷える思考は、時間にすれば、瞬まばたき数回の間のことだった。

　気がついたときには、張梁の姿は幻まぼろしのように忽こつ然ぜんと消えていた。

　朧月は蒼刻の視線を追って、張梁がいることに気づいたらしく、蒼そう白はくになっていた。

「蒼刻さん……」

「早く星彩と合流して、旅籠に戻るぞ。――今後は、なるべくバラバラにならないほうがいいかもしれないな」

　黄巾賊の気配が、こんなにも間近に迫っているのだから。
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　星せい彩さいと合流して旅籠の部屋に戻ると、まるで初日からずっとそこにいたような風ふ情ぜいで、情報屋がくつろいでいた。

「って、なんで俺たちの部屋にいるんだよ」

「『遠えん雷らいさま』がまだ帰らないから、話し相手が欲しかったのさ。いや～、こちらの御ご仁じんはいろんな情報を持ってて、すごいな。俺の相方になってほしいくらいだ」

　色いろ眼め鏡がねの奥で、黒い瞳が陽気そうに輝く。

　日向ひなたぼっこのついでに、情報屋と向き合って茶を喫していた白びやつ虎こは、蒼そう刻こくと目が合うと静かにうなずいた。

「おぬしたちが出かけたのと入れ違いに、こやつが戻ってきたのじゃ」

「そうか。――すまないが張ちようさん、星彩と一緒にこいつを見てやってくれるか？　俺はこの男とちょっと話がある」

　我ながらおざなりな返事をして、ともかく朧ろう月げつを任せると、蒼刻は情報屋の腕を引っ張って部屋を後にした。

「どうした少年？　ただでさえよろしくない目つきが、凄すさまじいことになってるぜ」

「余計なお世話だ」

　嚙みつくように切り返しながら、旅籠の裏口を出た。

　手入れの行き届いた裏庭は、季節の花の彩いろどりこそないものの、日陰を好む薬香草などが植えられており、目にやさしい緑の濃のう淡たんが一枚の絵を作り上げていた。日当たりがよいのでそこそこ育ちはよい。花はやはり咲いていないが。

　そういえば、女将おかみが籠かごに摘つみたての葉を入れて運んでいる姿を、何度か見かけた。

（ここの料理にも使われてるんだろうな）

　適当な木陰を選んで立ち止まり、蒼刻は連行してきた男をにらむように見上げた。

「――衛えい万ばん里り」

「いきなり名前で呼ぶなよ少年。びっくりするぜ」

　言うわりには、情報屋――衛万里の表情に、本物の驚きは見当たらない。わざとらしく眉をはね上げているだけで。

　食えない男だと思いながら、蒼刻は平へい坦たんな声で言い放つ。

「あんたに、ひとつたしかめたいことがある」

「ほう、情報屋に無料で質問しますか。いい度ど胸きようしてるねえ」

「初日から旅籠に戻らなかった間、どこに行ってたんだ？」

「――お？」

　衛万里は、今度は本当に驚いたようだった。

　軽く目をみはると、色眼鏡を口元までずり下ろして、さえぎるもののない黒い瞳でこちらを見み据すえた。

　程なくして浮かんだ表情は、心外そうな苦笑いといったところだ。

「これはあれか。俺は黄こう巾きん賊ぞくとつながってないか、疑われてんのかい？」

「疑うってほどじゃないが、念のために訊いてる。――今の俺は、後ろを気にせずに刀を振り回せる状態じゃないからな」

　蒼刻は硬い声で言った。言い訳がましく聞こえるのは、嫌だった。

　自分一人であれば、予想外に何かがあっても、刀一本あればどうということはない。

　ただ、朧月を傷ひとつつけずに守りたいと思うからこそ、神経が尖とがってしまう。

　それを見透かしたのか、情報屋が微ほほ笑えましそうに目を細めた。

「愛ですな」

「茶化すな。斬るぞ」

「わかったわかった、少年。――大丈夫だよ。俺はおまえさんを裏切らないぜ」

「あんたの大事なものに誓ちかえるか？」

「そうだな。俺の恋しいあの御お方かたに誓う」

　普段の軽けい妙みよう洒しや脱だつなそれとは打って変わって、静かな声で万里は告げた。

　その表情が、声の響きが、だれかに重なって見えた。

　花はな守もりだ。

　花守が、今でも忘れられない初恋の女性のことを語ったときと同じ――なつかしさと寂さびしさがない交ぜになった表情だ。ふれただけで壊れる硝子ガラスの薔ば薇らを慈いつくしむようなこの表情が演技なら、この男は役者になったほうがいい。

　蒼刻がまじまじと見るせいで照れくさくなったのか、そんな情報屋らしからぬ表情はすぐに引っこめ、万里はにやりと笑んでみせた。

「さて。少年は俺をどうする？」

「仕方ないから、信じてやる」

　つっけんどんな言い方に、衛万里は「敵かなわんなあ」と苦笑いになった。

　まあ、国軍としばしば仕事をする情報屋のようだし、以前の事件の際に、蒼刻に「衛万里」という本名を明かした経けい緯いもある。今さら疑うまでもなかったのかもしれないが、街そのものが敵のような疑心暗鬼の状態だったので、白黒はっきりさせられることは、片づけておきたかったのだ。

「だがまじめな話、ここに戻らない間、あんたは何してたんだ？」

「遠雷さまの依頼で、董とう奉ほう真しん君くんの道廟がらみのことを調べてたんだぜ。それで――」

　と、枝葉がこすれる音がして、二人とも口をつぐむ。

　小動物じみた気配がしたほうを見ると、壁に開いた穴を器用にすり抜け、裏庭に入ってくる影がひとつ。

（――子供？）

　十歳かそこらの少年だ。

　くっきりした眉に涼すずしげな目元で、商人の弟で子しのように賢かしこそうな顔つきをしている。

　子供らしい艶つや々つやの黒髪は巾きんで小さくまとめ、着ているものは質素だが、歳としのわりに落ち着いた挙きよ措そのために凜りんとして見える。数年もすれば、同年代の娘たちが放っておかない好青年になりそうだ。

　とっさに隠れた蒼刻たちには気づかない様子で、少年はとある窓に一直線に駆かけ寄る。

「抱ほう琴きん。いる？」

「……鷹ようくん？　わ、うれしい。また来てくれたの？」

　はずむような声とともに、花咲く梅の枝をかたどる格こう子し窓まどが開いた。蒼刻にも聞き覚えのある声だった。

「声が大きいよ。この前みたいにひやひやするのは、ぼくはごめんだよ？」

「う。……ごめんね」

「おばさんたち、来てない？　だったらいいよ。具合は？」

「いいよ。熱もないし、気分がいいの。そうそう！　あのね鷹くん、今日は鷹くんにあげたいものがあるのです」

　窓から落っこちそうなくらい身を乗り出し、抱琴は得意げに微笑んだ。

　ああ、と蒼刻は思い出す。

（朧月が手伝ってやった手紙か）

　朧月たちの会話は室内で聞いていたが、少女の顔をまともに見るのは初めてだ。

　切りそろえた前髪の下でくりっとした瞳が輝く、愛らしい少女である。

　想像していたほど朧月に似ていないなと思った。

　傍かたわらで万里がささやく。

「いやはや、初恋ですな」

「にやにやすんなよ。おっさんくさいぞ」

「そう言いなさんな。ちょっこし郷きよう愁しゆうにかられたんだよ」

　訛なまりのない言葉を話すせいで、どこの地方の出身かも推測できない男が、髭のない顎あごをさすりながらうそぶく。

「俺も昔は――ま、あんなに純粋じゃないけど、よく窓辺に通ったものでね」

「あんたが片想いしてるっていう女のことか？」

〈恋する情報屋〉などというこっ恥ぱずかしい肩書を、この男が堂々と名乗る理由は、そういうことらしい。恋してやまない女性を、常に心に抱いているという。……胡う散さんくさい風体には似合わないが。

「そうだよ。少年の可愛がってる姫さんほどじゃないが、俺の愛いとしい姫君も、あまり外に出たがらない人でね。いつも部屋で本を読んだり、自分で物語を書いたりしてたんだぜ。――俺はそれがなんだか気になって、『物語を書くのに取材も必要だろう？』ってたぶらかして、何度かこっそり連れ出したことがあるのさ」

「連れ出しただけか」

「おうよ。俺は紳しん士しなんだぜ」

　蒼刻は「噓うそこけ」とばっさり言ってやった。

　――深しん窓そうのお嬢じよう様さまに、根無し草の情報屋がうっかり惚ほれた。

　そういうことなのだろうか。意外といえば意外な片恋である。

　物語を書く高貴な女性と言われると、蒼刻はとっさに湘しよう雲うん公主――太たい子し殿でん下かの姉公主である佳か人じんを思い出す。蒼刻と朧月を題材にした物語まで書きはじめる、社交的で聡そう明めいだが困った姫君だ。

　まさか彼女が、この男の想い人ということはないだろうが……。

　湿しめっぽい空気を自みずからはじきとばすように、情報屋はにっかりと笑った。

「ま、同じ恋する男同士、がんばろうや」

「その言い方はなんか嫌だな！」

　親しみをこめて肩に回された腕は、邪険に押しのけたくせに。

　恋する、という部分をきっちり否定しなかったのは――まあ、そういうことだ。
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「あ、おかえりなさいませ」

　なにやら険悪な雰囲気で、蒼そう刻こくが情報屋を引っ張っていったときはおろおろしたが、戻ってきたときには、すっかり普段どおりの二人だった。つまり、飄ひよう々ひようとした情報屋の発言に、蒼刻が律りち儀ぎにつっこみを入れている。

　ほっとしている朧ろう月げつに片手を挙げてみせて、それから蒼刻は目をみはった。

「――って、あんたも帰ってきてたのか」

「そうだよ。ただいまー」

　煌こう言げんがにこにこしながら言った。

「蒼刻くんも食べないかい？　苺いちごと小豆あずき餡あんを餃子ぎようざの皮で包んで揚あげたお菓か子しなんだけど、おいしいんだよー。小しよう甘あまと大甘と超級甘があって、どれが当たるかはお楽しみ」

「なんでいちいち博ばく打ちなんだよ」

　胡こ椒しよう餅もちで痛い目を見た蒼刻がとても嫌そうな顔になる。朧月は、星せい彩さいと顔を見合わせて忍び笑いをしてしまった。

　こと甘いものに関する嗅きゆう覚かくは、道術の才能と同じくらいたしかなようで、煌言が市で仕入れてきたという桃ももまんや白しら玉たま団だん子ごは、どれもおいしい。

　卓を囲んで話す内容が、甘かん味みのほのぼのとした味わいとはかけ離れていても。

　ひとしきり情報を交換し合うと、煌言がすっと目を細めてつぶやいた。

「張ちよう梁りようかー」

「来らい将軍も知ってるんですか」

「名前だけね。実際に遭そう遇ぐうしたことがある人は少ないはずだよー。なにせ、黄こう巾きん賊ぞくに都合の悪い人間を闇から闇に葬ほうむる処刑人だから」

　黄巾賊を裏切ったり抜けようとする者がいれば、地の果てまでも追いかけて、息の根を止める。時には金のために、暗殺を引き受けることもある。張梁が担になっているのは、妖賊たる黄巾賊の行いの中でも特に闇が濃い部分だ。

　ただ今は、兄である張ちよう宝ほうの手先となって動いているらしい。州都での事件がそうだったように。

「でも、さしあたっての問題は、張梁よりも道廟だねえ」

「龍脈のことが気になりますか」

「蒼刻くんは逆だろうけど、僕の根っこは道士だからねー」

　煌言のやさしげな面おも差ざしに、ふと翳かげりが落ちる。

「君たちが道廟を見てきてくれたおかげで、いろいろと想像できる材料が増えたけど。僕の知ってる道術がらみの事件の例に照らし合わせて考えると、朧月ちゃんが不気味に感じたっていう祭主は――」

　蒼刻の問いに、普段はなんでも軽やかな口調でぺらぺら話してくれる青年武将にはめずらしく言いよどんだ。

「――いや、これはまだ僕の憶測でしかないから、やめとこう」

「すごく気になるんですが？」

　蒼刻が率直に言う。途中で止められてずっこけた朧月たちも、うんうんとうなずいた。

　煌言が苦笑いする。

「ごめんごめん。あんまり君たちを不安がらせることを言いたくないんだよ。そこの情報屋さんに聞いてた話があるせいか、僕も朧月ちゃんみたく、悪い方向にばかり考えちゃうみたいでさ」

「情報屋さんの……？」

　後ろ向きの代名詞にされてしまった朧月は多少しょんぼりしたが、今は話の続きのほうが気になった。

　翡ひ翠すいの瞳を向けると、情報屋は意外そうな顔で紅茶を飲む手を止めた。

「あり？　俺まだ、少年と姫さんには話してなかったっけ」

「なんのことだか見当もつかない勢いで知らねえよ」

「俺の同業者が、昏こん星せいで消えたのさ」

　――消えた？

　瞬まばたきをする朧月と蒼刻、星彩、張ちようさんの視線の先で、情報屋がふと笑みを消す。

「俺の肩書は〈恋する情報屋〉だけど、まあ日ひ銭ぜにのために時には用心棒だの道案内だのもしてるんだ」

　そういえば、腕試しで巨きよ漢かんを叩きのめしてお金を稼かせいでいたのを見たことがある。初対面のときの強烈な光景だ。

「道案内の仕事がらみで昔知り合ったやつが、この近所にいたんだ。俺と同い年で、北方の騎き馬ば民族アルタン＝カン族を祖そ父ふに持つ、そのくせ戦いが大の苦手なやつでさ。部族の里を離れて、神華国の北部を中心に、愛馬と一緒に旅人の護衛兼道案内をしてたんだ」

　だが、数ヶ月前。

　――とある商家の四男坊の、気ままで物好きな旅に付き添って、この昏星の街まで案内することになった。

　そう話して別れたのを最後に、彼は愛馬とともに消息を絶たったのだという。

「まあ、俺みたいなやつの同業者が、どこでくたばったのかわからなくなるなんて、めずらしいことじゃないけどな。仕事の合間に調べたら、どうやら雇やとい主ぬしの四男坊さまも行方ゆくえ不明らしいし、このあたりで黄巾賊が活動してるって噂うわさも出てくるじゃないか。こりゃあ何かあるだろう、と思って国軍に近づいてみたわけだ」

「で、彼が売りこんできた情報の裏がとれたのと、蒼刻くんたちから張宝の言葉を知らされたのとで、これは早々に手を打たないとまずいなってことで、今回の昏星の調査が急いで始まったわけさー」

　煌言が補足して、国軍側の裏事情を教えてくれる。

「なるほどな。――情報屋。あんたはその道案内の男がどうなったかによっては、敵かたき討うちでもするつもりでいるのか？」

　傍かたわらで蒼刻がめずらしく、言いにくそうな表情をした。

　情報屋の話に、以前彼が喪うしなった友人が重なったのだろう。彼が負った心の傷を知る朧月まで、胸がふさがる想いだ。

「そんな辛しん気きくさい面つらしてくれるなよ少年。俺はまだそこまでは考えてないぜ。できれば生きててほしいと思ってるんだ」

　あっけらかんとした口調とは裏腹に、情報屋の瞳の光は冴さえない。最悪の結末を、覚悟はしているのだろう。

　しばらく、嫌な後味を残す沈黙が落ちた。

　やがて張さんが、白銀の毛におおわれた肩をゆるやかに上下させ、深く息をついた。

「知れば知るほど、胡う散さんくさいことだらけの城じよう市しじゃな」

　ですねえ……と星彩がうなずく。

「しかし黄巾賊は、いつからこの城市に入りこんでおったのじゃろうな」

「それは……」

　気になりますけど、と朧月は言いよどんだ。ただでさえ、独特の信しん仰こうのために閉鎖的な城市である。

「もし黄巾賊が、この城市によからぬ妖術を与えて、時間をかけて住人たちを完全に味方に引きこんでるとしたら――厄やつ介かいですよねぇ」

　渋しぶい顔で星彩が言うとおりだ。黄巾賊の息がかかった人々から、張ちよう宝ほうたちの情報を引き出そうとするのは、まるで現実的ではない。孤こ立りつ無む援えんにも等ひとしい状況である。朧月の兄である刺し史しを、今から呼びつけるわけにもいくまい。

　と、そこである人を思い出し、朧月は、ぱっと顔を上げた。

「花守さんは？　あの方は昏星には住まずに、でも、昏星には龍爪花を売るために何度も訪れているようでしたから……」

「客観的な話が聞けるかもしれないか」

　人柄には信頼がおけるし、董とう奉ほう真しん君くんへの信仰に偏かたよっているふうでもなかった。この城市の周りでは貴重な情報源だといえる。

　蒼刻が少しばかり皮肉っぽく目をすがめた。

「あのおっさんが黄巾賊の影響を受けてなきゃいいけどな」

「……わたしは、あの方は信じたい気がします」

「俺もだ」

　甘い意見だと一いつ蹴しゆうされる覚悟をしていたのだが、思いがけず蒼刻がうなずいてくれたので驚いてしまった。

　しかし今から花守の元に向かうと、市門の閉ざされる時刻までに帰れない可能性が大いにあるので、行動に出るのは明日の早朝と決める。

　いつしか、夕刻の訪れを意識する時間帯になっていた。

　格子窓の向こうからは「ホウホウ……」という、もういい加減、耳になじんでしまった祭りの唄うたが聴こえている。

「そういえば……お祭りはそろそろ、前夜祭でしたよね？」

「ああ。と言っても、何をやるのかさっぱりわからんが」

「明後日に前夜祭らしいぜ、姫さん」

　と情報屋。

「前夜祭……とは？」

「知りたいかい？　そのへんは俺がきっちり調べてきましたよっと」

　まるで待ち構かまえていたように、情報屋は卓に身を乗り出した。指を一本立てる。

「白はく鷲しゆう祭さいの前夜祭は、祭りっていうよりは儀式に近いものらしいぜ」

「儀式？」

「ああ。街の人間だけが董奉真君の道廟に集まって、祭主が取り仕切る仮面舞踏を見学するんだとさ。それで幽鬼たちの荒ぶる魂たましいを鎮しずめ、悪い幽鬼にとりつかれる理由になる穢けがれを人々からすすぐっちゅう仕し儀ぎらしいぜ」

　おそらく、間抜けなくらい不思議そうな顔をしていたことだろう。

　床ゆかに腹ばいになっていた張さんが頭をもたげ、二人の心に浮かんだ疑問とまったく同じ問いかけをした。

「儂わしはこの部屋に一日中いるので、路を練り歩く仮面舞踏の行列を腐くさるほど見たが……。街中で見られるものと、前夜祭は違うのか？」

「違うのですな」

　情報屋はうなずくと、深刻になりすぎるのを避けるように、妙な語尾を使いながら説明してくれた。

「街中でやってるのは、同業者たちが商売繁はん栄じようもついでに祈っておくとか、小麦商人たちが今年は豊作かどうか占うとか、俗っぽい目的もあるんですな。でも祭主さまが行う儀式は、ちゃんと伝統的で厳おごそかな神事なんですな」

「ふうん。僕も見たかったな」

　と煌言が言ったのは、好奇心からではなく、妖あやしい儀式ではないのか？　という道士の視点で疑惑を感じたからだろう。

「基本的に城市の住人にしか公開しないらしいからなあ。でも霊験はたしかだそうですぜ？　噂では、二年前に大たい病びようをわずらって死にかけた祭さい主しゆさまも、この神事が終わったら見事に恢かい復ふくしたとか」

　ぽつんと付け加えられた情報に、朧月は知らぬ間に息をのんでいた。

　道廟でも味わった嫌な予感に、再び身体の芯しんを鷲わし摑づかみにされたのだ。
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　結局――

「これからは最悪の場合を想定して動こう。　張ちよう宝ほうの企みを阻止するんだ」

　黄こう巾きん賊ぞくの狙いについて、煌こう言げんはどうやら、ある程度の見当はつけているようだ。

　しかしなぜか、細かく説明してくれようとしない。

　もの問いたげな目をする朧ろう月げつに、青年武将は肩をすくめてみせた。

「僕の杞き憂ゆうで済むなら、それが一番だから。もし予想が当たってしまったとしても、武官の蒼そう刻こくくんはともかく、朧月ちゃんや張ちようさんや情報屋さんみたいな、一般の人に負わせていいことでもないしね」

「……？」

「大ざっぱに言うと、この先は国軍が負うべき仕事だっていうこと。今さらかもしれないけど、君はなるべく巻きこみたくないんだ」

　普段は陽気に飛ばしているのに、そう語る表情は、まるですべてを悟さとり切った仙せん人にんのように静かだった。

　そして気け圧おされやすい朧月はともかく蒼刻でさえ、何も踏みこんだことを訊かずに、煌言の求めるまま協力しているのだ。

（いや……蒼刻さんは――）

　煌言の言う「最悪の場合」がどんなものか、気づいているのではないかと思った。ただの勘かんだが。情報屋は……読めない。

　この場では一番地位の高い煌言が、めずらしく主体になって今後のことを決めると、いったんお開きになった。

　自分の部屋に戻るために立ち上がったところで、ふと思い出したように、煌言がくるりとこちらを振り返った。舞いの一部を切り取ったような、無駄に華か麗れいな動きで、さっきの真しん摯しな空気はほぼない。

「そうだ。用心のために、これは朧月ちゃんが持っててー」

「――鏡かがみ、ですか？」

　とっさに受けとった朧月は、意外な想いで瞬まばたいた。

　大きさはてのひらほど。飴あめ色いろの蓋ふたに花はな模も様ようが刻きざまれた、素そ朴ぼくで愛らしい化け粧しよう鏡である。

　道士である煌言が持つ鏡といったら、風水に関係する八はつ卦け鏡きようみたいに仰ぎよう々ぎようしいものを予想していたのに。たしか道術では、鏡は重要な魔ま除よけの道具である。

「まあ、今はちょっと映らないと思うけど」

「映らない……？」

「それ、鏡越しに、離れた場所にいる人と話すための道具なんだ。今皇都で、軍部と道士が力を合わせて開発中のものでね。ここの龍脈は――僕があの杭くいをこっそり処分しまくってるとはいえ――まだ変すぎるから、まともに使える状態にはなってないと思うけど、万が一のときのお守りにねー」

「ありがとうございます。……龍脈の流れを利用したものなのですか？」

「ざっくり言っちゃうと、そんな感じ」

　細かく説明してもいいが徹夜になる勢いだというので、朧月はひとまず煌言から使い方だけ習った。

　道術の基礎をつかんでいれば、扱いはそれほど難しくないようだが。

「ちなみにそれ、皇都の太子殿下も欲しがったんで、渡してあるから。つながるようになったら、君のところに不意打ちで連絡がくるかもねー」

「えええええ」

　あの華やかだけど本音の読めない太子殿下から、連絡が？

　急に手の中の鏡が危険物のように思えて、朧月はちょっと固まったのだった。
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　が、その夜。

　早めに床とこについた朧ろう月げつは、うっかり後悔してしまった。

（やっぱり来らい将軍さまに、徹夜の講義をしてもらえばよかったかな……）

　なにしろ昨夜まで添い寝してくれた星せい彩さいがいない。煌こう言げんの指示で、夜の城市での調べ物に出ているのだ。

　心配そうな幽鬼には「大丈夫よ」と強がってみせたが、いざ寝台に入ると心細くて仕方ないというヘタレっぷりが、我ながら情なさけなかった。

　眠れないだけならマシだ。少なくとも、悪い夢を見ずに済むのだから。

　だが、夜の独特の静けさや冷えた空気がいつになく怖いのには参った。

　昼間の喧けん噪そうで紛まぎらわせていた不安が、はっきりとした存在感をもって、朧月のひ弱な心を嬲なぶる。

（張ちよう宝ほうだけじゃなくて……張ちよう梁りようまでいるなんて）

　あの鴉からすの目の凶きよう手しゆは、朧月を強いまなざしで見つめていた。なぜかはわからないが、殺意にすら近い鋭さがあったと思う。まぶたを閉じると、その琥珀色の眼光が闇の中に浮かび上がってくる。

　この城市で何が起こるのか。

　張宝たちは何を起こそうとしているのか。不安の種は尽きない。

　無数の鳥仮面。呪詛によって滅びた村。張宝の不吉なささやき。龍脈に穿うがたれた杭くい。張梁の影。梟ふくろうを真ま似ねた唄。道廟を燻いぶす香のにおい。祭主のまとう不気味な気配。この城市で消えたという情報屋の友人――

　――『何かあったら、武官さんを頼るんですよ』

　――『その分、明日がんばるってことで、ね？』

　星彩が残していった言葉が浮かぶ。

　朧月は長いこと胸をふさぐ不安と戦っていたが、意を決して起き上がった。

「…………」

　夫婦のふりをして泊まったので、宿の主人は当然のごとく、二人で悠ゆう々ゆうと寝られる寝しん台だいがある部屋をくれた。ただしひとつしかないので、蒼そう刻こくは長椅子を使っている。

　帳とばりを開いて寝台を抜け出すと、ちょうど部屋の反対側にある長椅子で眠る蒼刻の元に、朧月は抜き足さし足で近づいていった。

　二人の空間を隔へだてる衝つい立たてから、こそっと向こう側をのぞきこんでみる。

　蒼刻は彼女がもそもそ動く気配を察知していたらしく、すでに身を起こしていた。

　目が合うと、眉をひそめられてしまった。

「どうした、暗い顔して。まさか、またあの下衆野郎が夢に出たか」

「いえ、まだ……と言いますか、今夜はまだ眠れてもいなくて――」

　一瞬ためらうが、不安な気持ちのほうが今は勝った。

「蒼刻さん」

「？　なんだ」

「――こ……今晩だけ、一緒に寝ていただけませんか」

　子供じみた恥ずかしい頼み事だったが、張宝たちが近くにいるという恐怖の前では、ささいなことにすら思えた。

　蒼刻がぎょっとしたように動きを止め、耳に痛いほどの沈黙が落ちる。

「…………おまえな」

「申し訳ございません、五歳児みたいなことを言って」

「いや、俺は別にそこを怒ってるわけじゃないんだが」

　深いため息。

　落ちた沈黙に耐えかねて、やっぱり一人で寝台に戻ろうかと思った矢先に、蒼刻が腹をくくったように言った。

「一生面倒見てやるって約束したからな。仕方ない、付き合ってやるよ」
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「ほら、ちょっと詰めろ」

「え……あ、あの、別に同じ寝台に入っていただかなくてもよいのですが」

　朧ろう月げつとしては、蒼そう刻こくが寝ていた長椅子を寝台のそばまで寄せて、彼の顔を見ながら眠る図を想像していたのだが。

　どちらにせよ迷惑だったのか、蒼刻はやけに不ふ機き嫌げんそうに言った。

「こんな時間に長椅子を動かしてガタガタ音立てたら、ほかの客に迷惑だろ。それとも、俺には床で寝ろと？」

「いえ、そんな滅めつ相そうもない！　でしたらわたしが床で……」

「阿呆。ヘタレ女を床に放り出して寝台で寝られるほど、俺は腐ってねえぞ」

「……はあ」

　額を軽くこづかれてしまった。

　――同じ寝台は使うが、布ふ団とんと枕まくらは別々で。身体の間には、枕をひとつ置いて。

　そんな取り決めをして、ひとつ寝台の上に乗る。妙な緊張で動きがこわばった。

「帳は閉じるか？」

「あ……それは、ええと、蒼刻さんのお好きなようになさってくだされば」

　月光が明るすぎると眠れないほど繊せん細さいではない。故郷では同じ室内で、同居している幽鬼たちが賭け事をしたり喧けん嘩かしたり話しこんだりしている声を聞きながらでも、構わず眠っていたくらいである。

　必要なのは、安心感だけだ。

（でもなんだか……別の意味で安心しづらい状況になってしまった気が）

　どうしてこうなった。

　この状況で果たして眠れるのだろうか。少しどころでなく自信がない。

　恥ずかしながら以前、こうして不安で眠れない夜に、異母兄あにに添い寝をお願いしたことが何度かあったので、同じノリで考えていた部分があった。が、実際にそれと同じ状況になると、何かが決定的に違った。

（信頼しているという意味では、兄さまも蒼刻さんも同じなのに……）

　こんなにも、何かが違うとは思わなかった。何が違うのかは、今の火ほ照てった頭では見当もつかないが。

　いろいろと間抜けすぎる。どうしよう。

　頭を抱える朧月をよそに、蒼刻はちょっと考えた後で、こぶしひとつ分くらいの隙すき間まを残して帳を閉めた。

　月明かりが内側にわずかに忍びこみ、互いの表情くらいはつかめるようになる。

「じゃ、とっとと寝ちまえ。子守唄も必要か？」

「そこまで子供ではないです……」

　珍獣から赤子に格下げ――下げられたと言っていいのかどうかは微妙だが――されてしまった自分が、我ながら情けない。

（わたしは蒼刻さんにとって、赤ん坊みたいなものか……）

　無む造ぞう作さな扱いに、半分はへこんだが、半分はほっとした。

　もはや痛いほど鼓こ動どうが加速していた心臓が、花が萎しおれるように、しゅうっとなだめられたようにも感じる。

「ついでに、眠れるまで手でも握ってやろうか？」

「……では、遠慮なく」

　赤ん坊扱いなら変にあれこれ意識するほうが間違いかと思い、ご好意に素直に甘えて、朧月は彼が差し出した手をとる。

　いつも、外ではつないでいる手。

　朧月の頭など、ひとつかみにしてしまいそうな手だ。

　剣だこが潰れて、ところどころ固くなったてのひら。それが無性にいとおしい。

　と、蒼刻が低く唸うなった。

「待て、どういう握り方してんだ。胸元に抱き寄せるか普通」

「え。以前、天てん祥しようさまのパンダさんに添い寝してもらったときは、こうして抱っこしていましたし……」

　この国の太子殿下と、その愛あい玩がん動物である。どちらも妙に朧月をお気に召めしたようで、逢うとなつかれてしまう。

　朧月の両手に、大事そうに手を握られた蒼刻は、果てしなく居心地が悪そうだ。

「俺が想定してたのは、仰あお向むけに並んで手だけつなぐとか、そういうのなんだが」

「仰向けなんていう解放的な格かつ好こうで、わたしが眠れるわけがないじゃないですか」

「堂々と言うな！　――ったく」

　舌打ちをすると、蒼刻はこちらの背に腕を回してきた。

　さすがの朧月も、びくっとした。

　保護者と赤ん坊状態で、間に枕をひとつ挟んでいるとはいえ……これは何かとギリギリではなかろうか？

　抱き上げられたことは、昼間になら何度もある。

　だが今は二人とも、上掛けがかかったところ以外は夜着一枚の姿。昼に寄り添ったときよりも、体温や背にふれる手の感触が近い部分があるのだ。そこからじんわりと互いの温もりが肌にしみこんでくる。

　一瞬で困惑の極みに押し流され、ものすごい早口になった。

「そ、蒼刻さんあのそのわたしの頭ではどうしてそういうことになるのかが」

「やかましい。おまえのほうが珍獣だろうが。パンダみたいに黙って抱かれてろ」

「えええええ」

　無茶苦茶すぎる気がするが、なんだか変に圧倒されて、朧月はじたばたするのをあきらめた。流されたとも言う。
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　滅多にない（あるはずがない）状況だし、うつむかずに蒼刻の顔を見ながら眠れたら安心できそうだと思うが、こうなるとそんな余裕はどこにもない。

　銀髪をほどき眼がん帯たいも外したしどけない姿は貴重なのに、自分の胆きもの小ささが本当に残念だ。ちょっと泣けてくる。

（蒼刻さんの寝顔を見ようとすると、わたしの寝顔も見られてしまうし……）

　起きているときでさえ、タヌキ顔だ間抜け面づらだと言われているのだ。油断しきった寝顔なんて、お見せできない。どうしようやっぱり眠れない。

　せめて、と朧月は逃げるように上掛けを頭からかぶり、顔をほぼ隠した。

　そうして猫の仔このように小さくまるまっても、引きこもった感じがして落ち着くどころか、動どう悸きはいっそう速まるばかりで。

「……朧月？　もう寝ちまったのか」

　幸いにも誤解してくれたようだが、蒼刻に呼ばれたときには限界をぽんと超えて、視界が真っ暗になっていた。

　要するに、のぼせすぎて昏こん倒とうしてしまい、朝まで目覚めなかったのである。
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　夜が明けると同時に、蒼そう刻こくのほうが先に起きた。……正確に言えば、ろくに眠れなかったのだが。

　傍らで上掛けにくるまった少女はぴくりとも動かないが、張ちよう宝ほうが夢に入りこんだときとは違って呼吸は安定しているから、大丈夫だろう。

　握られていた手をそっと引き抜いても、身じろぎすらしなかった。

（熟睡かよ）

　眠ってくれたのは何よりだが、同時に、この珍ちん獣じゆうめと思わなくもない。

（夫婦のふりをしろって命令したのは俺だけどな……）

　ここまでする予定はもちろんなかった。

　――この引きこもりはヘタレのくせに、たまに本気で蒼刻を驚かせてくれる。

　やや乱れた銀髪をかき上げ、深い深いため息をひとつ。自分を褒ほめてあげたい、という言葉が頭に浮かんだ。

　優先順位を考えて自制していたところに、とんでもない餌えさを放られた一夜だった。

　目を開ければ、なんの飾りもつけない黒髪の流れや、無防備に投げ出された白い手首、しどけない夜着の端が見える。かといって、ずっと目を閉じたままでいるのは大損な気がして、ひと晩中悩まされたのだった。

「この天然公主め」

　手を胸に抱かれたときは、ともすれば夜着越しにふくらみにふれそうで固まった。

　そこから逆に抱き寄せたのは半なかば自や棄けというか、振り回されてたまるかという意地で反撃したも同然だが、このぽやっとした娘ときた日には、さっさと上掛けをかぶって眠ってしまったのだ。色恋のネタに弱いくせに、妙なところで無防備で困る。

　役得なのか生殺しなのか。

　ともかく、いろいろな意味で濃こい一夜だった。

「お疲れさま――とでも言ったほうがいいか？」

　こめかみを揉みながら寝台を出ると、待ち構えていたかのように、衝立の向こうから渋しぶい美び声せいに出迎えられた。そして白虎がぬっと姿を現す。

　彼が起きている気配は察していたので、蒼刻も特に驚きはせずにそちらを見やった。

「やっぱり気づいてたのか張ちようさん」

「当然じゃ」

　張さんはあきれたように言って、白地に縞しまのしっぽをぱたぱたと揺らす。

「ああも長々と騒がれて、目が醒さめぬわけがなかろう。儂が虎とらの五感を持っておらずとも気づいたわ」

「あたしも遅くまで働いてきたのに何事かと思いましたよぅ、張さん」

「そうじゃのう我が姫。儂も最近は見て見ぬふりをするのが、板についてきたぞ」

　朝っぱらから言いたい放題な幽鬼と神獣の組み合わせに、いつもの勢いでつっこむ気力もなく、蒼刻は低くうなった。

「言っとくが、やましいことは一切してないぞ」

「たしかに、実行には移しておらなんだな。儂はいたく感心したぞ蒼刻」

「そんな褒められ方うれしくねえよ」

　半はん眼がんで言い返しながらも、蒼刻は最近のあれこれで、無駄に忍耐力が鍛えられたことは自覚していた。

　もう二度と、こんな物わかりのいい男を演じるものかと思う。あの珍獣は男心を理解しているようで、意外としていない。黄こう巾きん賊ぞくの一件が――少なくともこの城市のことが落着したら、あの天然公主には教えてやらなくてはいけないことが山ほどある。

（覚悟してやがれ）

　しどけない寝姿を眺めながら――

　そんな反撃の計画を考えて、自分の心の荒波を精一杯なだめた朝だった。







　第五章　地戯跳神







　花はな守もりは、あの紅あかく燃える花園にはいなかった。

　龍りゆう爪そう花かは強い上にあまり手がかかる薬草ではなく、水さえ足りていれば、自みずから株を増やして次々に花を咲かせていく。

　そのため花守はときどき花畑を離れ、旅人の道案内などもしているらしいと、情報屋が薬種商人から聞き出してきた。およそよそ者には無ぶ愛あい想そうな城じよう市しなのに、さすが本職は違うというべきか、素早く的確に情報を見つけてくれる。

「間が悪いな」

　曠こう野やの往復が無む駄だに終わったため、一度舌打ちしたものの、蒼そう刻こくはすぐに気を取り直したようだった。

「まあ、いい。あのおっさんから話を聞けなくても、俺たちのやるべきことにたいして変更はないしな」

「――あの……」

　朧ろう月げつは、昨夜の話し合いのときからずっと喉のどに引っかかっていた言葉を、今度こそ口にするべきかと迷う。今け朝さ目覚めてから、何度迷まよったかわからない。

　結局のところ、煌こう言げんの言う『最悪の場合』とはなんなのか、と。

（……訊きいたところで、答えてくださらないかもしれないけれど）

　それに。

（わたしがそれを知ったところで、お役に立てることはなさそうだしなあ……）

　幽ゆう鬼きがいない城市だし、と、どんより陰を背負ってしまう。

　国軍の頂点近くに立つ二人に加えて、どうやら結構な修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたらしい情報屋だ。肩を並べて対等に、だなんて考えること自体が間違っている。けれども、足手まといで終わるのは嫌だった。

　旅籠はたごに戻ると――

「おっかえりなさ～い」

　友人の明るい声に、少しばかり慰なぐさめられた。

　隣の部屋の様子を見に行く蒼刻を気にしながら、ふと問いかける。

「そういえば星せい彩さいの、昨夜の調べ物のことだけれど……」

「ああ、あの将軍さんの予想どおりでしたよ。ほかの旅籠に泊まってる旅人は、みんな、三十にもならない若い人ばっかで」

　壁でも床でもすり抜けられる幽鬼の特性を活いかして、この周辺にある「よそ者を泊めさせる場所」を見て回ったのだという。そこまでは今朝の時点で聞いている。

　朧月が知りたいのは、その先だ。

「来らい将軍さまはなんのために、それを調べてほしいと仰おつしやったのかしら……」

「あたしは――なんとなくですけどわかっちゃったかもしれませんねぇ」

「え」

　星彩の苦にが々にがしげなつぶやきに、朧月は驚いて顔を上げた。

「わかったって……来――遠えん雷らいさまが仰っていた、『最悪の場合』のこと？」

「ええ。ちなみに張ちようさんは、昨日の時点で気づいてたっぽいですけど、あたしには教えてくれなかったんですよねぇ」

　無数の鳥仮面。呪じゆ詛そによって滅びた村。張ちよう宝ほうの不吉なささやき。龍りゆう脈みやくに穿うがたれた杭くい。張ちよう梁りようの影。梟ふくろうを真ま似ねた唄うた。道どう廟びようを燻いぶす香のにおい。祭さい主しゆのまとう不ぶ気き味みな気配。この城市で消えたという情報屋の友人――

　――まさか。

　ここで見たものを手探りで思い出しているときに、突とつ如じよとして閃ひらめいた。

　朧月の頭はたしかににぶいが、それでも、ここまでさまざまな証拠が出ているのに気づけなかったのは――

（……わたしには、双そう界かいの瞳ひとみがあるから？）

　余よ人じんには見えないものが見えるせいで、かえって見えないものがあったのだと気づかされる。

　そして同時に思い出した。

　――『汝なんじの力の神しん髄ずいが知りたくば』

　張宝が投げかけてきた意味ありげな言葉の中で、その答えだけは未いまだに片へん鱗りんすらつかめていないことに。

（この城市の秘密が、わたしの予想どおりだとして……）

　幽鬼を見る双界の瞳。

　自分の異能は、その秘密とは対極に位置するものではないか？　

　しばらく視線をさまよわせてから、朧月はぽつりとつぶやいた。

「……幽鬼がいない場所だと、わたしが枕まくらよりも役に立たないのは、言われなくてもわかってるのだけど」

「朧月ちゃん突然なにすごい自じ虐ぎやくしてるんすか」

　星彩が怪け訝げんそうにする。

　なぜか頭に浮かんだのは、二つの輪で蝶ちようをかたどる髪形をした少女だった。

　予感だったのかもしれないと、後になって思った。
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　明日はいよいよ、白はく鷲しゆう祭さいの前夜祭という日の夕刻。

　抱ほう琴きんが、またこっそりとやってきた。

　朧ろう月げつが廊ろうに出ていくと、今日はほんのり頰ほおが上気して見える少女は、すまなそうに眉まゆ尻じりを下げて言いだした。

「ごめんね。お母さんの目がきびしくって、わたしの本気のこそこそ力でも、なかなかぬけだせなかったの」

　こそこそ力とは要するに、隠おん密みつ行動ということか。なんだか言い方が可か愛わいらしい。

　いいのよと告げると、抱琴はしがみついてきそうな勢いで報告してくれた。

「あのね、鷹ようくんにお手紙わたせたの」

「喜んでもらえました？」

「別になんでもないって顔してたけど、ほっぺたが赤かったよ。ういやつめ、なの」

「愛ういやつめ」

　どこで習ってくるのか、可愛い口から意外と男前な単語が飛び出してきたのに、噴き出しそうになった。

「おねえさんは、だんなさまのことを、ういやつって思ったりしないの？」

「え、……あ、うん。思うことが、あるかも」

「でしょでしょ？」

　階下にいる蒼そう刻こくには聞こえなくても、愛ういだなんて言うのは恥ずかしい。

　しかし抱琴のうれしそうな顔を見ると、まあいいかと思えてしまう。

「おねえさんたちは、とーほーしんくんさまに、お参りに行ったの？」

「一応、行きました」

　うなずくと同時に、頰がじんわりと熱くなってしまう。

　フリとはいえ子宝祈き願がんなんぞしてしまったのを思い出すと、非常にこそばゆく、じたばたしたくなるのだ。しかも昨夜は、蒼刻に添い寝までさせてしまったし。新婚夫婦という設定に振り回されてしまっているような、落ち着かない心地ここちだ。

　だが今は、そんな心温まる思い出に浸っている場合ではない。

　朧月は思わず、警告めいたことを口にしていた。

「お祭りの日は危ないから……外に出ないほうがいいかも」

「えー？」

　抱琴は正直にがっかりした声を上げる。

「ぜんやさいだけは、お母さんがつれてってくれるっていうのよ」

「連れて行くって……道廟に？」

「うん。とーほーしんくんさまに、わたしの病気がよくなるように、おねがいしにいくんだって。新しい服も作ってくれたのよ」

「それはそれは」

　随分と奮ふん発ぱつしたものだ。本当に溺でき愛あいされているのだなあと、しみじみしてしまう。

　しかし道廟と言われると不安でしかない。蒼刻たちは、張ちよう宝ほうの企たくらみを阻そ止ししようとしてくれているが。

「……せめて、寄り道とかはしないで、気をつけて出かけてね？」

「がってん！」

　これまた、どこで覚えてきたのかという男らしいお言葉だ。

　朧月とつかのま笑い合うと、抱琴はふと思い出したように言った。

「そういえばわたし、むかし一度だけ、ひとりでお外に出たことがあったよ」

「どこにお出かけしたの？」

「……覚えてないの」

　病弱なら、裏庭に毛が生えたくらいの移動距離だろうか――などと引きこもり基準で考えていた朧月に、抱琴は意外なことを語りはじめた。

「夜が明ける前、だったのかなあ。さいしょはすごく暗かったけど、でも、しばらくしたら空が明るくなって、きれいなお花畑を見つけたの」

「お花畑？」

　とっさに頭に浮かんだのは花守が住むあの場所だったが、十歳にもならぬ少女が一人で行ける距離ではない。

　かといってこの城市の中や近辺で花の咲く場所は、ひとつしかない。

「道廟に迷いこんでしまったの？」

「ちがう……と思う。建物とかは、なかったの」

「…………」

「白いお花がいっぱい咲いてたのが、きれいだったの。おうちに持って帰ろうと思って、お花さんごめんなさいって言いながらつんでて……そしたらそのうち、お母さんに見つかっちゃった――ような気がする」

「お母さんに、連れ戻されたということ？」

「たぶん。……そこはよく覚えてないんだけど、お母さんもお父さんも、泣いてた。心配したんだよって」

　病弱な娘が一人でふらふらと出歩いたら、それは生きた心地がしなかっただろう。

　こうして部屋を抜け出るくらいにはやんちゃな抱琴でも、さすがに反省しているのか、神妙な顔だ。

「だから、お父さんとお母さんを泣かせちゃいけないから、わたし、それからずっと、お外に出てないの」

　健康なのに引きこもりですいませんと頭を床にこすりつけたくなった。

　そういえば、と抱琴のくるくるとした目がこちらに向けられる。

「おねえさんは、どこから来たの？」

「え。あ……っと、州都の龍りゆう珠じゆです」

　馬鹿正直に答えていいものかどうか迷ったが、とっさにうまい噓うそを思いつかなかったので、そう答えてしまった。

「そっかあ。とーほーしんくんさまが、わたしを元気にしてくれたら、おねえさんのおうちにあそびにいきたいな」

　行ってもいい？　と訊たずねる無邪気な瞳に、二重三重の意味で良心の痛みを覚える。

　そう。わたしはまだ、大事なことを言っていないのだ。

　深呼吸をひとつ。

　朧月はようやく腹をくくって、抱琴に向き直った。

「来てもいいけれど……わたしのおうちはね、幽鬼の邸やしきなの」

「おんぼろってこと？」

「……いや、まあ、たしかに古いんですけど」

　無邪気な反応に一瞬脱力してしまいながら、朧月はぽつぽつと説明を追加する。

「わたしの邸には、幽鬼がいるの」

「ほへ」

　首を傾かしげる仕草につれて、蝶の翅はねのような形をした髪が揺れる。

　少女の淡あわい緑の瞳ではなく、その結い髪を見つめながら、朧月は自分が幽鬼を見る異能の持ち主なのだと打ち明けた。

　すべてを聞き終えた抱琴の反応は、朧月の予想のどれとも異なっていた。

「じゃ、おねえさんすごい人なんだね！」

「へ」

　たぶんそのときの自分は、他人にはお見せできないくらい間抜けな顔をしていたと思う。

　まじまじと見つめる先で、抱琴はどことなく得意げに言う。

「だって、とーほーしんくんさまも、悪い幽鬼はやっつけたっていうよ？　幽鬼がおねえさんに従うなら、おねえさん、とーほーしんくんさまよりすごいよ」

「いや、さすがにそれはないですよ？」

「えー。そうかなあ」

　のほほんと首をかしげていた抱琴だが、突然はっと階下のほうを振り返った。

「いけない、お母さんがうごいたみたい！　――じゃ、おねえさん、お祭りが終わったらまたね」

「あ……うん。またね」

　勢いにのまれて再会の約束をして、小さな背中を見送った後で、温ぬくもりがじわりと心にしみこんでくる。

　抱琴は今の説明だけでは、おそらく朧月の異能の恐ろしさやおぞましさを理解できなかったのだろう。

　それでも――うれしかった。即座に拒絶されなかっただけでも、これほどに。

　蒼刻に出会った当初、おまえなんか怖くないと言われたことを思い出せば、なんだか世界がふいに美しく見えてくる。

　ともあれ、ほっと胸を撫なで下ろしていると、階きざはしを昇ってくる蒼刻の姿が見えた。

　目が合うなり、彼は無む造ぞう作さに言った。。

「情報屋に会ってきた。花守が見つかったそうだ、行くぞ」

　朧月を連れて行かないという選せん択たく肢しは、彼の中にはないようだった。

　なんとなくわかってはいたし、それで自分が安心してしまうのも事実だったが。





◇◆◇






　花はな守もりと落ち合ったのは、『遊ゆう茶ちや軒けん』という軽い食事も出してくれる茶ちや館かんだ。

　陽が落ちる手前で混み合うかと思いきや、むしろ、これで商売が成り立つのか？　と心配になるほど空すいている。

　普通の城じよう市しの祭りの時期ならば、どの店も幾いく重えにも重なった談だん笑しようの声で満たされているのが普通なのだが、昏こん星せいはあまりにも静かだった。

　人ごみや大勢の声がひどく苦手な朧ろう月げつでさえ、居い心地ごこちの悪さを感じてしまうほどに。

「らい――遠えん雷らいさまたちは」

「残念ながら別行動だが、最終的には落ち合う約束をしてる」

　いつどこで、とは言ってくれなかったが、朧月はなんとなく理解した。

　蒼そう刻こくが視線を流す。

「来たぞ」

　花守は、以前と変わらぬ旅装束だ。手には例の棒を携たずさえていたが、入り口のところで店の主人に預けてくる。

　旅路には馬ば賊ぞくなどが横行するため、旅人の武装そのものはめずらしくない。

　だが店内での揉もめ事を避けるための決まりなので、蒼刻もすでに刀を預けていた。

　ふとした疑問が口をつく。

「刀がないと、不安になりませんか？」

「別に」

　蒼刻は事もなげに言う。

「刀がなければ役立たず、なんてやつは武官にはなれない」

「……そういうものですか」

　朧月は、今かぶっている被衣かずきをとれと言われたら絶対に狼ろう狽ばいするし、幽鬼が見えないこの城市でいつも以上に心こころ許もとないのだが。さすがは未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまである。

「仲なか睦むつまじいな」

　そうこうしているうちに、花守がやってきた。単刀直入に切り出す。

「癖くせのある笑い方をする色いろ眼め鏡がねの青年に、君たちが私に訊きたいことがあると言こと伝づてされたのだが」

「そのとおりだ」

　お辞じ儀ぎをする朧月をよそに、蒼刻もさっさと話に入っていく。

　話そのものは、短い時間で済んだ。

　運ばれてきた香りのよい茉莉花ジヤスミン茶が冷めないくらい、あっさりと済んだし、話の内容にもそこまでの驚きはなかった。むしろ本当の驚きは、その後、花守がなにげなく口にしたことにあった。

「君たちの旅籠はどこだね」

　旅籠の名前を告げると、花守はひどく複雑そうで、沈痛な顔になった。

「……あの旅籠か。女将おかみさんたちは元気にやってるのかい」

「？　なんかあったのか」

　怪け訝げんそうに、蒼刻が眉まゆをひそめる。

　花守はわずかに目を伏せた。

「十五年ほど前に、事故で娘さんを亡なくしている。まだ十歳の可愛い盛さかりだったな。女将さんも旦だん那なさんも、狂ってしまうのでは――いや、後を追ってしまうのではと心配するほどの悲痛な嘆なげきようでね」

　低い声が、同情を含んでいるようにも聞こえるのは、気のせいではないだろう。

　だが、それよりも意識に深く斬りこんできた情報は。

（十歳の娘さんを亡くしてる？）

　――嫌いやな予感に、朧月は芯しんから身み震ぶるいして、その場に崩れ落ちそうになった。

　まさか。

「あの。その子の名前は……もしかして、抱ほう琴きんというのでは？」

「そう、抱琴だ。私のような者にも怖こわがらずに接する、まっすぐな、よい子だったな」

　抱琴はすでに死んでいた？

　では、朧月が逢あった彼女はだれなのか――もしくは、「なん」なのか？

　張ちよう宝ほうの酷こく薄はくな笑みで頭の中が塗り潰つぶされる。あの男なら、と思ってしまう。

「落ち着け、朧月」

　小さく震える肩を留めるように、蒼刻の手が置かれた。ささやかれる。

「同名の別人かもしれないだろ。亡くなった娘の名前をもう一度つけるのは、別にめずらしいことじゃない」

「……そう、ですよね」

　そう信じたい、という口調になってしまった。
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　蒼刻が花守に視線を向ける。

「花守。あんたはこのまま帰るのか？」

「いや。白はく鷲しゆう祭さいの時期に来たのも久しぶりだから、ひと晩泊まっていく気でいたが――」

「やめておいたほうがいいぞ」

　何も知らないような花守を、蒼刻は低めた声で制した。

「少なくとも、前夜祭の間はこの城市にいないほうがいい」

「そうか。だが――」

「理由は説明すると長いし、今は言えない。だが今度会ったときに必ず説明するし、必ず会いに行くから、呑んでくれないか」

「…………」

　およそ納得した雰ふん囲い気きではなかったが、念を押す蒼刻の顔がひどく真剣なことで、何かきなくさいものを察したらしい。

　花守ははなはだ怪訝そうにしていたが、最後にはうなずいてくれた。

「わかった。いや、実はまったくもってよくわからないが、少なくとも君はつまらん噓うそをつく男には思えないからな」

「光栄だ」

　花守は無言で手を挙げ、朧月たちを見送った。

　何かを言いたそうな表情で蒼刻を見ているようにも思えたが、かりそめの夫が歩きだしたので、妻役の朧月も彼についていった。
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　旅籠に戻ったが、主人夫婦に抱ほう琴きんのことを訊いてもいいものかどうか迷った。

　なにしろ朧ろう月げつと抱琴が逢っていたことは、秘密だったのだ。

　悩んでいると、旅籠の主人が訊ねてきた。

「――私も前夜祭の準備に出かける。用意してほしいものがあるなら、今のうちに階下まで言いにきてくれ」

　酒でも食事でも日用品でも。

　そう言いながら差し出してきた盆ぼんの上には、蓋ふたつきの器がいくつか。川魚や野菜を蒸して甘あま辛からのたれをかけたものなど、冷めてもおいしそうな食事や甘かん味みがそろっている。もちろん、茶器の一式もあった。

「あんたがお運びとはめずらしいな。女将さんは？」

「娘を連れて出かけた」

　朧月ははっとする。たしかに前夜祭には道廟に出かけると抱琴は言っていたが、予想外に出かけるのが早い。

　前夜祭は明日のはずなのに、なぜ今夕から出かける必要があるのだろう。前夜祭の準備と言っていたが、それなのか。

（でも……病弱な抱琴をそんなに長々と外に連れ出して、大丈夫なのかしら）

　ここで煌こう言げんたちと合流する約束だったが、抱琴が心配で落ち着かない。

「朧月。少し落ち着け」

「……はい」

　言葉少なにうなずき、蒼そう刻こくの手伝いがてら、とりあえずお茶でも入れて気を紛まぎらわせようとしたときだ。

「二人とも。その茶を口にしてはならぬ」

　それまで衝つい立たての陰で息をひそめていた張ちようさんが、ぬっと現れるなり、そう言った。

　朧月はきょとんとしたが、蒼刻は違った。左目に鋭い光がよぎる。

「毒どくか」

「うむ。花の香りでごまかしているが、間違いない」

　獣けものの嗅きゆう覚かくで感じとったのか。それにしても毒の知識がないとわからないはずだ。

　それに、なぜ――

「朧月。おまえ卓のそばで適当に死んだふりしてろ。得意だろ？」

「あ、はい……」

　朧月はぼんやりとうなずいた。

　幽鬼に囲まれた暮らしの中で身につけた、大して役に立たない特技である。熊に遭あっても、死んだふりでは逃げられないそうだし。

　いいから黙ってやれ、と視線で指示されたので、卓のそばで死んだふりをする。

　床に片頰を押しつけるようにすると、階下で動く人の気配が感じられた。おそらく主人だろう。いつもは玄関のそばでどっしり構えて帳簿などをつけているのに、今日に限っては落ち着かない雰囲気で歩き回っている。

　すぐそばで「来ますよ」と星せい彩さいがささやいた。

　その足音が、上に昇ってきた。ちらりと視線だけで入り口のほうを見れば、蒼刻はすでに扉のそばで身構えている。開いた扉の陰、つまり入ってきた人からは死角になる位置だと気づいたとき、廊ろうを進む足音が止まった。

　扉が開き――寸前に死んだふりを再開した朧月を見て、主人は驚いたようだ。

　狼ろう狽ばいした声で「あの量でそんな……」とつぶやく。そこで蒼刻が動いた。

「――！」

　体格はそこそこいいが、武術の心こころ得えはなかったようだ。旅籠の主人はあっけなく、蒼刻に取り押さえられた。

　ぱっと起き上がった朧月を見て、主人は何が起こったのかを悟さとったらしい。

「なんで俺たちに毒を盛った？　だれかに頼まれたのか」

「毒じゃないッ」

　床に押しつけられ腕をひねり上げられた主人は、苦しげな息の下で言う。

「じゃあなんだ？」

「…………」

　ぐっと詰まった主人に、蒼刻はひどく冷たい眼がん光こうを突き刺した。鍛きたえ抜かれた鋼はがねを思わせる蒼色の目だ。

「吐かないなら、州都の刺し史しの近くに知り合いがいるから、そいつに報しらせるぞ。街ぐるみでおかしな真ま似ねをしてるってな。刺史さまは若くて対応が早いから、この城市そのものが取り調べの対象になるかもしれないぞ」

「………………眠り薬に近いものだ」

　蒼刻の脅おどしを聞いて、主人はびくりと肩を跳ねさせた。

　最低限の事務的なやりとりをする以外は、いつも冷たく引き結んでいた唇くちびるが震えた。

「――抱琴の、ためだ」

　そう言った声には、複雑な感情がにじんでいた。

　抱琴のためにやったことだから仕方ない、と開き直りたいけれど、そこまで厚こう顔がんになれなくて苦悩する表情だ。

　蒼刻は刃やいばのような声で問いを重ねる。

「どういう意味だ」

「…………」

　岩のように押し黙ってしまった主人をしばらく見下ろした後で、蒼刻はその首筋に当て身を喰くらわせた。短いうめき声を最後に、主人はぐったりとして気を失う。

　おろおろしどおしの朧月と視線がぶつかると、蒼刻は肩をすくめた。

「これ以上は、拷ごう問もんでもしなきゃ吐きそうにないからな」

「結局……どういうことなのでしょう」

　わたしたちに眠り薬を盛って。

　それがどうして、抱琴のためなのだろう。

「わからん。だが、おまえの好きな抱琴が関わっているようだし――」

　煌言たちはいないが、行ってしまうか？　と目顔で問われる。

　普段なら行きたくない云うん々ぬんと抜かす朧月も、さすがにこのときは黙ってうなずいた。
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　旅籠の外に出ると、あたりは黄昏たそがれの色に染まりかけていた。

「久々の開放感じゃな」

「あ」

　しまった張ちようさんまる見え！　と蒼そう刻こくと顔を見合わせたが、あたりに人ひと気けもないし、事が事なのでこのまま突っ走ってしまうことにした。

　旅籠から董とう奉ほう真しん君くんの道廟へと続く路みちは、茶さ房ぼうや商あきないの店が立ち並ぶそれなりににぎやかな界かい隈わいのはずなのだが、今は人っ子ひとりいない。抱ほう琴きんとその母親のように、皆、前夜祭とやらの準備に向かったのか。

　しかし目立つことこの上ない白びやつ虎こに加え、完全武装をした物ぶつ騒そうな雰囲気の武人までいるので、人ひと気けがないのは好都合だった。乾いた石いし畳だたみの路をひた走る。ときどき転びそうになっては、慣れた手つきで蒼そう刻こくに引っ張り上げられたが、最後には張さんの背中に載せて運ばれるはめになった。

　そして――

「――お急ぎのようだな、朧おぼろなる月の姫君」

　張ちよう宝ほうだと、声を聞くより先に、その気配だけで直感していた。張さんから降りる。

　立ち止まって見れば、行く手の薄暗がりに忽こつ然ぜんと、人影が浮かび上がっている。

　長い黒髪を冷めはじめた風に遊ばせる男は、朧月と目が合うと冷たく微ほほ笑えんだ。

「我われの問いへの解かいは見つかったのか？」

　そのとき、ぐるる、と腰が抜けそうなうなり声が地を這はった。

　蒼刻の傍かたわらで獲物を狙う構えをとる白虎を見やると、張宝は笑みを消し、蔑さげすむような冷たい目つきになった。

「人じん虎こよ。汝なんじはとことん我に歯向かうなァ。飼かい慣らされたか」

「異なことを。儂わしは最初から蒼刻たちの味方じゃ」

「……ほう？」

　張さんの昂こう然ぜんとした言葉に、張宝はなぜか意表を突かれたように目をまるくした。

　が、すぐにその表情に、不気味な笑みを上うわ塗ぬりする。

「偶たま々たまに狂きよう疾しつに因よって――というわけではないが。汝は殊しゆ類るいと成った理由を忘れ、そちらについているのか。これは滑こつ稽けいな。腹を抱かかえる手が足りぬほどにな」

　朧月は目を瞬しばたたいた。傍らでは蒼刻も、刀の柄つかを油断なく握りながら、訝いぶかるように目をすがめている。

　殊類とは「人間ではないもの」という意味だ。

　おそらく『人虎伝』という発狂して虎になった男の物語からの引用で、それ自体は古い詩を口ずさむのが好きな張宝らしいのだが、言っていることの意味がよくわからない。

　まるで彼は、張さんが死んで白虎の身体に宿ってしまった理由を、知っているかのようにも聞こえるが――

「まあ、よい。我の筋書きには、最初から汝など必要ない」

　それよりも、と声に出さずにつぶやき、張宝は琥こ珀はく色の瞳を朧月に向ける。

　当惑と緊張にまみれた彼女の顔を見つめて、嗤わらう。

「ふ、ふふ。どうやら肝かん心じんのところはまだ理解できておらぬようだな、冥めい界かい公こう主しゆ。我はあまり小こ賢ざかしい娘は気に喰くわぬが、汝のにぶさも、それはそれで悩みどころよなァ」

「どういう……こと？」

「我と同じ舞台に上がるがよい。そうすれば、嫌でもわかる」

　背をおおう黒髪がふうわりと、こちらを威い嚇かくする鴉からすの翼のように広がり、あたりの闇やみと同化していく。

　奇怪な、それでいて背筋が震えるほど艶つやめいて見える光景だった。

「白はく鷲しゆう祭さいが始まるぞ。この世でもっとも美しくて醜みにくい祭礼であろう」

　さあ、楽しめ。愉たのしめ。

　蛇へびの笑みで張宝が繰り返すのを、朧月は氷の塊かたまりを喉のどに押しこまれるような悪お寒かんとともに聞いた。

　蒼刻が無言で間合いを詰め、神しん速そくで抜いた刀で張宝に斬きりつける。

　だが痩やせた姿は陽炎かげろうのように空気に溶とけて消え、後には白い紙を切って作られた、簡素な人形のみが遺のこされる。

「やっぱり幻影か。道理で気配が妙に希き薄はくだと思った」

「では、張宝の本体は……」

「道廟以外にないだろう」

　行くぞ、とうながされたはいいが、朧月はまだ足を動かせる気持ちになれなかった。

　――力の神髄。

　知らずには済まされないと思っていたが、いざ知るとなると反射的に怖くなる。

　蒼刻はすでに彼女の腕を引き、舞台である道廟めざして歩きだしているのに。

「行くぞ」

「……でも、あの――」

「おまえと出逢ったときに言ったはずだけどな」

　朧月の弱よわ音ねをさえぎる声は、ちょっと怒っているようにも聞こえた。

「覚えの悪い珍獣の躾しつけは、飼い主の役目だからな。もう一度だけ言っておいてやる。――おまえがどんな力の持ち主だろうと、俺はおまえなんか怖がってやらないぞ。ついでに躾も半ハン端パで投げだす気はないから覚悟しやがれ」

　狼おおかみのような横顔に、胸が疼うずく。

　護まもられているのだ。

　今までだって、この人と一緒に、引きこもりには苦行でしかないあれこれを乗り越えてきたのだ。

「……ありがとうございます」

　翡ひ翠すいの瞳に力を取り戻して、朧月は言った。

「昏こん星せいに来てからは、いいところなしでしたから――せめて、ついてゆきます」

「よし」

　満足げにうなずく蒼刻の傍らで、白虎の薄青色の瞳が光った。

「なぁに、儂もいる」

「……大丈夫っすか？　張さん。あの張宝って男、なんか変なこと言ってましたよぅ」

「生前のことなど今さら知らぬ。儂はこの身体で、第二の青春を謳おう歌かしておるのだ。何が起ころうとも――あの張宝とやらが儂の何を知っていようとも、蒼刻や姫たちの味方をやめるつもりは一切ない」

　とびきり渋しぶい美声には、動揺も迷いも見られない。星せい彩さいでなくても惚ほれてしまいそうなほど潔いさぎよかった。

「なら、いい。今度こそ行くぞ」

　蒼刻は特に感かん慨がいを受けた様子でもなく、首しゆ肯こうした。そっけないのではなく、信頼しているので張さんの気持ちは最初から予想していたのだろう。この二人は、親子のような友達のような、不思議な情でつながっている。

　踵きびすを返した蒼刻に、朧月も黙ってついていく。

（抱琴……無事でいて）

　と。

　祈りながら歩く、なんて真似をしたのが災わざわいしたのか、朧月は次の瞬間、自分の足につまずいて思いっきり転倒した。

　耳に痛い沈黙ののち、星彩がめずらしく狼狽した様子で言った。

「ろ、朧月ちゃん大丈夫っすか？　久しぶりに派は手でにやらかしましたけど」

「…………」

　朧月はなんとも言えない心地で、もぞもぞと身を起こす。

　腕をつかんで彼女が立ち上がるのを手伝いながら、蒼刻が淡たん々たんと言った。

「泣くな」

「泣いてはいません……」

　自分の格好のつかなさに、泣きたい気分にはなったが。

　よろめきながら立ち上がり、砂を払いながら見上げた空の下。

　すべての解答が待つという舞台は――董とう奉ほう真しん君くんの道廟は、夕明かりと瑠る璃り瓦がわらの黄色が溶とけ合い、炎ほのおに似た光に包まれていた。




　だが、このときの朧月たちは、張宝という男を甘く見ていたのだ。

　そして、ちっとも大丈夫などではなかった。







　終章　不安な産声







　止やまぬ雨のように、月明かり色の花びらが舞い散っていた。

「ふ、ふふ。これはよい……よいぞ。いやはや、この男は実に賢かしこい！　我われは、もっと早くこうするべきであったなァ」

　なつかしい声が、ぞっとするような響ひびきの言葉を紡つむいでいた。

　術に奪われていた身体からだの力はようやく戻ったが、何が起きたのか理解するのを、張ちよう梁りようの心はしばしの間、拒絶した。叶かなうなら、信じたくなどなかった。

　兄が――この世で一番大切だと思う人が……。

「――皆滅ほろび、我独ひとり醒さめたり、だな」

　謳うたうようにつぶやき、長い黒髪に包まれた顔がこちらを振り返る。

　自分と同じ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは、先刻まではなかった歓かん喜きをたたえ、炯けい々けいと燃えていた。

　その眼光から目が離せない自分の元に、その人はゆっくりと歩み寄ってくる。

　白い手が伸びて、張梁の刺青いれずみに彩いろどられた頰ほおを包んだ。

「……張梁？」

　汝なんじはそういう名前だろう？　とたしかめる、妖よう艶えんですらあるささやき。

　発ほつ作さ的てきに違うと叫びたくなったのは、ついさっきまでそこにいた兄とは、別人のように声の響きが異なるせいだ。いや、事実、別人なのか。

「我はこれより復ふく讐しゆうを始めるが――我に従うか、抗あらがうか。汝はどちらを選ぶ？」

　目の前に、兄の顔がある。

　抗うと言えば、このまま首を引き千ち切ぎられそうな威圧感だ。

　それでも殺せない、と思ってしまった時点で、こちらの負けだ。かすれ声をもらす。

「従う。……二の兄あに者じや」

　いつものように呼べば、兄は還かえってきてくれるのではないか。

　ひたすら両手を血の緋あかに染めつづけた自分らしくもない、淡あわい希望だけで口にした呼びかけだったけれど。返ってきたのは、酷こく薄はくに引き歪ゆがんだ笑みだけだった。











〈了〉










　あとがき




　こんにちは『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』５巻です。諸事情により、今回は手短にノンブレスで参ります。２巻のあとがきで書いたのですが、初期案の張ちよう宝ほうは女性でして、張ちよう梁りようとの関係性もその時点で漠ばく然ぜんと頭にありました。担当様のアドバイスで男性に変更したのですが、ほかの設定を変えなかったのを、今回ちょっと後悔しました。姉弟なら妖よう艶えん・耽たん美びな雰ふん囲い気きになったかもしれないのに、兄きよう弟だいなのでこんなものです（序章＆終章参照）。……うーん。

　今回は久しぶりにプロット段階から試行錯さく誤ごが続いたお話でして、そのせいか切せつ羽ぱ詰まった進行になってしまい、関係者の皆様には本当に申し訳ございません……。そしてお忙しい中、可か愛わいい幼女としびれるナイスミドルをありがとうございました、くまの先生。

　そしてＷｅｂコミック『花とゆめオンライン』にて、あまさかえで先生による『双界』のコミカライズが始まっております！　可愛さ無限大、華はなやかな世界を是非ご覧ください！

　それでは今回「え？」という引きで終わっているので、次こそはニコニコ入稿を心がけたいと思います。お読みいただき、ありがとうございました！


木村千世
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著者

木村千世

Chise Kimura




今作の執筆にあたって、シルクロード関連の映像や本にふれました。私のデビュー作『アストフェルの舞姫』のモデルにした国ともつながる、絹の道。ロマンスが止まりません。

この作品もまた色々な世界につながっていくことになるようで、皆様の応援と幸運に感謝しております！




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/







イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




イケメンが困っているとたまらなく萌える性質なので、これからも蒼刻さんには困ってもらいたい♪頑張っていろいろやって朧月ちゃんに肩透かしを食らってほしい♪と思いながら絵を描いてます[image: ]




■YUZU SPICE

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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